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第 1 章

新機能および変更された機能に関する情報

•新機能および変更された機能に関する情報（1ページ）

新機能および変更された機能に関する情報

『2.X Getting Started guide』の名前が VMware ESXiのインストールガイドに変更されました。注目

参照先追加日説明機能

ソフトウェア要件（

13ページ）
2018年 4月
24日

HXDPリリース 2.6(1d)の更新された
ソフトウェアの要件

ソフトウェア要件

スマートライセンスと

HyperFlex（83ペー
ジ）

2017年 10月
31日

Smart Software Managerサテライト
オンプレミスをインストールして、

ライセンスをローカルで管理しま

す。

スマートライセ

ンスと Smart
Software Manager
サテライト

クラスタ展開のガイド

ライン（117ページ）
2017年 10月
2日

混合クラスタ展開に関する特定のガ

イドライン。

混合クラスタ展開

HyperFlexクラスタの
設定（68ページ）

2017年 10月
2日

[Auto Support]を有効にします。コネクテッド

サービス

ディスクの要件（20
ページ）

2017年 10月
2日

M5サーバの更新ディスクの要件

既存のクラスタで

vMotionとの拡張され
た互換性 (EVC)を有効
にする（144ページ）

2017年 10月
2日

既存のHypeeFlexクラスタでvMotion
との拡張された互換性 (EVC)を有効
にする

EVCの有効化
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第 2 章

概要

この章では、Cisco HyperFlexシステムのコンポーネントの概要を示します。

• Cisco HyperFlex HXシリーズシステム（3ページ）
• Cisco HyperFlex HXシリーズシステムコンポーネント（3ページ）
• Cisco HyperFlex HXシリーズシステム設定オプション（5ページ）
• Cisco HyperFlex HXシリーズシステム管理コンポーネント（6ページ）
• Cisco HyperFlex Connectユーザインターフェイスとオンラインヘルプ（7ページ）

Cisco HyperFlex HXシリーズシステム
Cisco HyperFlex HXシリーズシステムは、完全内包型の仮想サーバプラットフォームを通じ
て、コンピューティング、ストレージ、ネットワークの 3つのレイヤと強力な Cisco HX Data
Platformソフトウェアツールを結合し、シングルポイント接続による簡素化された管理を実現
します。Cisco HyperFlex HXシリーズシステムは、単一の UCS管理ドメインに HXノードを
追加することによってスケールアウトするように設計されたモジュラシステムです。このハイ

パーコンバージドシステムでは、ワークロードのニーズに基づいて、統合されたリソースの

プールが提供されます。

Cisco HyperFlex HXシリーズシステムコンポーネント
• Cisco HXシリーズサーバ—Cisco HyperFlex Systemを設定するには、次のいずれのサーバ
も使用できます。

•コンバージドノード—全フラッシュ: CiscoHyperFlexHXAF240cM5、HXAF220cM5、
HXAF240c M4、HXAF220c M4.

•コンバージドノード—ハイブリッド:CiscoHyperFlexHX240cM5、HX220cM5、HX240c
M4、HX220c M4.

•コンピューティング専用—Cisco B200 M3/M4、B260 M4、B420 M4、B460 M4、B480
M5、C240M3/M4、C220M3/M4、C480M5、C460M4、B200M5、C220M5、C240M5.
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• CiscoHXData Platform—HXData Platformは、次のコンポーネントで構成されています。

• Cisco HX Data Platformインストーラ：ストレージクラスタに接続されているサーバ
にこのインストーラをダウンロードします。HXDataPlatformインストーラでは、Cisco
UCS Manager内にサービスプロファイルとポリシーが設定され、コントローラ VM
の導入、ソフトウェアのインストール、ストレージクラスタの作成、およびVMware
vCenterプラグインの更新が行われます。

•ストレージコントローラ VM：HX Data Platformインストーラを使用して、管理対象
ストレージクラスタの各コンバージドノードでストレージコントローラ VMをイン
ストールします。

• Cisco HX Data Platform Plug-in：この統合 VMware vSphereインターフェイスは、ス
トレージクラスタ内のストレージをモニタおよび管理します。

• Cisco UCSファブリックインターコネクト（FI）

ファブリックインターコネクトは、接続されている Cisco HXシリーズサーバにネット
ワークの接続性と管理機能の両方を提供します。

このドキュメントでは、購入して Cisco HyperFlex Systemの一部として導入された FIのこ
とを HX FIドメインとも呼んでいます。サポートされているファブリックインターコネ
クトは次のとおりです。

• Cisco UCS 6200シリーズ Fabric Interconnect

• Cisco UCS 6300シリーズファブリックインターコネクト

• Cisco Nexusスイッチ

Cisco Nexusスイッチによって、高密度で設定可能なポートが提供され、柔軟なアクセス
の展開と移行を実現できます。

図 1 : Cisco HyperFlex HXシリーズシステムコンポーネント詳細
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Cisco HyperFlex HXシリーズシステム設定オプション
CiscoHyperFlexHXシリーズシステムは、環境内でストレージおよびコンピューティング機能
を拡張するための柔軟でスケーラブルなオプションを提供します。CiscoHyperFlexSystemにさ
らにストレージ機能を追加する場合は、単に Cisco HXシリーズサーバを追加します。

HXClusterは、HXシリーズサーバのグループです。クラスタ内の各HXシリーズサーバは、
HXノードまたはホストと呼ばれます。

（注）

次の図に示すように、いずれかの方法で HX Clusterを設定できます。

HXクラスタの設定オプション

図 2 : Cisco HyperFlexハイブリッドM5設定

図 3 : Cisco HyperFlexハイブリッドM4設定
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図 4 : Cisco HyperFlexのすべてのフラッシュM5設定

図 5 : Cisco HyperFlexのすべてのフラッシュM4設定

Cisco HyperFlex HXシリーズシステム管理コンポーネン
ト

Cisco HyperFlex HXシリーズシステムは、次のシスコソフトウェアコンポーネントを使用し
て管理されます。

Cisco UCS Manager

Cisco UCS Managerは、ファブリックインターコネクトのペア上に存在する組み込みソフト
ウェアで、Cisco HXシリーズサーバのすべての設定機能と管理機能を備えています。UCS
Managerにアクセスする最も一般的な方法は、Webブラウザを使用してGUIを開くことです。
UCS Managerは、ロールベースアクセスコントロールをサポートしています。
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2つの Cisco UCSファブリックインターコネクト（FI）間で設定情報を複製して、高可用性ソ
リューションを実現します。一方の FIが使用不可能になっても、もう一方が代わりを務めま
す。

UCS Managerの主な利点は、ステートレスコンピューティングの概念です。HX Clusterの各
ノードには設定情報が保持されていません。たとえば、MACアドレス、UUID、ファームウェ
ア、BIOS設定はすべて、サービスプロファイルの UCSManagerで設定され、すべての HXシ
リーズサーバに均一に適用されます。これにより、一貫性のある設定が得られ、再利用しやす

くなります。新しいサービスプロファイルは数分のうちに適用できます。

Cisco HX Data Platform

Cisco HX Data Platformは、シスコサーバをコンピューティングとストレージリソースの単一
プールに変換するハイパーコンバージドソフトウェアアプライアンスです。これにより、ネッ

トワークストレージの必要性がなくなり、VMware vSphereおよびその既存の管理アプリケー
ションと緊密に統合し、シームレスなデータ管理エクスペリエンスが提供されます。また、ネ

イティブ圧縮と重複排除によって、VMに占有されている記憶域が削減されます。

HX Data Platformは、vSphereなどの仮想化プラットフォームにインストールされます。これ
は、仮想マシン、アプリケーション、データ用のストレージを管理します。インストール時

に、ユーザがCiscoHyperFlexHXClusterの名前を指定すると、HXData Platformによって各ノー
ドにハイパーコンバージドストレージクラスタが作成されます。ストレージを増やす必要が

あり、HXClusterにノードを追加する場合、HXData Platformは追加のリソース全体でストレー
ジの平衡化を行います。

VMware vCenter管理

Cisco HyperFlex Systemは、VMware vCenterベースの管理を備えています。vCenterサーバは、
仮想化環境をモニタするために開発されたデータセンター管理サーバアプリケーションです。

HXData Platformにも事前設定済みの vCenter Serverからアクセスして、すべてのストレージの
タスクを実行します。vCenterは、VMware vMotion、DRS、HA、および vSphereレプリケー
ションなどの主なキー共有ストレージ機能をサポートします。VMwareスナップショットおよ
びクローニング機能に代わって、より拡張性の高いネイティブの HX Data Platformスナップ
ショットとクローンが使用されます。

HXData Platformにアクセスするには個別のサーバに vCenterがインストールされている必要が
あります。vCenterには、管理者のラップトップまたは PCにインストールされている vSphere
クライアントからアクセスします。

Cisco HyperFlex Connectユーザインターフェイスとオン
ラインヘルプ

Cisco HyperFlex Connect（HX Connect）は、Cisco HyperFlexへのユーザインターフェイスを提
供します。これは、左側の [Navigation]ペインと右側の [Work]ペインの 2つの主要なセクショ
ンに分かれています。
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HX Connectでほとんどの操作を実行するには、管理者権限が必要です。重要

表 1 :ヘッダーアイコン

説明名前アイコン

フルサイズのナビゲーションウィンドウとアイコンのみの間を

切り替え、ナビゲーションウィンドウにマウスカーソルを移動

します。

メニュー

ユーザが開始した操作の一覧が表示されます。たとえば、デー

タストアの作成、ディスクの削除など。

[ClearAll]を使用してすべてのメッセージを削除し、メッセージ
アイコンを非表示にします。

メッセージ

[Support]、[Notification]、および [Notification]の設定にアクセス
します。 [Support Bundle]ページにアクセスすることもできま
す。

設定

現在のエラーまたは警告のアラーム数が表示されます。エラー

と警告の両方がある場合、カウントはエラーの数を示します。

アラームの詳細な情報は、[Alarms]ページを参照してください。

アラーム

状況に応じた HX Connectのオンラインヘルプファイルを開き
ます。

ヘルプ

タイムアウト設定、ログアウトなどのユーザの設定にアクセス

します。

[User Settings]は管理者のみに表示されます。

ユーザ

（User）

その要素に関するより詳細なデータにアクセスします。情報

オンラインヘルプにアクセスするには：

•ユーザインターフェイスの特定のページの場合、ヘッダー内の [Help]をクリックします。

•ダイアログボックスの場合、そのダイアログボックスの [Help]をクリックします。

•ウィザードの場合、そのウィザードの [Help]をクリックします。

テーブルヘッダーの共通のフィールド

HX Connectのいくつかのテーブルは、テーブルに表示される内容に影響を与える次の 3つの
フィールドのうち 1つ以上を提供します。

Cisco HyperFlex Systemsインストレーションガイド for VMware ESXi、リリース 2.6
8

概要

Cisco HyperFlex Connectユーザインターフェイスとオンラインヘルプ



基本情報UI要素

HX Clusterの動的な更新のためにテーブルを自動的に更新し
ます。タイムスタンプは、テーブルが更新された最終時刻を

示します。

コンテンツを今すぐ更新するには円形のアイコンをクリック

します。

[Refresh]フィールドおよびア
イコン

入力したフィルタテキストに一致する項目のみテーブルに表

示します。以下の表の現在のページに記載されている項目は

自動的にフィルタ処理されます。入れ子になったテーブルは

フィルタ処理されません。

[Filter]フィールドに選択テキストを入力します。

[Filter]フィールドを空にするには、[x]をクリックします。

テーブル内の他のページからコンテンツをエクスポートする

には、下部までスクロールし、ページ番号をクリックして、

フィルタを適用します。

[Filter]フィールド

テーブルデータの現在のページのコピーを保存します。テー

ブルの内容は、選択したファイル形式でローカルマシンにダ

ウンロードされます。リストの項目をフィルタ処理すると、

フィルタ処理されたサブセットリストがエクスポートされま

す。

エクスポートファイルの形式を選択する下矢印をクリックし

ます。ファイルの形式のオプションは、cvs、xlsおよび doc

です。

テーブル内の他のページからコンテンツをエクスポートする

には、下部までスクロールし、ページ番号をクリックして、

エクスポートを適用します。

[Export]メニュー

[Dashboard]ページ

読み取り専用ユーザには、ヘルプで利用可能なすべてのオプションが表示されるわけではあり

ません。HX Connectでは、ほとんどのアクションの実行に管理者特権が必要です。
重要

HXストレージクラスタのステータスの概要が表示されます。これは Cisco HyperFlex Connect
にログインしたときに表示される最初のページです。
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基本情報UI要素

HXストレージクラスタとアプリケーションパフォーマンス
の機能の状態を示します。

[Information] をクリックして、HXストレージクラスタ名
とステータスデータにアクセスします。

[Operational Status]セクション

データのヘルスステータスと、HXストレージクラスタの耐
障害性を示します。

[Information] をクリックして、復元力ステータスと、レプ

リケーションおよび障害データにアクセスします。

[Resiliency Health]セクション

ストレージの合計の内訳と、ストレージの使用中または未使

用の容量が表示されます。

ストレージの最適化、圧縮、およびクラスタに格納されてい

るデータに基づく重複排除比率も表示されます。

[Capacity]セクション

HXストレージクラスタ内のノード数と、コンバージドノー
ド対コンピューティングノードの区分が表示されます。ノー

ドアイコンの上にマウスを移動すると、そのノードの名前、

IPアドレス、ノードの種類が表示され、容量、使用率、シリ
アル番号、およびディスクの種類のデータへのアクセスが可

能なディスクがインタラクティブに表示されます。

[Nodes]セクション

設定可能な時間の HXストレージクラスタのパフォーマンス
スナップショットを表示し、IOPS、スループット、および遅
延データを表示します。

詳細については、[Performance]ページを参照してください。

[Performance]セクション

クラスタのシステム日付および時刻。[Cluster Time]フィールド

テーブルヘッダーの共通のフィールド

HX Connectのいくつかのテーブルは、テーブルに表示される内容に影響を与える次の 3つの
フィールドのうち 1つ以上を提供します。

基本情報UI要素

HX Clusterの動的な更新のためにテーブルを自動的に更新し
ます。タイムスタンプは、テーブルが更新された最終時刻を

示します。

コンテンツを今すぐ更新するには円形のアイコンをクリック

します。

[Refresh]フィールドおよびア
イコン
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基本情報UI要素

入力したフィルタテキストに一致する項目のみテーブルに表

示します。以下の表の現在のページに記載されている項目は

自動的にフィルタ処理されます。入れ子になったテーブルは

フィルタ処理されません。

[Filter]フィールドに選択テキストを入力します。

[Filter]フィールドを空にするには、[x]をクリックします。

テーブル内の他のページからコンテンツをエクスポートする

には、下部までスクロールし、ページ番号をクリックして、

フィルタを適用します。

[Filter]フィールド

テーブルデータの現在のページのコピーを保存します。テー

ブルの内容は、選択したファイル形式でローカルマシンにダ

ウンロードされます。リストの項目をフィルタ処理すると、

フィルタ処理されたサブセットリストがエクスポートされま

す。

エクスポートファイルの形式を選択する下矢印をクリックし

ます。ファイルの形式のオプションは、cvs、xlsおよび doc

です。

テーブル内の他のページからコンテンツをエクスポートする

には、下部までスクロールし、ページ番号をクリックして、

エクスポートを適用します。

[Export]メニュー

[Operational Status]ダイアログボックス

HXストレージクラスタとアプリケーションパフォーマンスの機能の状態を示します。

基本情報UI要素

この HXストレージクラスタの名前です。[Cluster Name]フィールド

• [Online]：クラスタの準備ができています。

• [Offline]：クラスタの準備ができていません。

• [Read Only]：クラスタは書き込みトランザクションを受
け入れることはできませんが、静的クラスタ情報を表示

し続けることはできます。

• [Out of space]：クラスタ全体でスペースが不足している
か、1つまたは複数のディスクでスペースが不足していま
す。どちらの場合も、クラスタは書き込みトランザクショ

ンを受け入れることができませんが、静的なクラスタ情

報の表示は続行できます。

[Cluster Status]フィールド
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基本情報UI要素

•応対可

•サポート対象外

あるいは、[Yes]と [No]を使用できます。

[Data-at-rest encryption capable]
フィールド

現在の状況をもたらしている原因を説明するメッセージの数

が表示されます。

[Reason to view]ドロップダウ
ンリスト

[Close]をクリックします。

[Resiliency Health]ダイアログボックス

データのヘルスステータスと、HXストレージクラスタの耐障害性を示します。

説明名前

• [Healthy]：データと可用性の点でクラスタは正常です。

• [Warning]：データまたはクラスタの可用性に対する悪影
響が生じています。

• [Unknown]：クラスタがオンラインになるときの移行状態
です。

カラーコーディングとアイコンを使用して、さまざまなス

テータスの状態が示されます。追加情報を表示するにはアイ

コンをクリックします。

[Resiliency Health]フィールド

• Compliant[Data Replication Compliance]
フィールド

HXストレージクラスタ間での冗長データレプリカの数を表
示します。

[Data Replication Factor]フィー
ルド

HXストレージクラスタが処理できるノード障害の数を表示
します。

[Number of node failures
tolerable]フィールド

HXストレージクラスタが処理できる永続型デバイス障害の
数を表示します。

[Number of Persistent Device
failures tolerable]フィールド

HXストレージクラスタが処理できるキャッシュデバイス障
害の数を表示します。

[Number of Persistent Device
failures tolerable]フィールド

現在の状況をもたらしている原因を説明するメッセージの数

が表示されます。

[Reason to view]ドロップダウ
ンリスト

[Close]をクリックします。

Cisco HyperFlex Systemsインストレーションガイド for VMware ESXi、リリース 2.6
12

概要

[Resiliency Health]ダイアログボックス



第 3 章

インストールの前提条件

この章では、Cisco HyperFlexシステムのインストールと設定の要件について説明します。

•ソフトウェア要件（13ページ）
•必要なハードウェアケーブル（18ページ）
•ホスト要件（19ページ）
•ディスクの要件（20ページ）
•ブラウザの推奨事項（24ページ）
•ポート要件（25ページ）
• HyperFlex外部接続（31ページ）
•ファブリックインターコネクトのアップリンクのプロビジョニング（32ページ）
•ネットワーク設定（35ページ）
• VLANおよび vSwitchの要件（37ページ）
• Cisco UCSの要件（37ページ）
•ハイパーバイザ要件（38ページ）
•ストレージクラスタ要件（39ページ）
• vCenter設定の要件（41ページ）
•システムサービス要件（42ページ）
•コントローラ VM用 CPUリソース予約（44ページ）
•コントローラ仮想マシン用メモリリソース予約（44ページ）
•自動サポート要件（45ページ）
•シングルサインオンの要件（46ページ）

ソフトウェア要件
ソフトウェア要件には、互換性のある Cisco HyperFlex Systems（HX）コンポーネントおよび
VMware vSphereコンポーネントのバージョンを使用していることを確認するための検証が含
まれています。
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HyperFlexソフトウェアのバージョン

Cisco HX Data Platformインストーラ、Cisco HX Data Platform、および Cisco UCSファームウェ
アといった HXのコンポーネントは、さまざまなサーバにインストールされます。HX Storage
Clusterとともに（またはその内部で）使用される各サーバの各コンポーネントに互換性がある
ことを確認します。

•事前設定されたHXサーバと、インストールされているCisco UCSサーバファームウェア
のバージョンが同じであることを確認します。Cisco UCSファブリックインターコネクト
（FI）のファームウェアバージョンが異なる場合は、ファームウェアのバージョンを調整
する手順について、『Cisco HyperFlex Systems Upgrade Guide』を参照してください。

• M4:新しいハイブリッドまたはオールフラッシュ (Cisco HyperFlex HX240c M4または
HX220c M4)の導入の場合は、 Cisco UCS Manager 3.1(3f)または以降がインストールされ
ていることを確認してください。詳細については、Cisco TACにお問い合わせください。

• M5:新しいハイブリッドまたはすべてのフラッシュ（Cisco HyperFlex HX240c M4または
HX220cM5）展開については、Cisco UCS Manager 3.2（3d）またはそれ以降がインストー
ルされていることを確認してください。

• SEDベース HyperFlexシステムについては、A (インフラストラクチャ)および C (ラック
サーバ)バンドルが、M4 SEDシステムに対して Cisco UCS Managerバージョン 3.1(3f)ま
たはそれ以降です。すべてのバンドルがM5 SEDシステムに対して、Cisco UCS Manager
バージョン 3.2(3d)以上であることを確認します。

• HXサーバを再インストールするには、サポートされている互換性のあるソフトウェアの
バージョンをダウンロードします。要件と手順については『 Cisco HyperFlex Systems
Installation Guide for VMware ESXi』を参照してください。

表 2 : M4サーバの HyperFlexのソフトウェアバージョン

M4推奨 UCS FIファームウェアHyperFlexリリース

3.2(3d)、3.1(3f)2.6(1e)

3.2(3d)、3.1(3f)2.6(1d)

3.2(2d)、3.1(3c)2.6(1b)

3.2(2d)、3.1(3c)2.6(1a)

3.1(3c)

SEDシステムの場合は必須、非 SEDシステムの場合は推奨です。

2.5(1d)

3.1(3c)

SEDシステムの場合は必須、非 SEDシステムの場合は推奨です。

2.5(1c)

3.1(3c)

SEDシステムの場合は必須、非 SEDシステムの場合は推奨です。

2.5(1b)
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M4推奨 UCS FIファームウェアHyperFlexリリース

3.1(3c)

SEDシステムの場合は必須、非 SEDシステムの場合は推奨です。

2.5(1a)

3.1(2g)2.1(1c)

3.1(2g)2.1(1b)

3.1(2f)2.0(1a)

3.1(2b)1.8(1f)

3.1(2b)1.8(1e)

3.1(2b)1.8(1c)

3.1(2b)1.8(1b)

3.1(2b)1.8(1a)

表 3 : M5サーバの HyperFlexのソフトウェアバージョン

M5推奨 UCS FIファームウェアHyperFlexリリース

3.2(3c)2.6(1e)

3.2(3c)2.6(1d)

3.2(2d)2.6(1b)

3.2(2d)2.6(1a)

HyperFlexのライセンス

バージョン 2.6(1a)の時点で、HyperFlexはVMware PACのライセンスをサポートしています。
既存 VMware組み込みライセンスは常にサポートされます。

バージョン 2.5(1a)の時点で、HyperFlexではスマートライセンスメカニズムを使用してライ
センスを適用するようになっています。詳細および手順については、『VMware ESXiの Cisco
HyperFlexシステムインストールガイド』を参照してください。

サポートされる VMware vSphereのバージョンとエディション

各 HyperFlexリリースは、特定バージョンの vSphere、VMware vCenter、VMware ESXiとの互
換性があります。

•すべての HXサーバに、互換性のある vSphereのバージョンがプレインストールされてい
ることを確認します。

• vCenterのバージョンがESXiのバージョンと同じ、またはそれ以降であることを確認しま
す。
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•ルートレベルの権限および関連パスワードが付与された vCenter管理者アカウントがある
ことを確認します。

vSphereのエディションvSphereのバージョンHyperFlexのバージョ
ン（Cisco Unified
Communications
Manager Version）

Enterprise、Enterprise Plus、Standard、
Essentials Plus、ROBO

6.0 U1b、6.0 U2、6.0 U2パッチ
3、6.0 U2パッチ 4、6.0 U3、6.5
U1

2.6(1e)

Enterprise、Enterprise Plus、Standard、
Essentials Plus、ROBO

6.0 U1b、6.0 U2、6.0 U2パッチ
3、6.0 U2パッチ 4、6.0 U3、6.5
U1

2.6(1d)

Enterprise、Enterprise Plus、Standard、
Essentials Plus、ROBO

6.0 U1b、6.0 U2、6.0 U2パッチ
3、6.0 U2パッチ 4、6.0 U3、6.5
U1

2.6(1b)

Enterprise、Enterprise Plus、Standard、
Essentials Plus、ROBO

6.0 U1b、6.0 U2、6.0 U2パッチ
3、6.0 U2パッチ 4、6.0 U3、6.5
U1

2.6(1a)

Enterprise、Enterprise Plus、Standard、
Essentials Plus、ROBO

6.0 U1b、6.0 U2、6.0 U2パッチ
3、6.0 U2パッチ 4、6.0 U3、6.5
U1

2.5(1d)

Enterprise、Enterprise Plus、Standard、
Essentials Plus、ROBO

6.0 U1b、6.0 U2、6.0 U2パッチ
3、6.0 U2パッチ 4、6.0 U3、6.5
U1

2.5(1c)

Enterprise、Enterprise Plus、Standard、
Essentials Plus、ROBO

6.0 U1b、6.0 U2、6.0 U2パッチ
3、6.0 U2パッチ 4、6.0 U3、6.5
U1

2.5(1b)

Enterprise、Enterprise Plus、Standard、
Essentials Plus、ROBO

6.0 U1b、6.0 U2、6.0 U2パッチ
3、6.0 U2パッチ 4、6.0 U3、6.5
U1

2.5(1a)

Enterprise、Enterprise Plus、Standard、
Essentials Plus、ROBO

6.0 U1b、6.0 U2、6.0 U2 Patch 3、
6.0 U2 Patch 4、6.0 U3

2.1(1c)

Enterprise、Enterprise Plus5.5 U3

Enterprise、Enterprise Plus、Standard、
Essentials Plus、ROBO

6.0 U1b、6.0 U2、6.0 U2 Patch 3、
6.0 U2 Patch 4、6.0 U3

2.1(1b)

Enterprise、Enterprise Plus5.5 U3
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vSphereのエディションvSphereのバージョンHyperFlexのバージョ
ン（Cisco Unified
Communications
Manager Version）

Enterprise、Enterprise Plus、Standard、
Essentials Plus、ROBO

6.0 U1b、6.0 U2、6.0 U2 Patch 3、
6.0 U2 Patch 4

2.0(1a)

Enterprise、Enterprise Plus5.5 U3

Enterprise、Enterprise Plus、Standard、
Essentials Plus、ROBO

6.0 U1b、6.0 U2、6.0 U2 Patch 31.8(1f)

Enterprise、Enterprise Plus5.5 U3

Enterprise、Enterprise Plus、Standard、
Essentials Plus、ROBO

6.0 U1b、6.0 U2、6.0 U2 Patch 31.8(1e)

Enterprise、Enterprise Plus5.5 U3

Enterprise、Enterprise Plus、Standard、
Essentials Plus、ROBO

6.0 U1b、6.0 U2、6.0 U2 Patch 31.8(1c)

Enterprise、Enterprise Plus5.5 U3

Enterprise、Enterprise Plus、Standard、
Essentials Plus、ROBO

6.0 U1b、6.0 U2、6.0 U2 Patch 31.8(1b)

Enterprise、Enterprise Plus、Standard、
Essentials Plus、ROBO

6.0 U1b、6.0 U2、6.0 U2 Patch 31.8(1a)

VMware vSphereライセンスの要件

vSphereライセンスを HyperFlexシステムに適用する方法は、そのライセンスの購入方法に応
じて変わります。

• vSphereライセンスを HyperFlex とともに購入した場合

各 HyperFlexサーバはいずれも、出荷時に Enterpriseまたは Enterprise Plusエディションが
プレインストールされています。
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• HXノードには、プレインストールOEMライセンスがありま
す。HXサーバを受け取った後、ブートドライバのコンテン
ツを削除または上書きすると、プレインストールされたライ

センスも削除されます。

• OEMライセンスキーは、新しい VMware vCenter 6.0 U1b機
能です。以前のバージョンは OEMライセンスをサポートし
ていません。

•プレインストールされた HXノードはすべて同じ OEMライ
センスキーを共有します。vSphereOEMキーを使用すると、
「Usage」の数が「Capacity」の値を超えることがあります。

• [Assign license]セクションの [Add Host]ウィザードで vCenter
に HXホストを追加する場合は、[OEM license]を選択してく
ださい。

実際の vSphere OEMライセンスキーは難読化されています
（例：0N085-XXXXX-XXXXX-XXXXX-10LHH）。

• Standard、Essentials Plus、ROBOエディションは、HXサーバ
にプレインストールされていません。

（注）

• vSphereライセンスを HyperFlexとともに購入していない場合

HXノードには、vSphereの基本ライセンスがプレインストールされています。初期設定
後、ライセンスはサポートされている vSphereのバージョンに適用されます。

• HyperFlexシステムなしでシスコから vSphereライセンスを購入した場合

スペアの vSphereライセンスを無料で入手するには、Cisco TACまでお問い合わせくださ
い。

必要なハードウェアケーブル
• 6200シリーズFIを使用する場合、サーバごとに最低2つの10GbSmall Form-Factor Pluggable
（SFP）を使用します。6300シリーズFIを使用する場合、サーバごとに最低2つの40-GbE
QSFPを使用します。

•ファブリックインターコネクトコンソールケーブル（CAB-CONSOLE-RJ45）の一端に
RJ-45コネクタがあり、他端にDB9コネクタがあること。このケーブルは、ラップトップ
の RS-232コンソール接続に接続するのに使用します。

•標準の電源コードには、電源モジュールとの接続側に IEC C13コネクタが付いているこ
と。オプションのジャンパ電源コードには、電源モジュールとの接続側に IECC13コネク
タ、IEC C13コンセントとの接続側に IEC C14コネクタが付いていること。
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詳細については、『Cisco UCS 6200 Series Fabric Interconnect Hardware Guide』を確認して
ください。

• KVMケーブルを使用して、システムに Cisco HXシリーズサーバの接続が可能になりま
す。このケーブルには、DB9シリアルコネクタ、モニタ用のVGAコネクタ、キーボード
およびマウス用のデュアルUSB 2.0ポートが付いています。このケーブルを使用すると、
システムで稼働するオペレーティングシステムや BIOSに直接接続できます。

この同じKVMケーブルは、UCSラックマウントとブレードサー
バの両方に使用されます。

（注）

M4またはM5サーバのケーブルと注文情報に関する詳細は、それぞれ Cisco HyperFlex HXシ
リーズモデル と Cisco UCS B200ブレードサーバのインストールおよびサービスノートを参
照してください。

ホスト要件
Cisco HyperFlexクラスタには、少なくとも 3つのコンバージドHyperFlexノードが含まれてい
ます。コンピューティング能力を高めるには、別途ストレージを用意しなくても、コンピュー

ティング専用ノードを追加するというオプションがあります。HyperFlexクラスタ内の各サー
バは、HyperFlexノードと呼ばれます。ストレージクラスタを導入する前に、それぞれのノー
ドに次の設定がインストールされて設定されていることを確認してください。

詳細については、『Cisco HX240c/220c HyperFlex Node Installation Guides』を参照してくださ
い。

次のホスト要件を満たしていることを確認してください。

•クラスタのすべてのサーバ（ノードまたはホスト）に同じVLANIDを使用していること。

•ストレージクラスタ全体ですべてのESXiサーバに同じ管理者用ログインクレデンシャル
を使用していること。

• SSHをすべての ESXiホストで有効なままにします。

•すべてのサーバに DNSと NTPを設定していること。

• VMware vSphereのインストールおよび設定。

•コンバージドノードまたはコンピューティング専用ノードに対しては、1つのVICのみ使
用します。追加の VICまたは PCIe NICはサポートされていません。
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ディスクの要件
ディスクの要件は、コンバージドノードとコンピューティング専用ノード間で異なります。使

用可能な CPUおよびメモリ容量を拡大するには、必要に応じてコンピューティング専用ノー
ドを使用して既存のクラスタを拡張します。これらのコンピューティング専用ノードを使用す

ると、ストレージのパフォーマンスを向上させたり、ストレージ容量を拡大したりすることが

できます。

あるいはコンバージドノードを追加することで、CPUおよびメモリリソースを拡大するとと
もに、ストレージのパフォーマンスを向上させ、ストレージ容量を拡大できます。

ソリッドステートディスク（SSD）のみが搭載されたサーバは、オールフラッシュサーバで
す。SSDとハードディスクドライブ（HDD）の両方が搭載されたサーバは、ハイブリッド
サーバです。

以下は、HyperFlexクラスタ内のすべてのディスクに適用されます。

•ストレージクラスタ内のすべてのディスクには、同量のストレージ容量が必要です。スト
レージクラスタ内のすべてのノードには、同数のディスクが必要です。

•すべての SSDは TRIMをサポートする必要があり、TRIMが有効になっている必要があり
ます。

•すべてのHDDは、SATAまたは SASタイプのいずれかです。ストレージクラスタ内のす
べての SASディスクは、パススルーモードにする必要があります。

•ディスクパーティションは、SSDおよび HDDから削除する必要があります。パーティ
ションが設定されたディスクは無視され、HXストレージクラスタに追加されません。

•オプションで、ディスク上の既存のデータを削除またはバックアップできます。提供され
たディスク上の既存のデータはすべて上書きされます。

新規のファクトリサーバは適切なディスクパーティションの設

定で出荷されます。新規のファクトリサーバからディスクパー

ティションを削除しないでください。

（注）

•シスコから直接購入されたディスクのみがサポートされます。

•自己暗号化ドライブ（SED）が搭載されたサーバでは、キャッシュドライブと永続スト
レージ（キャパシティ）ドライブの両方が SEDに対応している必要があります。これら
のサーバは、保管中データの暗号化（DARE）をサポートします。

コンバージドノード

次の表に示すディスクに加えて、すべてのM4コンバージドノードは、ESXがインストール
されたミラー設定で 2枚の 64 GB SD FlexFlashカードを備えています。すべてのM5コンバー
ジドノードには、ESXi搭載のM.2 SATA SSDが内蔵されています。
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サーバ上またはストレージクラスタ全体でストレージディスクのタイプやサイズを混在させ

ないでください。ストレージディスクタイプの混在はサポートされません。

•キャッシュまたは永続ディスクを交換する際は、元のディスクと同じタイプとサイズを常
に使用します。

•永続ドライブを混在させないでください。1つのサーバでは、すべて HDDまたはすべて
SSDとし、ドライブのサイズを統一してください。

•ハイブリッドドライブタイプとオールフラッシュキャッシュドライブタイプを混在させ
ないでください。ハイブリッドサーバではハイブリッドキャッシュデバイスを使用し、

オールフラッシュサーバではオールフラッシュキャッシュデバイスを使用します。

•暗号化されたドライブタイプと暗号化されていないドライブタイプを混在させないでく
ださい。SEDハイブリッドドライブまたは SEDオールフラッシュドライブを使用しま
す。SEDサーバでは、キャッシュドライブと永続ドライブの両方を SEDタイプにする必
要があります。

•すべてのノードで同じサイズと同じ数量の SSDを使用する必要があります。異なる SSD
タイプを混在させることはできません。

（注）

次の表に、HXサーバタイプごとの互換性のあるドライブを示します。ドライブは、指示がな
い限り、サーバの前面スロットに取り付けられます。複数のドライブが示されている場合、そ

れらはオプションです。1つのドライブサイズをサーバあたりのキャパシティとして使用して
ください。ドライブの最小数と最大数は、コンポーネントごとに記載されています。

HX240 M5サーバ

オールフラッシュ
SED

ハイブリッド
SED

すべてフラッ

シュ

Hybrid数量コンポーネン

ト

240 GB SSD240 GB SSD240 GB SSD240 GB SSD1ハウスキーピ

ング SSD

800 GB SSD1.6 TB SSD1.6 TB NVMe

400 GB SSD

1.6 TB SSD1

（背

面）

キャッシュ
SSD

800 GB SSD

960 GB SSD

3.8 TB SSD

1.2 TB HDD960 GB SSD

3.8 TB SSD

1.2 TB HDD

1.8 TB HDD
6～ 23永続

HX240 M4サーバ
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オールフラッ

シュ SED
ハイブリッド
SED

すべてフラッ

シュ

Hybrid数量コンポーネン

ト

120 GB SSD

240 GB SSD

120 GB SSD

240 GB SSD

120 GB SSD

240 GB SSD

120 GB SSD

240 GB SSD

1ハウスキーピ

ング SSD

1.6 TB NVMe

800 GB SSD

1.6 TB SSD1.6 TB NVMe

400 GB SSD

1.6 TB SSD1キャッシュ
SSD

800 GB SSD

960 GB SSD

3.8 TB SSD

1.2 TB HDD960 GB SSD

3.8 TB SSD

1.2 TB HDD

1.8 TB HDD
6～ 23永続

HX220 M5サーバ

オールフラッ

シュ SED
ハイブリッドSEDすべてフラッ

シュ

Hybrid数量コンポーネ

ント

240 GB SSD240 GB SSD240 GB SSD240 GB SSD1ハウスキー

ピング SSD

800 GB SSD800 GB SSD1.6 TB NVMe

400 GB SSD

480 GB SSD

800 GB SSD

1キャッシュ
SSD

800 GB SSD

960 GB SSD

3.8 TB SSD

1.2 TB HDD960 GB SSD

3.8 TB SSD

1.2 TB HDD

1.8 TB HDD
6～ 8永続

HX 220 M4サーバ

オールフラッシュ
SED

ハイブリッド
SED

すべてフラッ

シュ

Hybrid数量コンポーネ

ント

120 GB SSD

240 GB SSD

120 GB SSD

240 GB SSD

120 GB SSD

240 GB SSD

120 GB SSD

240 GB SSD

1ハウスキー

ピング SSD

800 GB SSD800 GB SSD400 GB SSD480 GB SSD1キャッシュ
SSD

800 GB SSD

960 GB SSD

3.8 TB SSD

1.2 TB HDD960 GB SSD

3.8 TB SSD

1.2 TB HDD

1.8 TB HDD

6永続

エッジクラスタ用 HX220 M5サーバ
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オールフラッ

シュ SED
ハイブリッドSEDすべてフラッ

シュ

Hybrid数量コンポーネ

ント

240 GB SSD240 GB SSD240 GB SSD240 GB SSD1ハウスキー

ピング SSD

800 GB SSD800 GB SSD1.6 TB NVMe

400 GB SSD

480 GB SSD

800 GB SSD

1キャッシュ
SSD

800 GB SSD

960 GB SSD

3.8 TB SSD

1.2 TB HDD960 GB SSD

3.8 TB SSD

1.2 TB HDD3～ 8永続

エッジクラスタ用 HX 220 M4サーバ

オールフラッシュ
SED

ハイブリッド
SED

すべてフラッ

シュ

Hybrid数量コンポーネ

ント

120 GB SSD

240 GB SSD

120 GB SSD

240 GB SSD

120 GB SSD

240 GB SSD

120 GB SSD

240 GB SSD

1ハウスキー

ピング SSD

800 GB SSD800 GB SSD400 GB SSD480 GB SSD1キャッシュ
SSD

800 GB SSD

960 GB SSD

3.8 TB SSD

1.2 TB HDD960 GB SSD

3.8 TB SSD

1.2 TB HDD3～ 6永続

コンピューティング専用ノード

次の表に、コンピューティング専用機能に対しサポートされているコンピューティング専用

ノードの設定を示します。コンピューティング専用ノードのストレージは、ストレージクラス

タのキャッシュまたは容量に含まれていません。

HyperFlexクラスタにコンピューティングノードが追加されると、そのノードは、コンピュー
ティング専用のサービスプロファイルテンプレートによって SDカードから起動できるよう
に自動設定されます。別の形式のブートメディアを使用する場合は、ローカルのディスク設定

ポリシーを更新してください。サーバ関連のポリシーについては、『CiscoUCSManager Server
Management Guide』を参照してください。

（注）
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ESXiのブートでサポートされている方法サポートされるコンピューティング専用

ノードサーバ

方法を選択します。

ESXiインストールの際は、ブートメ
ディアの形式が1つだけサーバに通知さ
れるようにしてください。ローカルまた

はリモートのディスクの追加は、インス

トール後に実行できます。

USBブートは HXコンピューティング
専用のノードに対してサポートされてい

ません。

重要

• ESXiがインストールされているミラー設定
での SDカード。

•ローカルドライブの HDDまたは SSD。

• SANブート。

• M.2 SATA SSDドライブ。

• Cisco B200 M3/M4/M5

• B260 M4

• B420 M4

• B460 M4

• C240 M3/M4/M5

• C220 M3/M4/M5

• C460 M4

• C480 M5

• B480 M5

ブラウザの推奨事項
リストされている HyperFlexコンポーネントを実行するには、次のいずれかのブラウザを使用
します。これらのブラウザはテストおよび承認済みです。他のブラウザでも動作する可能性は

ありますが、すべての機能をテストし、確認しているわけではありません。

表 4 :対応ブラウザ

HX ConnectHX Data Platformインス
トーラ

Cisco UCS Managerブラウザ

11以上Unsupported9以上Microsoft Internet
Explorer

54以上52以上14以上Google Chrome

52以上54以上7以上Mozilla Firefox

注

• Cisco HyperFlex Connect

推奨される最小解像度は 1024 x 768です。

• Cisco HX Data Platform Plug-in
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Cisco HXData Platform Plug-inは、vSphereで実行されます。VMware Host Clientシステムの
ブラウザ要件については、https://www.vmware.com/support/pubs/にある VMwareのマニュ
アルを参照してください。

• Cisco UCS Manager

ブラウザで次のものがサポートされている必要があります。

• Java Runtime Environment 1.6以降。

•一部の機能には、Adobe Flash Player 10以降が必要です。

Cisco UCS Managerに関するブラウザの最新情報については、最新の『Cisco UCS Manager
Getting Started Guide』を参照してください。

ポート要件
ネットワークがファイアウォールの背後にある場合、標準的なポート要件の他に、VMwareで
は VMware ESXiと VMware vCenter用のポートが推奨されています。

• CIP-Mはクラスタ管理 IP用です。

• SCVMはコントローラ VMの管理 IPです。

• ESXiはハイパーバイザの管理 IPです。

次のファイアウォールポートが開いていることを確認します。

Time Server

基本情報ポート宛先[Source]Service/ProtocolPort Number

双方向Time Server各 ESXiノード

各 SVCMノード

UCSM

HX Data Platform
インストーラ

NTP/UDP123
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HX Data Platformインストーラ

基本情報ポート宛先[Source]Service/ProtocolPort Number

管理アドレス各 ESXiノードHX Data Platform
インストーラ

SSH/TCP22

管理アドレス各 SVCMノード

クラスタ管理CIP-M

UCSM管理アドレ
ス

UCSM

管理アドレス各 ESXiノードHX Data Platform
インストーラ

HTTP/TCP80

管理アドレス各 SVCMノード

クラスタ管理CIP-M

UCSM管理アドレ
ス

UCSM

管理アドレス各 ESXiノードHX Data Platform
インストーラ

HTTPS/TCP443

管理アドレス各 SVCMノード

クラスタ管理CIP-M

UCSM管理アドレ
ス

UCSM

管理アドレス各 ESXiノードHX Data Platform
インストーラ

vSphere SDK/TCP8089

vCenterHX Data Platform
インストーラ

Heartbeat/UDP/TCP902

管理アドレスESXi IPs

CVM IPs

HX Data Platform
インストーラ

ICMP7444

クラスタ管理CIP-MHX Data Platform
インストーラ

UDP/TCP9333

メールサーバ

クラスタイベントへの電子メールサブスクリプションではオプションです。
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基本情報ポート宛先[Source]Service/ProtocolPort Number

任意メールサーバ各 SVCMノード

CIP-M

UCSM

SMTP/TCP25

モニタリング

UCSインフラストラクチャをモニタリングするためのオプション。

基本情報ポート宛先[Source]Service/ProtocolPort Number

任意UCSMモニタリング

サーバ

SNMP Poll/UDP161

任意モニタリング

サーバ

UCSMSNMPトラッ
プ/UDP

162

DNS Server

基本情報ポート宛先[Source]Service/ProtocolPort Number

管理アドレスDNS各 ESXiノードDNS/TCP/UDP53（外部ルック
アップ）

管理アドレスDNS各 SVCMノード

クラスタ管理DNSCIP-M

DNSUCSM

vCenter

基本情報ポート宛先[Source]Service/ProtocolPort Number

双方向各 SCVMノード

CIP-M

vCenterHTTP/TCP80

双方向各 ESXiノード

各 SVCMノード

CIP-M

vCenterHTTPS (プラグイ
ン)/TCP

443

双方向各 ESXiノード

各 SVCMノード

CIP-M

vCenterHTTPS (VC
SSO)/TCP

7444
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基本情報ポート宛先[Source]Service/ProtocolPort Number

双方向各 ESXiノード

各 SVCMノード

CIP-M

vCenterHTTPS (プラグイ
ン)/TCP

9443

各 ESXiノードvCenterCIMサーバ/TCP5989

このポートは、各

ホストからアクセ

ス可能である必要

があります。この

ポートがHXイン
ストーラから

ESXiホストに開
かれていない場

合、インストール

でエラーが発生し

なります。

HX Data Platform
インストーラ

ESXiサーバ

vCenterHeartbeat/TCP/UDP902

User

基本情報ポート宛先[Source]Service/ProtocolPort Number

管理アドレス各 ESXiノードUserSSH/TCP22

管理アドレス各 SVCMノード

クラスタ管理CIP-M

HX Data Platform
インストーラ

UCSM管理アドレ
ス

UCSM

vCenter

SSO Server
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基本情報ポート宛先[Source]Service/ProtocolPort Number

管理アドレス各 SVCMノードUserHTTP/TCP80

クラスタ管理CIP-M

UCSM

HX Data Platform
インストーラ

vCenter

各 SVCMノードUserHTTPS/TCP443

CIP-M

UCSM管理アドレ
ス

UCSM

HX Data Platform
インストーラ

vCenter

vCenter

SSO Server

UserHTTPS (SSO)/TCP7444

vCenterUserHTTPS (プラグイ
ン)/TCP

9443

UCSM管理アドレ
ス

UCSMUservirtual keyboard/ビ
デオ/マウス
(vKVM)/TCP

2068

SSO Server

基本情報ポート宛先[Source]Service/ProtocolPort Number

双方向各 ESXiノード

各 SCVMノード

CIP-M

SSO ServerHTTPS (SSO)/TCP7444

ストレッチウィットネス

HyperFlexストレッチクラスタを展開する場合にのみ必要です。
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基本情報ポート宛先[Source]Service/ProtocolPort Number

双方向,管理アド
レス

各 CVMノードウィットネスウィットネス

ノード/TCP
2181

2888

3888

双方向,管理アド
レス

各 CVMノードウィットネスウィットネス

ノード/TCP
8180

潜在的な将来の必

要条件

各 CVMノードウィットネスHTTP/TCP80

潜在的な将来の必

要条件

各 CVMノードウィットネスHTTPS/TCP443

Replication

ネイティブ HX非同期クラスタからクラスタへの複製を構成する場合にのみ必要です。

基本情報ポート宛先[Source]Service/ProtocolPort Number

双方向,クラスタ
管理 IPアドレス
を含める

各 CVMノード各 CVMノードデータサービス

マネージャピ

ア/TCP

9338

双方向,クラスタ
管理 IPアドレス
を含める

各 CVMノード各 CVMノードデータサービス

マネージャ/TCP
9339

双方向,クラスタ
管理 IPアドレス
を含める

各 CVMノード各 CVMノードCVM/TCPの複製3049

双方向,クラスタ
管理 IPアドレス
を含める

各 CVMノード各 CVMノードクラスタマッ

プ/TCP
4049

双方向,クラスタ
管理 IPアドレス
を含める

各 CVMノード各 CVMノードNR NFS/TCP4059

双方向,クラスタ
管理 IPアドレス
を含める

各 CVMノード各 CVMノード複製サービス9098

双方向,クラスタ
管理 IPアドレス
を含める

各 CVMノード各 CVMノードコーディネーショ

ン用 NRマス
ター/TCP

8889
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基本情報ポート宛先[Source]Service/ProtocolPort Number

双方向,クラスタ
管理 IPアドレス
を含める

各 CVMノード各 CVMノードハイパーバイザ

サービス/TCP
9350

双方向,クラスタ
管理 IPアドレス
を含める

各 CVMノード各 CVMノードHTTPS/TCP443

標準構成がなく、別のポート設定が必要な場合は、環境のカスタマイズについて、表C-5ポー
トリテラル値を参照してください。

ヒント

HyperFlex外部接続
基本情報IPアドレス/FQDN/ポー

ト/バージョン
説明外部接続

すべてのデバイスコネ

クタは、
svc.ucs-connect.com

を適切に解決でき、か

つポート 443のアウト
バウンドで開始される

HTTPS接続を許可する
必要があります。現在

のHXインストーラで
は、HTTPプロキシの
使用がサポートされて

います。

HTTPSポート番号：
443

1.0.5-2084以降（Cisco
Intersightによって自動
的にアップグレード）

サポートされるHXシ
ステムは、各システム

の管理コントローラに

組み込まれているデバ

イスコネクタを介して

Cisco Intersightに接続
されます。

Intersightデバイスコ
ネクタ

Auto Supportは、ノー
ドのドライブ障害など

のハードウェア問題が

発生した際の診断に役

立つハードウェアカウ

ンタの履歴を提供する

ことになるため、有効

にすることを強く推奨

します。

SMTPポート番号：25Auto Support（ASUP）
は、HX Data Platform
を通じて提供されるア

ラート通知サービスで

す。

Auto Support
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基本情報IPアドレス/FQDN/ポー
ト/バージョン

説明外部接続

インストール後のスク

リプトでは、ポート80
（HTTP）経由での
http://cs.co/hx-scriptsへ
の名前解決が必要で

す。

HTTPポート番号：80インストール後のタス

クを完了するために、

インストーラVMにイ
ンストール後スクリプ

トを実行できます。ス

クリプトは、すべての

ネットワークインター

フェイス（管理、

vMotion、およびスト
レージネットワーク）

に pingを実行して、
ファブリックが完全に

利用できることを確認

します。また、ノース

バウンドスイッチで

VLANのタギングが正
しいことと、ジャンボ

フレーム設定を検証し

ます。

インストール後のスク

リプト

ファブリックインターコネクトのアップリンクのプロビ

ジョニング
HyperFlexクラスタを設定する前に、ネットワークトラフィック管理を最適化するアップスト
リーム帯域幅容量を計画してください。これにより、コンポーネントで障害が発生したり、

ネットワークが部分的に停止したりした場合でも、トラフィックフローを安定した状態に維持

できます。

デフォルトでは、「hx-vm-network」vSwitchは [active/active] に設定されています。これ以外の
すべての vSwitchは、[active/standby] に設定されています。
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図 6 :単一ホストの HyperFlex Data Platform接続

デフォルトの vSwitch NICチーミングポリシーとフェールオーバーポリシーを [yes] に設定し
ます。これにより、管理トラフィック、vMotionトラフィック、およびストレージトラフィッ
クのすべてが、ローカルでファブリックインターコネクトに転送されるようになり、フローを

安定した状態に維持できます。vNIC-aで障害が発生すると、ESXiがロードバランシングを計
算し、すべての仮想ポートを vNIC-bに再ピニングします。vNIC-aがオンライン状態に戻った
時点で、再びピニングが適用され、vNIC-aと vNIC-bの間で仮想ポートが元のように均等に分
配されます。これにより、Cisco UCSファブリックインターコネクトのアップストリームでの
遅延と帯域幅使用量が削減されます。
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図 7 :安定した状態のトラフィックフロー

1つ以上のサーバリンクで障害が発生して、たとえばホスト 1がファブリックAとの接続を失
い、ホスト2がファブリックBとの接続を失ったとすると、トラフィックはアップストリーム
スイッチを経由することになります。したがって、アップリンクネットワーク帯域幅の使用量

が増加するため、アップリンクの追加が必要になります。
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図 8 :リンク障害中のトラフィックフロー

ファブリックインターコネクトから 2つの異なるアップストリームスイッチへのアップリン
クがある状態のことを、FIでの「Disjoint Layer 2」（DJL2）と呼びます。DJL2は、FIがエン
ドホストモードとなっているときにDJL2が適切に設定されていないと発生することが既知と
なっています。

DJL2を適切に導入するには、『CiscoUCS 6200 Series Fabric Interconnects—Deploy Layer 2Disjoint
Networks Upstream in End Host Mode』というホワイトペーパーを参照してください。

（注）

ネットワーク設定

ベストプラクティス

•ネットワークごとにそれぞれ個別のサブネットと VLANを使用します。

• 10 Gbpsのケーブルを使用して、各ホストを直接 Cisco UCSファブリックインターコネク
トに接続します。

•特にDisjoint Layer 2設定が使用されている場合は、ネットワークの問題を引き起こす可能
性があるため、デフォルト VLANである VLAN 1は使用しないでください。

•インストーラは、デフォルトで VLANを非ネイティブとして設定します。非ネイティブ
VLANに対応するようにアップストリームスイッチを設定してください。
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各 ESXiホストには、次のネットワークが必要です。

•管理トラフィックネットワーク：vCenterから、ハイパーバイザ（ESXiサーバ）の管理、
およびストレージクラスタの管理を処理します。

•データトラフィックネットワーク：ハイパーバイザとストレージのデータトラフィック
を処理します。

• vMotionネットワーク

• VMネットワーク

4つの vSwitchがあり、それぞれ異なるネットワークを伝送します。

• vswitch-hx-inband-mgmt：ESXi管理およびストレージコントローラ管理に使用されます。

• vswitch hx-storage-data：ESXiストレージデータ、および HX Data Platformの複製に使用
されます。

これら 2つの vSwitchは、さらに 2つのポートグループに分割され、ストレージクラスタ
とESXiホスト間のトラフィックを処理するための静的 IPアドレスが割り当てられます。

• vswitch hx-vmotion：VMおよびストレージ vMotionに使用されます。

この vSwitchには管理用に 1つのポートグループがあり、vCenterクラスタ内のすべての
ホストに接続する vSphereを介して定義されます。

• vswitch hx-vm-network：VMデータトラフィックに使用されます。

Cisco UCS Managerで対応する vNICテンプレートに VLANを追加または削除することが
できます。手順の詳細については、「Managing VLANs in Cisco UCS Manager」および
「Managing vNIC templates in Cisco UCS Manager」を参照してください。vSwitchでポート
グループを作成するには、「Adding Virtual Port Groups to VMware Standard vSwitch」を参
照してください。

1. Cisco HX Data Platformインストーラは、自動的に vSwitchを作成します。

2. HyperFlexストレージクラスタの作成後に、vSphereの次のサービスを有効にする必要があ
ります。

• DRS（オプション、ライセンス登録されている場合）

• vMotion

•ハイアベイラビリティ

（注）
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VLANおよび vSwitchの要件
少なくとも 3つの VLAN IDを提供します。すべての VLANがインストール時にファブリック
インターコネクトに設定されている必要があります。

説明VLAN Type

次の各ネットワークにそれぞれ個別のサブネットと VLANを使用します。（注）

VLAN名：hx-inband-mgmt

VLAN ID

VLAN ESXiおよび HyperFlex管理トラフィッ
ク

VLAN名：hx-storage-data

VLAN ID

VLAN HyperFlexストレージトラフィック

VLAN名：hx-vmotion

VLAN ID

VLAN VM vMotion

ユーザ定義です。VLAN VMデータ

KVM IPプール

ホストごとに 1つの IPアドレス。

IPブロック

例：255.255.0.0サブネットマスク

例：10.193.0.1デフォルトゲートウェイ

外部スイッチ VLANタギング（EST）を使用する VLANタギングと vSwitchの設定は、UCS
Managerプロファイルを使用して適用されます。HX Data Platformインストーラにより、この
プロセスが簡単になります。

•特にDisjoint Layer 2設定が使用されている場合は、ネットワークの問題を引き起こす可能
性があるため、デフォルトVLANであるVLAN 1は使用しないでください。VLAN 1以外
の異なる VLANを使用してください。

インストーラは、デフォルトで VLANを非ネイティブとして設定します。非ネイティブ
の VLANに対応するように、アップストリームスイッチを設定します。

（注）

Cisco UCSの要件
プロンプトが表示されたら、UCSファブリックインターコネクトおよび UCS Managerに関し
てリストされているコンテンツを提示します。
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Cisco UCSファブリックインターコネクトの要件

基本情報UI要素

スイッチタイプと接続タイプを指定します

（SFP + Twin Axまたは光）。
アップリンクスイッチモデル

<IPアドレス>ファブリックインターコネクトクラスタの IP
アドレス

<IPアドレス>FI-A IPアドレス

<IPアドレス>FI-B IPアドレス

00:00:00MACアドレスプールを確認します。MACアドレスプール

KVM IPプール。少なくとも 4つの IPアドレ
ス。

IPブロック

たとえば、255.255.0.0と指定します。サブネットマスク（Subnet mask）

たとえば、10.193.0.1と指定します。デフォルトゲートウェイ

Cisco UCS Managerの要件

基本情報UI要素

Hostname or IP address。UCS Manager Host Name

<admin username>ユーザ名

<admin username>[Password]

ハイパーバイザ要件
vCenter経由でストレージ管理ネットワークまたはストレージデータネットワーク上の ESXi
サーバに使用可能なアドレス範囲から IPアドレスを入力します。すべてのネットワークアド
レスに静的 IPアドレスを提供します。
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•データネットワークと管理ネットワークは異なるサブネット上になければなりません。

• IPアドレスは、ストレージクラスタの作成後は変更できません。Cisco TACに連絡して、
サポートを受けてください。

•単独では必要ありませんが、DNS名を指定する場合は、IPアドレスの正逆方向の DNS
ルックアップを有効にします。

•インストーラの IPアドレスは、ハイパーバイザとストレージコントローラ VMで使用さ
れる管理サブネットから到達可能である必要があります。インストーラアプライアンス

は、ESXiホスト上か、またはインストールされるクラスタの一部ではない VMwareワー
クステーション上で動作する必要があります。

（注）

データネットワークの IPアドレス管理ネットワークの IPアドレス

ストレージコントロー

ラ

ハイパーバイザストレージコントロー

ラ

ハイパーバイザ

<IPアドレス><IPアドレス><IPアドレス><IPアドレス>

<IPアドレス><IPアドレス><IPアドレス><IPアドレス>

<IPアドレス><IPアドレス><IPアドレス><IPアドレス>

<IPアドレス><IPアドレス><IPアドレス><IPアドレス>

VLAN_IDVLANタグVLAN_IDVLANタグ

[サブネットマスク
（Subnet Mask）]

[サブネットマスク
（Subnet Mask）]

デフォルトゲートウェ

イ

デフォルトゲートウェ

イ

インストーラアプライアンスの IPアドレス

<IPアドレス><IPアドレス>

ストレージクラスタ要件
ストレージクラスタは、Cisco HX Data Platformのコンポーネントです。vSphere Webクライア
ントで単一のデータストアが容易にプロビジョニングされ、それによりストレージの複雑さを

軽減します。ストレージクラスタ内のすべてのサーバにおいて、データがディスク全体に配布

され、コントローラリソースの活用と高可用性を実現します。
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ストレージクラスタは、関連する vCenterクラスタには依存しません。vCenterクラスタ内に
ある ESXiホストを使用して、ストレージクラスタを作成できます。

ストレージクラスタを定義するには、次のパラメータを指定します。

説明フィールド

ストレージクラスタの名前を入力します。Name

これによって、各ESXiホストにストレージ管
理ネットワークへのアクセスが提供されます。

• IPアドレスは、ノードの管理 IPアドレス
と同じサブネット上にある必要がありま

す。

•クラスタ管理 IPが同じサブネット上の別
のクラスタと最後のオクテットを共有す

ることを許可しないでください。

•これらの IPアドレスは、4つの IPアドレ
スに加えて、シスコが [Hypervisor]セク
ションで各ノードに割り当てます。

管理 IPアドレス

これによって、各 ESXiホストにストレージ
データネットワークおよびストレージコント

ローラ VMネットワークへのアクセスが提供
されます。

同じ IPアドレスをクラスタ内のすべてのESXi
ノードに適用する必要があります

ストレージクラスタデータ IPアドレス
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説明フィールド

データレプリケーション係数により、ストレー

ジクラスタ全体のデータの冗長レプリカの数

が定義されます。

これは HX Data Platformのインストール時に
設定され、その後は変更できません。

[Data Replication Factor]を選択します。選択で
きる基準は、次のとおりです。

• [Data Replication Factor] 3：データの冗長
複製を 3つ保持します。この場合、スト
レージリソースの消費量は多くなります

が、ノード障害やディスク障害が同時に

発生した場合にデータを最大限に保護し

ます。

これは推奨オプションです。注目

• [Data Replication Factor] 2：データの冗長
複製を 2つ保持します。この場合、スト
レージリソースの消費量は少なくてすみ

ますが、ノード障害やディスク障害が同

時に発生した場合にデータ保護が低下し

ます。

ストレージクラスタ内のノードまたは

ディスクで障害が発生すると、クラスタ

の動作能力に影響が生じます。複数のノー

ドで障害が発生した場合や 1つのノード
と別のノードのディスクで障害が発生し

た場合は、同時障害と呼ばれます。

データレプリケーション係数

vCenter設定の要件
vCenterに管理者レベルアカウントとパスワードを指定します。既存の vCenterサーバがある
ことを確認します。次の vSphereサービスが動作していることを確認します。

•ダイナミックリソーススケジューラ（DRS）を有効にします（オプション。ライセンス
供与時に有効）。

• vMotionを有効にします。

•高可用性（HA）[フェールオーバーキャパシティを定義し、データストアハートビート
を拡張するために必要]を有効にします。
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•ユーザVMは、バージョン 9以降である必要があります [HXData Platform、ネイティブス
ナップショット、および ReadyCloneを使用するために必要]。

説明フィールド

現在の vCenterサーバのWebアドレスを入力
します。

たとえば、http://<IP address>とします。

vCenterサーバ

<admin username>を入力します。[ユーザ名（User Name）]

<admin password>を入力します。Password

vCenterデータセンターに必要な名前を入力し
ます。

Datacenter Name

vCenterクラスタに必要な名前を入力します。
クラスタには、少なくとも 3つのESXiサーバ
が含まれている必要があります。

クラスタ名（Cluster Name）

システムサービス要件
CiscoHXData Platformをインストールする前に、次のネットワーク接続やサービスが動作して
いることを確認します。

• DNSサーバ

DNSサーバは、HXストレージクラスタの外部に存在する必要が
あります。

（注）

• NTPサーバ
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• NTPサーバは、HXストレージクラスタの外部に存在する必
要があります。

•ストレージクラスタを設定する前に、NTPサーバが動作して
いて、信頼できる時間のソースを提供していることを手動で

確認します。

•コンバージドノード、コンピューティングノード双方のす
べてのノードとすべてのストレージコントローラVMに同じ
NTPサーバを使用します。

• NTPサーバは安定していて、（クラスタの有効期間に対し）
継続性があり、静的 IPアドレスから到達可能である必要があ
ります。

（注）

• Time Zone

基本情報フィールド

<IP address>

HyperFlex Data Platformのインストール中にホスト名を使用する場
合は、DNSサーバアドレスが必要になります。

（注） • DNSサーバがない場合は、HX Data Platformインス
トーラの [Cluster Configuration]ページの [System
Services]にホスト名を入力しないでください。IPアド
レスのみを使用します。

•複数のDNS servers addressを入力するには、アドレス
をカンマで区切ります。DNSサーバのアドレスが正
しく入力されていることを慎重に確認します。

DNS Server(s)
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基本情報フィールド

<IP address>

NTPサーバは、以下の間のクロック同期に使用されます。

•ストレージコントローラ VM

• ESXiホスト

• vCenterサーバ

NTPサーバの静的 IPアドレスは、ストレージコントロー
ラVM、ESXiホスト、および vCenterサーバ間でクロック
同期を確保するために必要です。

重要

インストール時に、この情報はすべてのストレージコントローラ

VMおよび対応するホストに伝搬されます。サーバは、ストレージ
クラスタの起動時に自動的に同期されます。

NTPサーバ

（信頼できる NTPサー
バが必要です）

<利用するタイムゾーン>

ストレージコントローラ VMのタイムゾーンを選択します。スケ
ジュールされたスナップショットをいつ取得するかを決定するため

に使用されます。

すべてのVMが同じタイムゾーンにある必要があります。（注）

Time Zone

コントローラ VM用 CPUリソース予約
ストレージコントローラVMからHyperFlexData Platformに重要な機能が提供されるため、HX
Data Platformインストーラはコントローラ VM用に CPUリソース予約を設定します。この予
約により、コントローラ VMでは最低限必要な CPUリソースが確保されます。これは、ESXi
ハイパーバイザホストの物理 CPUリソースがゲスト VMによって大量に消費されるような状
況で役立ちます。次の表に、ストレージコントローラ VM用 CPUリソース予約の詳細を示し
ます。

LimitReservation共有VM CPUの数

Unlimited10,800 MHzLow8

コントローラ仮想マシン用メモリリソース予約
以下の表に、ストレージコントローラ VM用メモリリソース予約の詳細を示します。
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全ゲストメモリに対する予約ゲストメモリの量サーバモデル

Yes48 GBHX220c-M4/M5s

HXAF220C-M4/M5s

Yes72 GBHX240c-M4/M5SX

HXAF240C-M4/M5SX

• B200コンピューティング専用ブレードは軽量ストレージコントローラ VMを備えてお
り、この VMは 1つの vCPUと 512 MBのメモリ予約でのみ設定されています。

• C240ラックサーバは、2ラックユニット（2RU）フォームファクタで卓越した拡張性と
パフォーマンスを発揮します。

• C220サーバは、1ラックユニット（1RU）フォームファクタで拡張性を実現します。

自動サポート要件
自動サポート (ASUP) is the alert notification service provided through HX Data Platform. If you enable
自動サポート, notifications are sent from HX Data Platform to designated email addresses or email
aliases that you want to receive the notifications.

To configure自動サポート, you need the following information:

自動サポート

このボックスは、HXストレージクラスタの作成時にオンにします。[Enable Auto
Support]チェック
ボックス

<IP address>

SMTP mail server must be configured in your network to enable自動サポート.
すべてのストレージコントローラ VMの IPアドレスから送信された電子
メールを処理するために使用します。

Only unauthenticated SMTP is supported for ASUP.（注）

メールサーバ

<username@domain.com>

Email address to use for sending自動サポート notifications.

Mail Sender

List of email addresses or email aliases to receive自動サポート notifications.ASUP Recipient

Enabling自動サポート is strongly recommended because it provides historical hardware counters that
are valuable in diagnosing future hardware issues, such as drive failure for a node.

（注）
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シングルサインオンの要件
SSO URLは、vCenterから提供されます。この URLにコントローラ VMから直接到達できな
い場合は、[Installer Advanced Settings]を使用して場所を明示的に設定します。

Single Sign On（SSO）

SSOURLは、vCenterの [vCenter Server] > [Manage] > [Advanced
Settings]にある config.vpxd.sso.sts.uriキーで確認できます。

SSOサーバ URL
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第 4 章

Cisco HyperFlexシステムサーバのインス
トール

この章では、HyperFlexクラスタをセットアップするために物理コンポーネントをインストー
ルする方法について説明します。

• Cisco HyperFlexノードの設置（47ページ）
•ファブリックインターコネクトをセットアップする（48ページ）
• Cisco UCSファブリックインターコネクトへの HXシリーズサーバの接続（57ページ）
•概要（57ページ）

Cisco HyperFlexノードの設置
HyperFlexクラスタとノードの制限の詳細については、Cisco HXデータプラットフォームのリ
リースノートの最新バージョンで、 Cisco HXデータプラットフォームストレージクラスタ
仕様を参照してください。

CiscoHyperFlexノードのインストールの詳細については、次の表からそれぞれのリンクを参照
してください。

参照先インストール先のノードのタイプ

コンバージドノード

Cisco HyperFlex HX220c M4/M5ノードインス
トールガイド

HyperFlex HX220c M4/M5ノード

Cisco HyperFlex HX240c M4/M5ノードインス
トールガイド

HyperFlex HX240c M4/M5ノード

コンピューティング専用ノード

Cisco UCS B200 M3/M4/M5ブレードサーバ設
置/サービスノート

Cisco UCS B200 M3/M4/M5ノード
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参照先インストール先のノードのタイプ

E7 v4 CPU搭載サーバ向け Cisco UCS B260M4
および B460 M4ブレードサーバ設置および
サービスノート

E7v3、E7v2のCPU搭載サーバ向けCiscoUCS
B260 M4、B460 M4ブレードサーバ設置およ
びサービスノート

Cisco UCS B260 M4ノード、B460 M4ノード

Cisco UCS B420 M4ブレードサーバ設置およ
びサービスノート

Cisco UCS B420 M4ノード

Cisco UCS B480 M5ブレードサーバ設置およ
びサービスノート

Cisco UCS B480 M5ノード

Cisco UCS C240 M3/M4/M5サーバ設置および
サービスガイド

Cisco UCS C240 M3/M4/M5ラックノード

Cisco UCS C220 M3/M4/M5サーバ設置および
サービスガイド

Cisco UCS C220 M3/M4/M5ラックノード

CiscoUCSC480M5サーバ設置およびサービス
ガイド

Cisco UCS C480 M5ノード

Cisco UCS 460 M4サーバ設置およびサービス
ガイド

Cisco UCS C460 M4ノード

ファブリックインターコネクトをセットアップする
高度な可用性をもたらすため、次のようにファブリックインターコネクトの冗長ペアを設定し

ます。

1. L1または L2の高可用性ポート間で、イーサネットケーブルを使用して直接 2つのファブ
リックインターコネクトに接続します。

2. ファブリックインターコネクト A上のポート L1をファブリックインターコネクト B上
のポート L1に接続し、ファブリックインターコネクト A上のポート L2をファブリック
インターコネクト B上のポート L2に接続します。

これにより、2つのファブリックインターコネクトは、互いのステータスを継続的にモニタし
ます。

ファブリックインターコネクトを接続する前に、以下の情報を確認し取得します。
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説明項目

•第1のファブリックインターコネクトのコンソー
ルポートが、コンピュータまたはコンソールサー

バに物理的に接続されています。

•管理イーサネットポート（mgmt0）が外部のハ
ブ、スイッチ、またはルータに接続されている必

要があります。

•両方のファブリックインターコネクトのL1ポー
トが互いに直接接続されている必要があります。

•両方のファブリックインターコネクトのL2ポー
トが互いに直接接続されている必要があります。

ファブリックインターコネクトの物理

的な接続を確認します。

• 9600ボー

• 8データビット

•パリティなし

• 1ストップビット

コンピュータ端末でのコンソールポー

トパラメータを確認します。

初期設定に関する次の情報を収集します。

•システム名

• adminアカウントのパスワード

• 3つの静的 IPアドレス

• 3つの静的 IPアドレスのサブネットマスク

•デフォルトゲートウェイの IPアドレス

• DNSサーバの IPアドレス。

•システムのドメイン名

初期設定の情報を取得します。

両方のファブリックインターコネクトで、同じセットアッププロセスを実施する必要があり

ます。第 1のファブリックインターコネクトをセットアップし、クラスタ設定を有効にしま
す。次に、同じプロセスを使用して第2のファブリックインターコネクトを設定すると、最初
のファブリックインターコネクトがピアとして検出されます。

GUIによるプライマリファブリックインターコネクトの設定
プライマリファブリックインターコネクトを設定するための下記の手順に従うか、「Cisco
UCS Manager Initial Setup part 1」をご覧ください。
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ステップ 1 ファブリックインターコネクトの電源を入れます。

ファブリックインターコネクトが起動すると、電源投入時セルフテストのメッセージが表示されます。

ステップ 2 システムがリースを取得したら、手順 6に進みます。それ以外の場合は次の手順に進みます。

ステップ 3 コンソールポートに接続します。

ステップ 4 インストール方式プロンプトに guiと入力します。

ステップ 5 システムが DHCPサーバにアクセスできない場合は、次の情報を入力するよう求められます。

•ファブリックインターコネクトの管理ポートの IPv4アドレスまたは IPv6アドレス。

•ファブリックインターコネクトの管理ポートの IPv4サブネットマスクまたは IPv6プレフィック
ス。

•ファブリックインターコネクトに割り当てられたデフォルトゲートウェイの IPv4または IPv6アド
レス。

クラスタ設定では、設定時に両方のファブリックインターコネクトに同じ管理インターフェイ

スのアドレスタイプを割り当てる必要があります。

（注）

ステップ 6 プロンプトから、WebブラウザにWebリンクをコピーし、Cisco UCS Manager GUI起動ページに移動し
ます。

ステップ 7 Cisco UCS Manager GUI起動ページで [Express Setup]を選択します。

ステップ 8 [Express Setup]ページで [Initial Setup]を選択し、[Submit]をクリックします。

ステップ 9 [Cluster and Fabric Setup]領域で、以下の操作を行います。

a) [Enable Clustering]オプションをクリックします。
b) [Fabric Setup]オプションに対して [Fabric A]を選択します。
c) [Cluster IP Address]フィールドに、Cisco UCSManagerで使用する IPv4アドレスまたは IPv6アドレス
を入力します。

ステップ 10 [System Setup]領域で、次のフィールドに値を入力します。

説明フィールド

Cisco UCSドメインに割り当てる名前。

スタンドアロン設定では、システム名に「-A」が
追加されます。クラスタ設定では、ファブリック

Aに割り当てられたファブリックインターコネク
トに「-A」が、ファブリック Bに割り当てられた
ファブリックインターコネクトに「-B」が追加さ
れます。

[System Name]フィールド
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説明フィールド

ファブリックインターコネクト上の Adminアカウ
ントに使用されるパスワード。

Cisco UCS Managerのパスワードのガイドラインに
適合する強力なパスワードを選択します。このパス

ワードは空にできません。

[Admin Password]フィールド

ファブリックインターコネクト上の Adminアカウ
ントに使用されるパスワード。

[Confirm Admin Password]フィールド

ファブリックインターコネクトの管理ポートのス

タティック IPv4または IPv6アドレス。
[Mgmt IP Address]フィールド

ファブリックインターコネクトの管理ポートのIPv4
サブネットマスクまたは IPv6プレフィクス。

[Mgmt IP Address]フィールドに入力した
アドレスタイプに基づいて、システムか

ら [Mgmt IP Netmask]または [Mgmt IP
Prefix]への入力が求められます。

（注）

[Mgmt IPNetmask]フィールドまたは [Mgmt IP Prefix]
フィールド

ファブリックインターコネクト上の管理ポートに

割り当てられるデフォルトゲートウェイの IPv4ま
たは IPv6アドレス。

[Mgmt IP Address]フィールドに入力した
アドレスタイプに基づいて、システムか

ら [Default Gateway]アドレスタイプへの
入力が求められます。

（注）

[Default Gateway]フィールド

ファブリックインターコネクトに割り当てられる

DNSサーバの IPv4または IPv6アドレス。
[DNS Server IP]フィールド

ファブリックインターコネクトが存在するドメイ

ンの名前。

[Domain Name]フィールド

ステップ 11 [Submit]をクリックします。`
セットアップ操作の結果がページに表示されます。

GUIによる従属ファブリックインターコネクトの設定
従属ファブリックインターコネクトを設定するための下記の手順に従うか、「CiscoUCSManager
Initial Setup part 2」をご覧ください。
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ステップ 1 ファブリックインターコネクトの電源を入れます。

ファブリックインターコネクトが起動すると、電源投入時セルフテストメッセージが表示されます。

ステップ 2 システムがリースを取得したら、手順 6に進みます。それ以外の場合は次の手順に進みます。

ステップ 3 コンソールポートに接続します。

ステップ 4 インストール方式プロンプトに guiと入力します。

ステップ 5 システムが DHCPサーバにアクセスできない場合は、次の情報を入力するよう求められます。

•ファブリックインターコネクトの管理ポートの IPv4アドレスまたは IPv6アドレス

•ファブリックインターコネクトの管理ポートの IPv4サブネットマスクまたは IPv6プレフィックス

•ファブリックインターコネクトに割り当てられたデフォルトゲートウェイの IPv4アドレスまたは
IPv6アドレス

クラスタ設定では、設定時に両方のファブリックインターコネクトに同じ管理インターフェイ

スのアドレスタイプを割り当てる必要があります。

（注）

ステップ 6 プロンプトから、WebブラウザにWebリンクをコピーし、Cisco UCS Manager GUI起動ページに移動し
ます。

ステップ 7 Cisco UCS Manager GUI起動ページで [Express Setup]を選択します。

ステップ 8 [Express Setup]ページで [Initial Setup]を選択し、[Submit]をクリックします。

ファブリックインターコネクトは、第 1ファブリックインターコネクトの設定情報を検出します。

ステップ 9 [Cluster and Fabric Setup]領域で、以下の操作を行います。

a) [Enable Clustering]オプションを選択します。
b) [Fabric Setup]オプションに対して [Fabric B]が選択されていることを確認します。

ステップ 10 [System Setup]領域の [Admin Password of Master]フィールドに Adminアカウントのパスワードを入力し
ます。

[Manager Initial Setup]領域が表示されます。

ステップ 11 [Manager Initial Setup]領域で表示されるフィールドは、第 1ファブリックインターコネクトを IPv4また
は IPv6のどちらの管理アドレスで設定したかによって異なります。次のように、設定に適したフィール
ドに入力します。

説明フィールド

ローカルファブリックインターコネクトのMgmt0
インターフェイスの IPv4アドレスを入力します。

[Peer FI is IPv4Cluster enabled. Please Provide Local
Fabric Interconnect Mgmt0 IPv4 Address]フィール
ド

ローカルファブリックインターコネクトのMgmt0
インターフェイスの IPv6を入力します。

[Peer FI is IPv6 Cluster Enabled. Please Provide Local
Fabric Interconnect Mgmt0 IPv6 Address]フィール
ド

ステップ 12 [Submit]をクリックします。`
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セットアップ操作の結果がページに表示されます。

CLIによるプライマリファブリックインターコネクトの設定

ステップ 1 コンソールポートに接続します。

ステップ 2 ファブリックインターコネクトの電源を入れます

ファブリックインターコネクトが起動すると、電源投入時セルフテストメッセージが表示されます。

ステップ 3 設定されていないシステムがブートすると、使用する設定方法の入力を要求するプロンプトが表示され

ます。 console と入力して、コンソール CLIを使用した初期設定を続行します。

ステップ 4 setup と入力して、初期システム設定を続行します。

ステップ 5 y と入力して、初期設定を続行することを確認します。

ステップ 6 adminアカウントのパスワードを入力します。

ステップ 7 確認のために、adminアカウントのパスワードを再入力します。

ステップ 8 yes と入力して、クラスタ構成の初期設定を続行します。

ステップ 9 ファブリックインターコネクトのファブリックを入力します（ A または B）。

ステップ 10 システム名を入力します。

ステップ 11 ファブリックインターコネクトの管理ポートの IPv4または IPv6アドレスを入力します。

IPv4アドレスを入力する場合は、IPv4サブネットマスクを入力するように求められます。IPv6アドレス
を入力する場合は、IPv6ネットワークプレフィックスを入力するように求められます。

ステップ 12 各 IPv4サブネットマスク、または IPv6ネットワークプレフィックスを入力し、Enterキーを押しま
す。

ファブリックインターコネクトの管理ポート用に入力したアドレスタイプによって、デフォルトゲート

ウェイの IPv4または IPv6アドレスを求められます。

ステップ 13 次のいずれかを入力します。

• IPv4 address of the default gateway
•デフォルトゲートウェイの IPv6アドレス

ステップ 14 DNSサーバの IPアドレスを指定する場合は yes を入力し、指定しない場合は no を入力します。

ステップ 15 （任意） DNSサーバの IPv4または IPv6アドレスを入力します。

アドレスタイプはファブリックインターコネクトの管理ポートのアドレスタイプと同じである必要があ

ります。

ステップ 16 デフォルトのドメイン名を指定する場合は yes を入力し、指定しない場合は no を入力します。

ステップ 17 （任意）デフォルトドメイン名を入力します。

ステップ 18 設定の概要を確認し、 yes と入力して設定を保存および適用するか、 no と入力して設定ウィザードを
初めからやり直して設定を一部変更します。
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設定ウィザードのやり直しを選択した場合は、以前に入力した値が角カッコで囲まれて表示されます。

以前に入力した値をそのまま使用する場合は、Enterを押します。

例

次に、コンソールおよび IPv4管理アドレスを使用してクラスタ設定の最初のファブ
リックインターコネクトをセットアップする例を示します。

Enter the installation method (console/gui)? console
Enter the setup mode (restore from backup or initial setup) [restore/setup]? setup
You have chosen to setup a new switch. Continue? (y/n): y
Enter the password for "admin": adminpassword%958
Confirm the password for "admin": adminpassword%958
Do you want to create a new cluster on this switch (select 'no' for standalone setup or
if you want this switch to be added to an existing cluster)? (yes/no) [n]: yes
Enter the switch fabric (A/B): A
Enter the system name: foo
Mgmt0 IPv4 address: 192.168.10.10
Mgmt0 IPv4 netmask: 255.255.255.0
IPv4 address of the default gateway: 192.168.10.1
Virtual IPv4 address: 192.168.10.12
Configure the DNS Server IPv4 address? (yes/no) [n]: yes
DNS IPv4 address: 20.10.20.10

Configure the default domain name? (yes/no) [n]: yes
Default domain name: domainname.com

Join centralized management environment (UCS Central)? (yes/no) [n]: no
Following configurations will be applied:
Switch Fabric=A
System Name=foo
Management IP Address=192.168.10.10
Management IP Netmask=255.255.255.0
Default Gateway=192.168.10.1
Cluster Enabled=yes
Virtual Ip Address=192.168.10.12
DNS Server=20.10.20.10
Domain Name=domainname.com

Apply and save the configuration (select 'no' if you want to re-enter)? (yes/no): yes

次に、コンソールおよび IPv6管理アドレスを使用してクラスタ設定の最初のファブ
リックインターコネクトをセットアップする例を示します。

Enter the installation method (console/gui)? console
Enter the setup mode (restore from backup or initial setup) [restore/setup]? setup
You have chosen to setup a new switch. Continue? (y/n): y
Enter the password for "admin": adminpassword%652
Confirm the password for "admin": adminpassword%652
Do you want to create a new cluster on this switch (select 'no' for standalone setup or
if you want this switch to be added to an existing cluster)? (yes/no) [n]: yes
Enter the switch fabric (A/B): A
Enter the system name: foo
Mgmt0 address: 2001::107
Mgmt0 IPv6 prefix: 64
IPv6 address of the default gateway: 2001::1
Configure the DNS Server IPv6 address? (yes/no) [n]: yes
DNS IP address: 2001::101

Configure the default domain name? (yes/no) [n]: yes
Default domain name: domainname.com

Cisco HyperFlex Systemsインストレーションガイド for VMware ESXi、リリース 2.6
54

Cisco HyperFlexシステムサーバのインストール

CLIによるプライマリファブリックインターコネクトの設定



Join centralized management environment (UCS Central)? (yes/no) [n]: no
Following configurations will be applied:
Switch Fabric=A
System Name=foo
Enforced Strong Password=no
Physical Switch Mgmt0 IPv6 Address=2001::107
Physical Switch Mgmt0 IPv6 Prefix=64
Default Gateway=2001::1
Ipv6 value=1
DNS Server=2001::101
Domain Name=domainname.com

Apply and save the configuration (select 'no' if you want to re-enter)? (yes/no): yes

Cisco UCSファブリックインターコネクトには、高可用性およびクラスタ化設定の初
期設定のために使用されるいくつかのコマンドが含まれています。cluster-startコマン
ドは、初期設定時に使用できます。このコマンドは、非表示コマンドです。ただし、

Cisco TAC管理者などの認証された管理者によりいつでも実行でき、設定またはメン
テナンスのための使用は意図されていません。

（注）

CLIによる従属ファブリックインターコネクトの設定
この手順は、管理ポートに対し IPv4または IPv6アドレスを使用して第 2のファブリックイン
ターコネクトをセットアップする方法について説明します。

ステップ 1 コンソールポートに接続します。

ステップ 2 ファブリックインターコネクトの電源を入れます。
ファブリックインターコネクトが起動すると、電源投入時セルフテストメッセージが表示されます。

ステップ 3 設定されていないシステムがブートすると、使用する設定方法の入力を要求するプロンプトが表示されま
す。 console と入力して、コンソール CLIを使用した初期設定を続行します。

ファブリックインターコネクトによって、クラスタ内のピアファブリックインターコネクトが

検出されます。検出されなかった場合は、L1ポートと L2ポート間の物理接続を調べ、ピアファ
ブリックインターコネクトがクラスタ設定でイネーブルになっていることを確認します。

（注）

ステップ 4 y と入力して、従属ファブリックインターコネクトをクラスタに追加します。

ステップ 5 ピアファブリックインターコネクトの管理パスワードを入力します。

ステップ 6 従属ファブリックインターコネクト上の管理ポートの IPアドレスを入力します。

ステップ 7 設定の概要を確認し、 yes と入力して設定を保存および適用するか、 no と入力して設定ウィザードを初
めからやり直して設定を一部変更します。

設定ウィザードのやり直しを選択した場合は、以前に入力した値が角カッコで囲まれて表示されます。以

前に入力した値をそのまま使用する場合は、Enterを押します。

Cisco HyperFlex Systemsインストレーションガイド for VMware ESXi、リリース 2.6
55

Cisco HyperFlexシステムサーバのインストール

CLIによる従属ファブリックインターコネクトの設定



例

次に、ピアのコンソールおよび IPv4アドレスを使用してクラスタ設定の第 2のファブ
リックインターコネクトをセットアップする例を示します。

Enter the installation method (console/gui)? console
Installer has detected the presence of a peer Fabric interconnect. This Fabric interconnect
will be added to the cluster. Continue (y/n) ? y
Enter the admin password of the peer Fabric Interconnect: adminpassword%958
Peer Fabric interconnect Mgmt0 IPv4 Address: 192.168.10.11
Apply and save the configuration (select 'no' if you want to re-enter)? (yes/no): yes

次に、ピアのコンソールおよび IPv6アドレスを使用してクラスタ設定の第 2のファブ
リックインターコネクトをセットアップする例を示します。

Enter the installation method (console/gui)? console
Installer has detected the presence of a peer Fabric interconnect. This Fabric interconnect
will be added to the cluster. Continue (y/n) ? y
Enter the admin password of the peer Fabric Interconnect: adminpassword%958
Peer Fabric interconnect Mgmt0 IPv6 Address: 2001::107
Apply and save the configuration (select 'no' if you want to re-enter)? (yes/no): yes

コンソールセットアップの確認

SSHを介してファブリックインターコネクトにログインすることで、両方のファブリックイ
ンターコネクトが完了していることを確認できます。

Cisco UCS Manager CLIを使用してクラスタのステータス確認するには、次のコマンドを使用
します。

表 5 :

出力の例目的コマンド

次の例の表示では、両方の

ファブリックインターコネク

トが Up状態、HAが Ready状
態、ファブリックインターコ

ネクト Aがプライマリロー
ル、ファブリックインターコ

ネクト Bが従属ロールです。
UCS-A# show cluster state
Cluster Id:
0x4432f72a371511de-0xb97c000de1b1ada4

A: UP, PRIMARY
B: UP,
SUBORDINATE HA READY

ハイアベイラビリティクラス

タの両方のファブリックイン

ターコネクトの動作状態およ

びリーダーシップロールを表

示します。

show cluster state
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出力の例目的コマンド

次の例は、クラスタの詳細な

状態を表示する方法について

示します。

UCSC# show cluster
extended-state
0x2e95deacbd0f11e2-0x8ff35147e84f3de2Start
time: Thu May 16 06:54:22
2013Last election time: Thu
May 16 16:29:28 2015System
Management
Viewing the Cluster State
A: UP, PRIMARY
B: UP, SUBORDINATE

A: memb state UP, lead state
PRIMARY, mgmt services
state: UP
B: memb state UP, lead state
SUBORDINATE,
mgmt services state: UP
heartbeat state PRIMARY_OK
HA READY
Detailed state of the device
selected for HA quorum data:

Device 1007, serial:
a66b4c20-8692-11df-bd63-1b72ef3ac801,
state: active
Device 1010, serial:
00e3e6d0-8693-11df-9e10-0f4428357744,
state: active
Device 1012, serial:
1d8922c8-8693-11df-9133-89fa154e3fa1,
state: active

クラスタの状態を詳細に表示

します。通常は問題をトラブ

ルシューティングする場合に

使用します。

show cluster extended-state

Cisco UCSファブリックインターコネクトへのHXシリー
ズサーバの接続

概要
Cisco HX220cおよび HX240cサーバはファブリックインターコネクトに直接接続します。直
接接続することで、Cisco UCS Managerは管理トラフィックとデータトラフィックの両方に対
し、1つのケーブルを使用して HXシリーズサーバを管理できます。
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サーバをファブリックインターコネクトに接続した後、そのサーバが検出された時点で、UCS
Manager設定フォームを使用して、Cisco UCS Managerで使用可能な Cシリーズソフトウェア
バンドルを更新します。

（注）

直接接続モードを使用する場合は、すべてのCiscoUCS管理対象アダプタを、ファブリックイ
ンターコネクトのサーバポートに接続する必要があります。「要件」の章に記載されているよ

うに、HXサーバに推奨されるファームウェアがあることを確認します。推奨ファームウェア
がない場合は、Cisco UCS Managerを使用してファームウェアを更新します。

構成の制限については、 Cisco UCS 6200, 6332, and 6324 Series Configuration Limits for Cisco UCS
Managerをご覧ください。

ファブリックインターコネクトへのコンバージドノードの接続

このトピックでは、HXクラスタの作成または既存のHXクラスタへの追加のために、コンバー
ジドノードを物理的に追加する方法について説明します。

始める前に

• Cisco UCS Managerと統合する前に、CIMCサーバを出荷時のデフォルト設定に設定しま
す。

•統合ノード用には、専用CIMCポートをネットワークに接続しないでください。そのよう
にすると、CiscoUCSManagerでサーバが検出されなくなります。サーバが検出されない場
合は、各サーバの CIMCを出荷時の設定にリセットします。

重要

• CIMCサーバを接続する前に、Cisco UCS Managerとの統合用に Cisco VIC 1227が Hxc240
スロット 2 および HXc220 ライザ 1 スロット 1に装着されていることを確認しま
す。カードが正しいスロットに装着されていない場合、サーバの直接接続管理を有効にで

きません。

•ファブリックインターコネクトへのサーバの物理的なケーブル接続を完了し、ポートを
サーバポートとして設定します。

ステップ 1 ラックに HXサーバを設置します。詳細については、Cisco HyperFlexノードの設置（47ページ）を参照
してください。

ステップ 2 ファブリックインターコネクトのサーバポートを構成します。

a) サーバ上の一方のポートから10-GbSFP+ケーブルをファブリックインターコネクトAに接続します。
ファブリックインターコネクトAの任意のポートを使用できますが、サーバトラフィックに対応可能
なポートでなければなりません。
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1枚のカードの VICからファブリックインターコネクトに 1本のケーブルを接続します。両方のポー
トを同じファブリックインターコネクトに接続しないでください。

b) そのポートをサーバポートとして FI-Aで設定します。詳細な手順については、『Cisco UCS Manager
Network Management Guide』の「Configuring Port Modes for a 6248 Fabric Interconnect」の項を参照して
ください。

c) サーバ上のもう一方のポートから 10-Gb SFP+ケーブルを FI Bに接続します。FI Bの任意のポートを
使用できますが、サーバトラフィックに対応可能なポートでなければなりません。

アップリンクで SFP+タイプを混在使用しないでください。混在させると、「Discovery
Failed」エラーが表示されます。

（注）

d) そのポートをサーバポートとして FI-Bで設定します。詳細な手順については、『Cisco UCS Manager
Network Management Guide』の「Configuring Port Modes for a 6248 Fabric Interconnect」の項を参照して
ください。

ステップ 3 電源コードをノードの各電源装置に接続し、次に接地された AC電源コンセントに接続します。初期ブー
ト時に、スタンバイ電源でノードを起動させるのに約 2分間待ちます。

1. 電源を入れると、ファブリックインターコネクトによってサーバが検出されます。UCSManager
でノードの検出を監視できます。

2. 前面パネルのノードの電源ステータス LEDを調べて、ノードの電源ステータスを確認しま
す。LEDがオレンジの場合、ノードはスタンバイ電源モードです。

（注）

ステップ 4 ステップ 1～ 4を繰り返し、HyperFlexクラスタの残りの HXシリーズサーバを接続します。

物理的な接続の図

次の図に、直接接続モードでの HXシリーズサーバと Cisco UCSManagerの統合のための配線
設定を示します。ゴールドで示されたパスでは、管理トラフィックとデータトラフィックの両

方が伝送されます。
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図 9 :直接接続の配線設定

HXシリーズサーバ3Cisco UCS 6248シリーズファブリックイン
ターコネクト (ファブリック A)

1

サポート対象の mLOMスロット内の
Cisco UCS VIC 1227

4Cisco UCS 6248シリーズファブリックイン
ターコネクト (ファブリック B)

2

ファブリックインターコネクトへのコンピューティング専用ノードの

接続

このトピックでは、既存の HyperFlexクラスタにコンピューティング専用ノードを物理的に追
加する方法について説明します。

HyperFlexストレージクラスタを作成および設定後、コンピューティング専用ノードをHyperFlex
クラスタに接続します。

（注）

参照先説明ステップ

HyperFlexストレージクラスタ
がすでに作成されていること

を確認します。

1.
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参照先説明ステップ

コンピューティング専用ノー

ドのインストールの詳細につ

いては、Cisco HyperFlexノー
ドの設置（47ページ）を参
照してください。

コンピューティングノードと

なるHXサーバを接続します。
2.

コンピューティング専用ノー

ドを追加するには、クラスタ

の展開ワークフローを使用し

ます。詳細な手順について

は、既存のクラスタへのコン

ピューティング専用ノードの

追加（134ページ）を参照し
てください。

Cisco HX Data Platformを使用
してクラスタ展開ワークフ

ローを実行します。

3.
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第 5 章

Cisco HyperFlexシステムの設定

この章では、CiscoHyperFlexシステムのコンポーネントを設定する方法について説明します。

• vSphere Web Clientを使用したHX Data Platformインストーラ OVAの展開（63ページ）
• Syslogの設定 （68ページ）
• HyperFlexクラスタの設定（68ページ）
• GPUを搭載した HyperFlexノードの設置（80ページ）
• HyperFlexクラスタの作成に関する考慮事項（81ページ）

vSphere Web Clientを使用したHX Data Platformインストー
ラ OVAの展開

HX Data PlatformインストーラをVMwareワークステーション、VMware Fusion、または Virtual
Boxに展開することができます。

• vCenterに接続してOVAファイルを展開し、IPアドレスのプロパティを指定します。ESXi
ホストから直接展開しても、値を正しく設定することはできません。

• HXData Platformインストーラを、CiscoHXストレージクラスタのノードになるESXiサー
バに展開しないでください。

（注）

ステップ 1 Download%20SoftwareからHX Data Platformインストーラ OVAを探してダウンロードしてください。HX
Data Platformインストーラをストレージ管理ネットワーク上のノードにダウンロードします。これはHX
Data Platformストレージクラスタに使用されます。
Example:
Cisco-HX-Data-Platform-Installer-v2.5.1d-26363.ova

ステップ 2 VMwareハイパーバイザを使用してHX Data Platformインストーラをデプロイし、HX Data Platformインス
トーラ仮想マシンを作成します。
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仮想ハードウェアバージョン10.0以上をサポートする仮想化プラットフォームのバージョンを使
用してください。

（注）

vSphereはシステム要件です。vSphereシッククライアント、vSphereシンクライアント、または vSphere
Webクライアントのいずれかを使用できます。HX Data Platformインストーラを展開するには、VMware
Workstation、VMware Fusion、または VirtualBoxを使用することもできます。

a) vSphere、VirtualBox、ワークステーション、または Fusionなどの仮想マシンハイパーバイザを開きま
す。

b) 以下のように、HX Data Platformインストーラを展開するノードを選択します。

• vSphereシッククライアントを使用する—インベントリリスト (Inventory list) >ホスト (Host) >
ファイル (File) > OVAを展開 (Deploy OVA)を展開します

• vSphere Webクライアントを使用する—vCenterインベントリリスト (vCenter Inventory list) >ホ
スト (Host) > Host (Host) > OVAを展開 (Deploy OVA)を展開します

ステップ 3 HXDataPlatformインストーラが置かれている場所を選択します。デフォルトを受け入れて、適切なネット
ワークを選択します。

ステップ 4 HX Data Platformインストーラ VMで使用するための静的 IPアドレスを入力します。

•静的 IPアドレスは、DHCPがネットワークに設定されていても必要です。HX Data Platform
インストーラを実行し、HXData Platformをインストールし、HXData Platformストレージクラ
スタを作成するには、静的 IPアドレスが必要です。

• IPアドレスを新しいVMに割り当てるためにハイパーバイザウィザードのデフォルトがDHCP
になっている場合は、静的 IPアドレスによるHXデータプラットフォームインストーラOVA
の展開（65ページ）の手順を実行して、静的 IPアドレスを持つHXData Platformインストー
ラ VMをインストールします。DNSはインストーラ VMから到達可能である必要がありま
す。

（注）

説明フィールド

この VMのホスト名。

空白のままにして、IPアドレスの逆引きを試みます。

ホストネーム

この VMのデフォルトゲートウェイアドレス。

DHCPが必要な場合は空白のままにしてください。

デフォルトゲートウェイ

この VMのドメインネームサーバ (コンマ区切り)。

DHCPが必要な場合は空白のままにしてください。

DNS

このインターフェイスの IPアドレスです。

DHCPが必要な場合は空白のままにしてください。

IP Address

Cisco HyperFlex Systemsインストレーションガイド for VMware ESXi、リリース 2.6
64

Cisco HyperFlexシステムの設定

vSphere Web Clientを使用したHX Data Platformインストーラ OVAの展開



説明フィールド

このインターフェイスのネットマスクまたはプレフィックス。

DHCPが必要な場合は空白のままにしてください。

ネットマスク

ステップ 5 [Next]をクリックします。リストされたオプションが正しいかどうか確認し、展開後に電源をオンにしま
す。

HX Data Platformインストーラを手動で起動するには、仮想マシンのリストに移動し、インストーラ VM
の電源を入れます。

HX Data Platformインストーラの仮想マシンの推奨設定は、3つの vCPUと 4 GBのメモリです。
これらの設定を小さくすると、CPUの使用率が 100%になり、ホストへのスパイクが発生する可
能性があります。

（注）

ステップ 6 [Finish]をクリックします。HX Data Platformインストーラ VMが vSphereインフラストラクチャに追加さ
れるまで待機します。

ステップ 7 HX Data Platformインストーラ仮想マシンコンソールを開きます。

初期コンソール表示には、HX Data Platformインストーラ仮想マシンの IPアドレスが表示されます。
Data Platform Installer.
*******************************************
You can start the installation by visiting
the following URL:
http://192.168.10.210
*******************************************
Cisco-HX-Data-Platform-Installer login:

ステップ 8 URLを使用してHX Data Platformインストーラにログインします。
Example:
http://192.168.10.210

静的 IPアドレスによるHXデータプラットフォームインストーラOVA
の展開

新しい VMに IPアドレスを割り当てる際に、DHCPがハイパーバイザウィザードのデフォル
トである場合は、以下の手順を使用して HX Data Platformインストーラを展開します。

ステップ 1 VMware OVF Tool 4.1以降を、HXデータプラットフォームストレージクラスタに使用されるストレージ
管理ネットワーク上のノードにインストールします。詳細については、「OVFツールドキュメンテーショ
ン」を参照してください。

ステップ 2 VMware OVFがインストールされているノードのソフトウェアのダウンロードから、HXデータプラット
フォームインストーラを検索しダウンロードします。
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ステップ 3 ovftoolコマンドを使用して、ダウンロードした HXデータプラットフォームインストーラ OVAを展開
します。次に例を示します。

root@server:/tmp/test_ova# ovftool --noSSLVerify --diskMode=thin
--acceptAllEulas=true --powerOn --skipManifestCheck --X:injectOvfEnv
--datastore=qa-048-ssd1 --name=rfsi_static_test1 --network='VM Network'
--prop:hx.gateway.Cisco_HX_Installer_Appliance=10.64.8.1
--prop:hx.DNS.Cisco_HX_Installer_Appliance=10.64.1.8
--prop:hx.ip0.Cisco_HX_Installer_Appliance=10.64.8.36
--prop:hx.netmask0.Cisco_HX_Installer_Appliance=255.255.248.0
/opt/ovf/rfsi_test/Cisco-HX-Data-Platform-Installer-v1.7.1-14786.ova
vi://root:password@esx_server

このコマンドでは、HXデータプラットフォームインストーラが展開され、HXデータプラットフォーム
インストーラVMの電源が入り、指定された静的 IPアドレスが設定されます。以下は処理応答の例です。
Opening OVA source:
/opt/ovf/rfsi_test/Cisco-HX-Data-Platform-Installer-v1.7.1-14786.ova
Opening VI target: vi://root@esx_server:443/
Deploying to VI: vi://root@esx_server:443/
Transfer Completed
Powering on VM: rfsi_static_test
Task Completed
Completed successfully

DNSはインストーラ VMから到達可能である必要があります。静的 IPアドレスが正常に設定されるため
に必要なコマンドオプションは以下のとおりです。

説明コマンド

HXデータプラットフォームインストーラVMの
展開後に電源を投入します。

powerOn

HXデータプラットフォームインストーラVMに
スタティック IPのプロパティを挿入します。

X:injectOvfEnv

適切なゲートウェイ IPアドレスを指定します。prop:hx.gateway.Cisco_HX_Installer_Appliance=10.64.8.1

適切な DNS IPアドレスを指定します。prop:hx.DNS.Cisco_HX_Installer_Appliance=10.64.1.8

適切なインストーラの静的 IPアドレスを指定しま
す。

prop:hx.ip0.Cisco_HX_Installer_Appliance=10.64.8.36

適切なネットマスクアドレスを指定します。prop:hx.netmask0.Cisco_HX_Installer_Appliance=255.255.248.0

HXデータプラットフォームインストーラ OVA
の送信元アドレス。

/opt/ovf/rfsi_test/Cisco-HX-Data-Platform-Installer-v1.7.1-14786.ova

HXデータプラットフォームインストーラVMが
インストールされる宛先ESXサーバ。適切なESX
サーバのルートログインクレデンシャルを含めま

す。

vi://root:password@esx_server

Cisco HyperFlex Systemsインストレーションガイド for VMware ESXi、リリース 2.6
66

Cisco HyperFlexシステムの設定

静的 IPアドレスによる HXデータプラットフォームインストーラ OVAの展開



Cisco HX Data Platformインストーラへのログイン
HXデータプラットフォームソフトウェアをインストールするには、次の手順を実行します。

ステップ 1 ブラウザで、HXデータプラットフォームインストーラがインストールされたVMのURLを入力します。

このアドレスは、前述の項「DeployingHXDataPlatformインストーラの展開」から入手します。たとえば、
http://10.64.4.254などとします。

ステップ 2 クレデンシャルを使用します。

ユーザ名：root

パスワード：Cisco123

システムは、デフォルトのパスワード [Cisco123]で出荷されますので、インストール中にこれを
変更する必要があります。新しいユーザがパスワードを指定していない限り、インストールを続

行できません。

重要

EULAを読みます。[I accept the terms and conditions]をクリックします。

右下隅に記載された製品バージョンが正しいことを確認します。[Login]をクリックします。

ステップ 3 HX Data Platformインストーラの [Workflow]ページが表示されます。このページには、ワークフローのオ
プションが 3つ表示されます。

1. HyperFlex（FI）を使用したクラスタの作成。

2. HyperFlex Edgeを使用したクラスタの作成：HXノードと ESXiを設定し、Edgeサイト用のHXデータ
プラットフォームソフトウェアを展開するには、このボタンをクリックします。詳細なインストール

手順については、『HyperFlex Edge deployment guide』を参照してください。

3. クラスタ展開

• [Cluster Creation]：UCS Manager、ESXiを設定して HX Data Platformソフトウェアを導入する場合は、
このボタンをクリックします。

• [Cluster Expansion]：コンバージドノードおよびコンピューティングノードを既存のストレージクラ
スタに追加する場合は、このボタンをクリックし、表示される [Expand Cluster]ページでデータを入力
します。詳細については、「コンバージド（HX220c/HX240c）ノードの追加に関する前提条件」を参
照してください。

新規クラスタを作成するために [Cluster Creation]オプションを選択し、[Continue]をクリックします。
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HXデータプラットフォームインストーラの終了
ログインしている間は、HXデータプラットフォームインストーラを使用可能です。任意の時
点で HXデータプラットフォームインストーラを終了するには、ログアウトする必要があり
ます。

手順

目的コマンドまたはアクション

右上の [Navigate]ボタンに移動して、[Logout]を選
択します。

ステップ 1

HXデータプラットフォームインストーラのウェル
カムページに戻ります。

再ログインするには、新しいブラウザウィンドウを

開き、ログインクレデンシャルを入力します。

ステップ 2

Syslogの設定
syslogの一元的なリポジトリにすべてのログ情報を送信することをお勧めします。

永続ログには、SDカードから起動するHX220cM4ノードとコンピューティング専用ノード上
に syslogが必要です。

注目

ステップ 1 syslogサーバが稼動していることと、ESXiサーバからログを受信するために TCP/UDPポートが開いてい
ることを確認します。

ステップ 2 ESXiシェルに対して SSHを行い、次のコマンドを実行します。
a) esxcli system syslog config set --loghost='udp://remote-syslog-server-ip'
b) esxcli system syslog reload
c) esxcli network firewall ruleset set -r syslog -e true
d) esxcli network firewall refresh

ステップ 3 クラスタ内のすべての ESXiホストに対してステップ 1～ 2を繰り返します。

ステップ 4 リモート syslogサーバで、指定されたディレクトリにログが受信されているかどうかを確認します。

HyperFlexクラスタの設定
Cisco HX Data Platformインストーラを使用してCisco HyperFlexクラスタをインストールおよび
設定するには、次の手順を使用します。
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出荷時にインストールされた ESXiではシステム設定をリセットしないでください。リセット
すると工場出荷時設定が失われ、インストールが失敗することになります。

注意

ステップ 1 Cisco HX Data Platformインストーラを起動します。

a) Webブラウザで、HX Data PlatformインストーラVMの IPアドレスまたはノード名を入力します。
[Accept]または [Continue]をクリックしてSSL証明書エラーをバイパスします。CiscoHXDataPlatform
インストーラのログインページが表示されます。ログイン画面の右下隅に表示されるHXDataPlatform
インストーラインストーラの [Build ID]を確認します。

b) ログインページで、次のクレデンシャルを入力します。

ユーザ名：root

パスワード（デフォルト）: Cisco123

システムは、デフォルトのパスワード [Cisco123]で出荷されますので、インストール中に
これを変更する必要があります。インストールを継続するには、ユーザー提供の新規パス

ワードを作成する必要があります。

（注）

c) EULAを読んで、 [I accept the terms and conditions]チェックボックスをオンにし、[Login]をクリッ
クします。

ステップ 2 [Workflow]ページで、[Cluster Creation with HyperFlex (FI)]を選択します。

ステップ 3 [Credentials]ページで、次のフィールドに値を入力します。

クラスタ作成を実行するために、必要な設定データとともに JSONconfigurationファイルをインポートす
ることもできます。次の 2つの手順は、JSONファイルをインポートする場合はオプションです。イン
ポートしない場合には、データを必須フィールドに手動で入力できます。

初めてのインストールでは、ファクトリプレインストール JSONファイルの調達についてシス
コの担当者に問い合わせてください。

1. [Select a file]をクリックして、使用する JSONファイルを選択して設定をロードします。
[Use Configuration]を選択します。

2. Cisco UCS Manager用にインポートした値が異なる場合は、[Overwrite Imported Values]ダ
イアログボックスが表示されます。[Use Discovered Values]を選択します。

（注）

説明フィールド

UCS Managerクレデンシャル（UCS Manager Credentials）

UCS Manager FQDNまたは IPアドレス

たとえば 10.193.211.120と入力します。

UCS Managerのホスト名（UCS Manager Host
Name）

<admin>ユーザ名。[ユーザ名（User Name）]
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説明フィールド

<admin>パスワード。Password

vCenterクレデンシャル（vCenter Credentials）

vCenter Serverの FQDNまたは IPアドレス。

たとえば 10.193.211.120と入力します。

（注） • vCenter Serverは、クラスタが動作可
能になる前に必要です。

• vCenterアドレスとクレデンシャル
は、vCenterへのルートレベルの管理
者権限が必要です。

• vCenter Server入力は、入れ子になっ
たvCenterを構築する場合には省略可
能です。詳細については、『Nested
vCenter TechNote』を参照してくださ
い。

vCenter Server

<admin>ユーザ名。

例：administrator@vsphere.local。

[ユーザ名（User Name）]

<root>パスワード。Admin Password

ハイパーバイザのクレデンシャル

<admin>ユーザ名。

これはファクトリノードのルートです。

管理者ユーザ名

<root>パスワード。

デフォルトのパスワードは、ファクトリノードの

Cisco123です。

システムは、デフォルトのパスワード

[Cisco123]で出荷されますので、インス
トール中にこれを変更する必要がありま

す。インストールを継続するには、ユー

ザー提供の新規パスワードを作成する必

要があります。

（注）

Admin Password

ステップ 4 [Continue]をクリックします。[Server Selection]ページが表示されます。右側の [Configuration]ペイン
には、使用された [Credentials]の詳細リストが表示されます。
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ステップ 5 [Server Selection]ページには、[Unassociated]タブの下に関連付けされていない HXサーバのリストと、
[Associated]タブの下に検出されたサーバのリストが表示されます。[Unassociated]タブからサーバを選
択し、HyperFlexクラスタに含めます。

HXサーバがこの一覧に表示されていない場合、Cisco UCS Managerを調べてそれらが検出されているこ
とを確認します。

サーバごとに、[Actions]ドロップダウンリストを使用して、以下を設定できます。

• [LaunchKVMConsole]—HXData Platformインストーラから直接KVMコンソールを起動するには、
このオプションを選択します。

• [Disassociate Server]：サービスプロファイルをそのサーバから削除するには、このオプションを選
択します。

関連付けられていないサーバがない場合は、次のエラーメッセージが表示されます。

No unassociated servers found. Please login to UCS Manager and ensure server ports are
enabled.

（注）

[ConfigureServerPorts]ボタンを使用することで、新しいすべてのHXノードを検出できます。一般に、
設定を開始する前に Cisco UCS Managerでサーバポートを設定します。

ステップ 6 [Continue]をクリックします。[UCSM Configuration]ページが表示されます。

ステップ 7 [UCSM Configuration]ページで、ネットワークごとに次のフィールドに値を入力します。

説明フィールド

[VLAN Configuration]

次の各ネットワークにそれぞれ個別のサブネットと VLANを使用します。（注）

ハイパーバイザおよび HyperFlex管理の VLAN

名前：hx-inband-mgmt

デフォルトの VLAN ID：3091

[VLAN名(VLAN Name)]

VLAN ID（Admin. VLAN ID）

VLAN for HyperFlex Storage traffic

名前：hx-storage-data

デフォルトの VLAN ID：3092

[VLAN名(VLAN Name)]

VLAN ID（Admin. VLAN ID）

VLAN for VM vMotion

名前：hx-vmotion

デフォルトの VLAN ID：3093

[VLAN名(VLAN Name)]

VLAN ID（Admin. VLAN ID）

VLAN for VM Network
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説明フィールド

名前: vm-network

デフォルトの VLAN ID：3094

ゲスト Vlanのカンマ区切りリスト。

[VLAN名(VLAN Name)]

VLAN ID

MACプール

さらに 2つの 16進文字 (0-F)を追加することで、
MACプールプレフィックスを設定します。

たとえば、00:25:B5:A0などです。

MAC Pool Prefix

アウトオブバンド CIMC用の 'hx-ext-mgmt' IPプール

HyperFlexノードに指定された IPアドレスの範囲。
これは、ゲスト VLANの値のカンマ区切りリスト
にできます。

例えば、 10.193.211.124-127, 10.193.211.158-163

IPブロック

IPアドレスを制限して制御するために、サブネッ
トを適切なレベルに設定します。

たとえば、255.255.0.0と指定します。

[サブネットマスク（Subnet Mask）]

[IPアドレス（IP Address）]。

たとえば、10.193.0.1と指定します。

Gateway

iSCSI Storage

将来的に任意の時点で外部ストレージの利用を希望する場合は、これを事前に設定する必要

があります。

（注）

iSCSIストレージを設定するには、オンにします。[Enable iSCSI Storage]チェックボックス

プライマリファブリックインターコネクト（FI-A）
で、iSCSI vNICに関連付けられている VLANの名
前。

VLAN A名

プライマリファブリックインターコネクト（FI-A）
で、iSCSI vNICに関連付けられている VLANの
ID。

VLAN A ID

下位のファブリックインターコネクト（FI-B）で、
iSCSI vNICに関連付けられている VLANの名前。

VLAN B名

下位のファブリックインターコネクト（FI-A）で、
iSCSI vNICに関連付けられている VLANの ID。

VLAN B ID
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説明フィールド

FC Storage

将来的に任意の時点で外部ストレージの利用を希望する場合は、これを事前に設定する必要

があります。

（注）

FCストレージを有効にするには、オンにします、[Enable FC Storage]チェックボックス

WWノード名およびWWポート名の両方を含む
WWNプール。それぞれのファブリックインター
コネクトに対し、WWPNおよびWWNN用のWWxN
プールが作成されます。

WWxNプール

プライマリファブリックインターコネクト（FI-A）
の VSANの名前。デフォルトでは、
hx-ext-storage-fc-aに設定されています。

VSAN A名

プライマリファブリックインターコネクト（FI-A）
のネットワークに割り当てられた一意の ID。

UCSまたは Hyperflexシステムで現在使
用されているVSANIDを入力しないでく
ださい。UCSゾーニングを使用する既存
の VSAN IDをインストーラに入力する
と、そのVSANIDの既存の環境でゾーニ
ングが無効になります。

注意

VSAN A ID

下位のファブリックインターコネクト（FI-B）の
VSANの名前。デフォルトでは、
hx-ext-storage-fc-bに設定されています。

VLAN B名

下位のファブリックインターコネクト（FI-B）の
ネットワークに割り当てられた一意の ID。

UCSまたは Hyperflexシステムで現在使
用されているVSANIDを入力しないでく
ださい。UCSゾーニングを使用する既存
の VSAN IDをインストーラに入力する
と、そのVSANIDの既存の環境でゾーニ
ングが無効になります。

注意

VSAN B ID

詳細設定
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説明フィールド

ドロップダウンリストから HXサーバーに関連付
ける UCSファームウェアバージョンを選択しま
す。UCSファームウェアバージョンはUCSMバー
ジョンと一致する必要があります。詳細について

は、最新の Cisco HXデータプラットフォームリ
リースノートを参照してください。

たとえば、3.2(1d)。

UCSファームウェアバージョン

特定のクラスタ内のHXサーバのグループに適用さ
れる名前。これはユーザ定義の名前です。HyperFlex
クラスタ名は、簡単に識別できるようにサービス

プロファイルにラベルを追加します。

HyperFlex Cluster Name

一意のOrg Nameを指定します。これにより、残り
の UCSドメインからの HyperFlex環境の分離が保
証されます。

組織名

[Configuration]ペインでVLAN、MACプール、および IPアドレスプールの情報を確認します。
これらの VLAN IDは、環境に応じて変更できます。デフォルトでは、インストーラによって
VLANが非ネイティブとして設定されます。トランク設定を適切に適用することで、非ネイティ
ブ VLANに対応するようにアップストリームスイッチを設定する必要があります。

（注）

ステップ 8 [Continue]をクリックします。[Hypervisor Configuration]ページが表示されます。次のフィールドに入
力します。

再インストールの場合や、ESXiネットワーキングが完了している場合は、この手順で説明した
フィールドの入力を省略できます。

注目

説明フィールド

Configure Common Hypervisor Settings

IPアドレスを制限して制御するために、サブネッ
トマスクを適切なレベルに設定します。

たとえば、255.255.0.0と指定します。

[サブネットマスク（Subnet Mask）]

ゲートウェイの IPアドレス。

たとえば、10.193.0.1と指定します。

Gateway
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説明フィールド

DNSサーバの IPアドレス。

DNSサーバがない場合は、HXデータプラット
フォームインストーラの [Cluster Configuration]
ページのいずれのフィールドにもホスト名を入力し

ないでください。すべての ESXiホストに静的 IP
アドレスとホスト名のみを使用します。

複数のDNSサーバーを提供する場合は、
両方のDNSサーバーが正しく入力されて
いることを慎重に確認し、コンマで区切っ

てください。

（注）

DNSサーバ

Hypervisor Settings

IPアドレスを順番に並べるには、[IPアドレスとホスト名を順番に選択 (MakeIPAddressesandHostnames
Sequential)]を選択してください。

ドラッグアンドドロップを使用してサーバを並べ替えることができます。（注）

サーバ名。Name

サーバのシリアル番号。Serial

すべての ESXiホストに静的 IPアドレスとホスト
名を入力します。

Static IP Address

ホスト名フィールドを空欄のままにしないでくださ

い。

ホストネーム

ステップ 9 [Continue]をクリックします。[IP Addresses]ページが表示されます。各 HXノードでは、ハイパーバイ
ザ管理 IPアドレスとデータ IPアドレスの次のフィールドに値を入力します。IPアドレスについては、
ネットワークがデータネットワークまたは管理ネットワークに属すべきかどうかを指定します。

[Make IP Addresses Sequential]を選択して、IPアドレスを順番に並べるようにしてください。

説明フィールド

ESXiホストとストレージクラスタ間のハイパーバ
イザ管理ネットワーク接続を処理する静的 IPアド
レスを入力します。

Management Hypervisor

ストレージコントローラ VMとストレージクラス
タ間の HXデータプラットフォームストレージコ
ントローラ VM管理ネットワーク接続を処理する
静的 IPアドレスを入力します。

Management Storage Controller
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説明フィールド

ESXiホストとストレージクラスタ間のハイパーバ
イザデータネットワーク接続を処理する静的 IPア
ドレスを入力します。

Data Hypervisor

ストレージコントローラ VMとストレージクラス
タ間の HXデータプラットフォームストレージコ
ントローラ VMデータネットワーク接続を処理す
る静的 IPアドレスを入力します。

Data Storage Controller

[Hypervisor]、[Storage Controller VM (Management)]、[Hypervisor (Data)]、および [Storage Controller VM
(Data)]列の最初の行に IPアドレスを入力すると、Cisco HXデータプラットフォームインストーラに
よって、他のノードのノード情報に増分自動入力が適用されます。ストレージクラスタ内のノードの

最小数は 3です。それより多くのノードがある場合は、[追加（Add）]ボタンを使用して、アドレス情
報を指定します。

コンピューティング専用ノードは、ストレージクラスタを作成してからでないと追加できま

せん。

（注）

HXデータプラットフォームストレージクラスタ
の管理ネットワーク IPアドレスを入力します。

Cluster Management IP Address

HXDataPlatformストレージクラスタのデータネッ
トワークの IPアドレスを入力します。

Cluster Data IP Address

ここで指定した各 IPアドレスは、ストレージクラスタ内の 1つのノードに適用されます。ノードが利
用不能になった場合、影響を受けた IPアドレスがストレージクラスタ内の別のノードに移動されま
す。すべてのノードに、これらの IPアドレスを受け入れるように設定されたポートが必要です。

VLANと vSwitchについてのサブネット情報を入力
します。「ネットワーク VLANおよび vSwitchの
要件」の項を参照してください。

管理ネットワークのネットワーク値を入力します。

たとえば、255.255.255.0と指定します。

管理サブネットマスク（Management Subnet
Mask）

データネットワークのネットワーク値を指定しま

す。たとえば、255.255.255.0と指定します。
Data Subnet Mask

管理ネットワークのネットワーク値を指定します。

たとえば、10.193.0.1と指定します。
Management Gateway

データネットワークのネットワーク値を指定しま

す。たとえば、10.193.0.1と指定します。
Data Gateway

ステップ 10 [Continue]をクリックします。[クラスタの設定（Cluster Configuration）]ページが表示されます。作成中
のストレージクラスタの次のフィールドに値を入力します。
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説明フィールド

Cisco HX Cluster

HXデータプラットフォームストレージクラスタ
の名前。

クラスタ名（Cluster Name）

ストレージクラスタ間のデータの冗長レプリカの

数。これは2個または3個の冗長レプリカになりま
す。

•ハイブリッドサーバ（SSDおよびHDDを含む
サーバ）の場合、デフォルト値は 3です。

•フラッシュサーバ（SSDのみを含むサーバ）
の場合は、2または 3を選択します。

•稼働ワークロードには 3を推奨します。

[Replication Factor]ドロップダウンリスト

デフォルトの管理者ユーザ名とパスワードがコント

ローラVMに適用されます。VMは、コンバージド
とコンピューティング専用のすべてのノードにイン

ストールされます。

重要 •コントローラ VMまたはコントロー
ラ VMのデータストアの名前は変更
できません。

•すべてのコントローラ VMに同じパ
スワードを使用します。異なるパス

ワードの使用はサポートされていま

せん。

• 1つの大文字、1つの数字、1つの特
殊文字を含み、合計で少なくとも 10
文字になる複合パスワードを指定し

ます。

•作成するコントローラVMおよびHX
クラスタにユーザ定義のパスワード

を指定できます。パスワードの文字

と形式の制限事項については、

『Cisco HX Data Platform Management
Guide』の「Guidelines for HX Data
Platform Special Characters」の項を参
照してください。

Controller VM Password

vCenterの設定
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説明フィールド

Cisco HyperFlexクラスタの vCenterデータセンター
の名前。

vCenterデータセンター名（vCenter Datacenter
Name）

vCenterクラスタ名。vCenterクラスタ名（vCenter Cluster Name）

システムサービス

各 DNSサーバの IPアドレスのカンマ区切りリス
ト。

DNSサーバ

各 NTPサーバの IPアドレスのカンマ区切りリス
ト。ホストはすべて、同じ NTPサーバを使用する
必要があります。これは、ストレージコントロー

ラVMおよび ESXiホスト上で動作するサービス間
のクロック同期に使用されます。

NTPサーバ（NTP Servers）

スケジュールされたスナップショットをいつ取得す

るかを決定する、コントローラ VMのローカルタ
イムゾーン。スケジュールされたネイティブスナッ

プショットの処理はこの設定に基づきます。

[Time Zone]ドロップダウンリスト

コネクテッドサービス

自動サポートを有効化します。HX Connectにログ
オンしてこれらのサービスを構成するか、またはそ

れらを選択的にオンまたはオフにします。

コネクテッドサービスの有効化（推奨）

ASUPによるトリガー時に SR通知が送信される電
子メールアドレス。

Send service ticket notifications to

Advanced Networking

これらの vSwitch名を変更しないでください。重要

デフォルトは vswitch-hx-inband-mgmtです。Management vSwitch

デフォルトは vswitch-hx-storage-dataです。Data vSwitch

Advanced Configuration
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説明フィールド

ホストのvSwitchおよびvNIC、ならびに各ストレー
ジコントローラ VMでストレージデータネット
ワークのMTUサイズを設定する場合は、この
チェックボックスをオンにします。

デフォルト値は 9000です。

MTUサイズを 9000以外の値に設定する
には、Cisco TACにお問い合わせくださ
い。

（注）

ジャンボフレーム

[Enable Jumbo Frames]チェックボックス

ストレージクラスタに追加されたすべてのノード

から既存のデータおよびパーティションをすべて削

除するには、このチェックボックスをオンにしま

す。保持する必要があるデータは、バックアップす

る必要があります。

既存のデータおよびパーティションを削

除するには、このオプションを選択しま

す。

（注）

これは、手動で準備されたサーバ用です。工場で準

備されたシステムにはこのオプションを選択しない

でください。工場で準備されたシステムのディスク

パーティションは正しく設定されています。

Disk Partitions

ディスクパーティションのクリーンアップチェッ

クボックス

VDIのみの環境でオンにします。

ストレージクラスタの作成後にVDI設定
を変更するには、リソースをシャットダ

ウンまたは移動し、変更を加え、クラス

タを再起動します。

（注）

VirtualDesktop (VDI)（仮想デスクトップ（VDI））

チェックボックスを選択します

この情報は、SSO URLが到達可能でない場合のみ
必要です。

Cisco TACからの指示がある場合以外は
このフィールドを使用しないでください。

重要

[vCenter Server] > [Manage] > [Advanced Settings] >
[key config.vpxd.sso.sts.uri]にナビゲートして、
vCenterで SSO URLを見つけることができます。

vCenter Single-Sign-On Server

ステップ 11 [Start]をクリックして、導入を開始します。[Progress]ページに、さまざまな設定タスクの進捗状況が表
示されます。
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確認に関する警告を無視しないでください。

詳細については、「警告 (Warnings)」の項を参照してください。

注意

次のタスク

•一部の検証エラー（無効な ESXiパスワード、正しくない NTPサーバ、不正な SSOサー
バ、または他の誤った入力）では、パラメータの再入力が必要になる場合があります。

[Re-enter Values]をクリックして [Cluster Configuration]ページに戻り、問題を解決しま
す。

•完了すると、HyperFlexサーバがインストールされて設定されます。展開されたクラスタ
ステータスは、[Online]および [Healthy]のステータスを表示します。

•必要に応じて、[Launch HyperFlex Connect]をクリックし、データストアを作成してクラ
スタを管理します。

GPUを搭載した HyperFlexノードの設置
GPUを搭載した HyperFlexノードを設置するときには、特定の BIOSポリシーの変更が必要に
なります。サポート対象のすべてのGPUカードでは、4GBを超えるメモリマップ I/O（MMIO）
を許可する BIOS設定を有効にする必要があります。詳細については、『Requirement for All
Supported GPUs』を参照してください。

HyperFlexクラスタ作成後の GPUの設置

クラスタを作成した後に GPUを設置する場合は、BIOSポリシー設定が有効になるように、
サーバに関連付けられているサービスプロファイルを変更する必要があります。

BIOS設定を有効にするには、『Cisco UCS Manager Controlled Server』の詳細な説明に従いま
す。ステップ 3に指定されているように、4 GB構成を超えたメモリマップ I/Oを [Enabled]に
設定します。

HyperFlexクラスタ作成前の GPUの設置

クラスタを作成する前に GPUカードを設置する場合は、クラスタの作成時に、詳細ワークフ
ローを選択します。

1. HXData Platformインストーラページで、[I knowwhat I'm doing, let me customizemyworkflow]
を選択します。

2. [Run UCS Manager Configuration]をオンにし、[Continue]をクリックします。

HyperFlexノードに必要なサービスプロファイルが作成されます。
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3. BIOS設定を有効にするには、『Cisco UCSManager Controlled Server』の詳細な説明に従い
ます。ステップ3に指定されているように、4GB構成を超えたメモリマップ I/Oを [Enabled]
に設定します。

4. HXDataPlatformインストーラページの詳細ワークフローに戻って [RunESXConfiguration]、
[Deploy HX Software]、および [Create HX Cluster]を続行して、クラスタの作成を完了しま
す。

HyperFlexクラスタの作成に関する考慮事項

HX Data Platformインストーラタスク

HX Data Platformインストーラは、次のタスクを実行します。

•ハイパーバイザの設定。

• ESXiホストの準備。

•ストレージコントローラ VMの導入。

•確認検査の実行。

•クラスタ作成ステータスの表示。

インストーラのナビゲーション支援ボタン

•設定のエクスポート（Export Configuration）：下向きの矢印アイコンをクリックすると、
JSON設定ファイルをダウンロードできます。

•テクニカルサポート（Tech Support）：疑問符アイコンをクリックして、HyperFlex Data
Platformソフトウェアバージョンに関連する詳細を表示します。Cisco TAC用にテクニカ
ルサポートバンドルを作成するには、[Create New Bundle]をクリックします。

•変更の保存（SaveChanges）：円のアイコンをクリックすると、HyperFlexクラスタ設定パ
ラメータに加えられた変更を保存できます。

•設定（Settings）：歯車のアイコンをクリックすると、[Start over]または [Log Out]を実行
できます。

考慮事項

•完全なクラスタの作成ワークフローが選択された場合、UCSManagerの設定に基づいて、
VLANが自動的に ESXiに設定されます。

•導入とクラスタ作成のみが選択されている場合には、管理ネットワークとデータネット
ワークの VLAN IDを入力できます。
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警告およびエラーメッセージ

• UCSMの設定とハイパーバイザの設定は正常に完了したものの、導入またはクラスタ作成
は失敗した：[Settings Icon] > [Start Over]をクリックします。[I know what I'm doing, let me
customize my workflow]を選択すると、障害が発生した時点からクラスタの設定を開始で
きます。

•値の再入力のために戻ると、IPアドレス画面が空白になっている：IPアドレスを手動で
追加します。このページの [Add Server]をクリックすると、クラスタに含めるサーバをそ
れぞれ追加し、すべての IPアドレスを再入力できます。

• DNSがインストーラ VMに正しく設定されていない（SSOエラー）ときに、サーバ到達
可能性の問題が見られる：[SSO]フィールドを手動で編集し、FQDNの代わりに IPアドレ
スを使用するか、DNS設定をトラブルシューティングして修正します。

•別のクラスタを作成するときに、CiscoHyperFlexバージョンに一致するCiscoUCSManager
バージョンが選択されていることを確認してください。一致するバージョンが選択されて

いない場合は、正しいバージョンを手動で入力します。

現在の互換性マトリックスについては、『Release Notes for CiscoHXData Platform』のソフ
トウェアバージョンの表を参照してください。
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第 6 章

HyperFlex Data Platformでのスマートライ
センスの設定

•スマートライセンスと HyperFlex（83ページ）
•スマートライセンスへのクラスタの登録（87ページ）
•スマートライセンス承認の更新（89ページ）
•スマートライセンスからのクラスタの登録解除（90ページ）

スマートライセンスと HyperFlex

概要

シスコスマートソフトウェアライセンシング（スマートライセンス）は新しいインテリジェ

ントなソフトウェアライセンス管理ソリューションで、組織全体でライセンスを調達、導入、

管理するなど、時間のかかる手動のライセンスタスクを自動化します。どのようなライセンス

をどのように使用しているかを把握できるように、ライセンスの所有権および消費状況を可視

化します。

スマートライセンスにより、会社全体でライセンスがプールされます。サーバベースのライセ

ンスまたはスマートライセンスは、会社が所有する互換性のあるデバイスで使用できるよう

に、デバイスにノードロックされません。仮想アカウントを使用して会社のライセンスと製品

インスタンスをたとえば事業部門や製品タイプや ITグループ別に論理エンティティに編成す
ると、仮想アカウント間でデバイスとライセンスを簡単に転送できるようになります。

スマートライセンス機能は、CiscoHyperFlexと統合されており、HXストレージクラスタを作
成するとすぐに自動的に有効になります。HXストレージクラスタによるライセンス消費の報
告を開始するには、Ciscoスマートアカウントを通じて、そのクラスタを Cisco Smart Software
Manager（SSM）に登録する必要があります。スマートアカウントは、会社全体でシスコのソ
フトウェアライセンスおよび製品インスタンスを完全に可視化し、それらへのアクセスを制御

するクラウドベースのリポジトリです。登録の有効期間は 1年です。

登録すると、スマートアカウント側で HyperFlexを識別し、ライセンスの使用状況を Cisco
Smart Software Managerまたは Smart Software Managerサテライトに報告できます。登録後、
HyperFlexはライセンスの使用状況を現在のライセンス状況とともに、 Cisco Smart Software
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Managerまたは Smart Software Managerに報告します。詳細については、以下のライセンスス
テータスセクションを参照してください。

HXストレージクラスタを登録した後、Cisco Smart Software Managerまたは Smart Software
Managerサテライトに対して HyperFlexを特定するために使われる証明書により通信メッセー
ジに署名します。HyperFlexは次の要求を自動的に送信します。

• 6ヵ月ごとの更新登録要求。自動登録更新が行われない場合は、stcli license renew id

コマンドを使用して手動で更新します。

•スマートライセンスでは、30日ごとの更新承認要求が必要です。自動承認更新が行われ
ない場合は、stcli license renew authコマンドを使用して手動で更新します。更新を試

みたときに接続が利用できない場合か、更新時間が接続時間帯外である場合にのみ、ス

マートライセンス承認を手動で更新する必要があります。

•また、更新の承認要求は、ライセンスの消費が変更されるたびに Cisco Smart Software
Managerまたは Smart Software Managerに送信されます。この承認の有効期間は 90日で
す。HyperFlexが 90日の間に Cisco Smart Software Managerまたは Smart Software Manager
に問い合わせて自身の承認を更新しなかった場合、HyperFlexで消費されているライセン
スは回収され、プールに戻されます。

ライセンスステータス

システム機能性ステータスの確認説明Registration
Status

特長または機能性に影

響はありません。

ステータスを確認する

か、残りの評価期間を

確認するには、#stcli

license show allを実

行します。

Result:
Mode = Eval &
Remaining
period(Number of
Days:Hours:Minutes)

スマートライセンスは有効で

すが、HXストレージクラス
タは、90日間の評価期間およ
び Cisco Smart Software
Managerまたは Smart Software
Managerに登録されません。

評価モード

特長または機能性に影

響はありません。

• Syslogメッセージ
の生成します。

• HX接続 UIで 評
価の期限が切れ

警告を生成しま

す。

ステータスを確認する

には、#stcli license

show allを実行しま

す。

Result:
Mode = Evaluation
Expired

スマートライセンスは有効で

すが、HXストレージクラス
タは、Cisco Smart Software
Managerまたは Smart Software
Managerに登録されません。
ライセンスは最初の未確認状

態で、コンプライアンス違反

とは見なされません。

評価期限切れ

Cisco HyperFlex Systemsインストレーションガイド for VMware ESXi、リリース 2.6
84

HyperFlex Data Platformでのスマートライセンスの設定

スマートライセンスと HyperFlex



システム機能性ステータスの確認説明Registration
Status

——スマートライセンスは有効

で、HXストレージクラスタ
は、Cisco Smart Software
Managerまたは Smart Software
Managerに登録されます。ラ
イセンスの消費数は所有数を

下回っています。

コンプライア

ンス

特長または機能性に影

響はありません。

• Syslogメッセージ
の生成します。

•クラスタレベル
で HX接続 UIに
コンプライアンス

違反警告を生成

します。

ステータスを確認する

には、#stcli license

show allを実行しま

す。

Result:
Mode = Out of
Compliance

所有している数よりも多いラ

イセンスを消費しています。

シスコは、デバイス

が不適合であって

も、お客様のネット

ワークに干渉するこ

ともシャットダウン

することもありませ

ん。

重要

•初期登録状態でのコンプ
ライアンス違反—スマー
トライセンスは有効で、

HXストレージクラスタ
は、Cisco Smart Software
Managerまたは Smart
SoftwareManagerサテライ
トに登録されますが、最

初の登録後には十分なラ

イセンスがありません。

•初期状態後でのコンプラ
イアンス違反—スマート
ライセンスは有効で、HX
ストレージクラスタは、
Cisco Smart Software
Managerまたは Smart
SoftwareManagerサテライ
トに登録されますが、十

分なライセンスがありま

せん。

コンプライア

ンス違反
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システム機能性ステータスの確認説明Registration
Status

特長または機能性に影

響はありません。

• Syslogメッセージ
の生成します。

• HX接続のイベン
トまたはアラーム

はありません。

• Cisco Smart
Software Manager
ポータルでは、フ

ラグと通知が表示

されます。

ステータスを確認する

には、#stcli license

show statusを実行し

ます。

Result:
Mode = Authorization
Expired

スマートライセンスは有効

で、HXストレージクラスタ
は、Cisco Smart Software
Managerまたは Smart Software
Managerサテライトに登録さ
れますが、90日以上 Cisco
Smart Software Managerまたは
Smart Software Managerサテラ
イトと通信することはありま

せん。

認証が期限切

れ

動作は Cisco Smart
Software Managerサー
バによってほとんどコ

ントロールされていま

す。

このステー

タスは、HX
ストレージ

クラスタに

制限機能が

含まれてい

る場合にの

み適用され

ます。

（注）

—スマートライセンスは有効

で、HXストレージクラスタ
は、Cisco Smart Software
Managerまたは Smart Software
Managerサテライトに登録さ
れますが、エクスポートコン

トロールを使用するために登

録することはできません。

エクスポート

コントロール

フラッグを

「許可しな

い」に設定す

る
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システム機能性ステータスの確認説明Registration
Status

• Syslogメッセージ
の生成します。

• HX接続のイベン
トまたはアラーム

はありません。

• Cisco Smart
Software Manager
ポータルでは、フ

ラグと通知が表示

されます。

ステータスを確認する

には、#stcli license

show statusを実行し

ます。

Result:
Mode: ID Certificate
Expired

すべての条件を消去し

コンプライアンスス

テータス に戻るに

は、次のコマンドを実

行します。

#stcli license renew
<auth>/<id>

スマートライセンスは有効

で、HXストレージクラスタ
は、Cisco Smart Software
Managerまたは Smart Software
Managerサテライトに登録さ
れますが、ID証明書は 6か月
以上更新されていません。ラ

イセンスは不特定未確認状態

で、コンプライアンス違反と

見なされます。

ID証明書の有
効期限が切れ

ています

スマートライセンスと Smart Software Managerサテライト

インターネット接続を使用してインストール済みベースを管理しないようにするか、それが許

可されていない場合は、Smart SoftwareManagerサテライトをオンプレミスでインストールし、
Cisco Smart Software Managerのサブセットを使用してライセンスをローカルに管理できます。
Smart Software Managerサテライトのダウンロード. HyperFlex用に Smart Software Managerサテ
ライトを設定するには、HX Data Platform CLIから次のコマンドを実行します。
stcli services sch set --portal-url
http://<satellite-host>/Transportgateway/services/DeviceRequestHandler --email
<user-email-address>

Smart Software Managerサテライトを Cisco Smart Software Managerに登録およびし、完全に機
能した後、30日おきに Cisco Smart Software Managerを同期する必要があります。同期には次
の 2つのオプションがあります。

•ネットワークが接続されているときのオンデマンドまたはスケジュール済み同期。

•ライセンスファイルをダウンロードおよびアップロードして手動で同期します。

スマートライセンスへのクラスタの登録
スマートライセンスは自動的にHXストレージクラスタと統合し、デフォルトでは有効です。
スマートライセンスはインストールしません。HXストレージクラスタはスマートライセン
スでは登録されておらず、90日間評価モードです。90日以内に、HXストレージクラスタを
登録して機能をすべて使用する必要があります。
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Smart SoftwareManagerサテライトともにHyperFlexクラスタを登録する前に、プロキシが設定
されていないことを確認します。プロキシが設定されている場合は、Smart Software Manager
サテライトとともにクラスタを登録する前にプロキシを削除します。

注目

始める前に

• HXストレージクラスタが HyperFlex Data Platform 2.5（1a）移行を実行していることを確
認します。

•スマートライセンスの使用を開始する前には、Ciscoスマートアカウントを持っている必
要があります。スマートアカウントは発注時に作成（または選択）できます。または長期

ではスマートアカウントを発注外で作成して、新規または既存のライセンスを追加するこ

ともできます。

スマートアカウントを作成するには、[Cisco SoftwareCentral] > [Request a SmartAccount]
（https://webapps.cisco.com/software/company/smartaccounts/home?route=module/accountcreation）
を参照してください。

ステップ 1 コントローラ VMにログインします。

ステップ 2 スマートライセンスモードで HXストレージクラスタを確認します。
# stcli license show status

フィードバックには [Smart Licensing is ENABLED]、[Status: UNREGISTERED]と表示され、90日の評価期
間の残り時間（日、時、分、秒）が表示されます。スマートライセンスの評価期間は、HXストレージク
ラスタでライセンス機能を使用し始めたときに開始され、更新はできません。評価期間の期限が切れた後

に、スマートエージェントは通知を送信します。

ステップ 3 使用するバージョンに応じて、ソフトウェアマネージャにログインします。

説明オプション

[Cisco Software Central]（https://software.cisco.com/）に移動し、スマート
アカウントにログインします。[ライセンス]ウィンドウで、[スマート

Cisco Smart Software Manager

ソフトウェアライセンシング ]をクリックします。[Inventory]をクリッ
クします。

https://<IP address of the satellite>:8443にアクセスし、
管理者のクレデンシャルを使用してサテライトにログインします。

Smart SoftwareManagerサテライ
ト

ステップ 4 HXストレージクラスタを登録するバーチャルアカウントから、[General]をクリックして、[New Token]
をクリックします。

ステップ 5 [Create Registration Token]ダイアログボックスで、次を実行して、[Create Token]をクリックします。

•トークンの簡潔な [Description]を追加します。

•トークンをアクティブであり他の製品で使用できるようにする日数を入力します。最大= 365日
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• [Allow export-controlled functionality on the products registered with this token]をオンにします。

ステップ 6 [New ID Token]行から、[Actions]ドロップダウンリストをクリックし、[Copy]をクリックします。

ステップ 7 コントローラ VMにログインします。

ステップ 8 HXストレージクラスタを登録します。 idtoken-stringは、Cisco Smart SoftwareManagerまたは Smart Software
Managerサテライトからの [新規 IDトークン]です。
# stcli license register --idtoken idtoken-string

ステップ 9 HXストレージクラスタが登録されていることを確認します。
# stcli license show summary

別の方法として、HXストレージクラスタが登録されていることは、[Cisco Smart SoftwareManager] > [イ
ンベントリ] > [製品ｲﾝｽﾀﾝｽ]で確認できます。

例：

root@SpringpathController8OIW1HJOKW:~# stcli license show summary

Smart Licensing is ENABLED

Registration:
Status: REGISTERED
Smart Account: Corp X HyperFlex License
Virtual Account: west-region
Last Renewal Attempt: None
Next Renewal Attempt: Aug 1 17:47:06 2017 PDT

License Authorization:
Status: AUTHORIZED
Last Communication Attempt: SUCCEEDED
Next Communication Attempt: Mar 4 16:47:11 2017 PST

License Usage:
License Entitlement Tag

Count Status

------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------

Cisco Vendor String XYZ
regid.2016-11.com.cisco.HX-SP-DP-S001,1.0_1c06ca12-18f2-47bd-bcea-518ab1fd4520 3 InCompliance

スマートライセンス承認の更新

始める前に

• HXストレージクラスタがスマートライセンスに次のコマンドを使用して登録されている
ことを確認します。

# stcli license show status
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ステップ 1 コントローラ VMにログインします。

ステップ 2 次のコマンドを使用してスマートライセンス承認を更新します。

# stcli license renew id

# stcli license renew auth

ステップ 3 HXストレージクラスタが更新され、承認されていることを確認します。
# stcli license show summary

スマートライセンスからのクラスタの登録解除
ライセンスを解放してプールに戻して別の HXストレージクラスタで使用されるようにする
か、またはCisco Smart SoftwareManagerの登録を削除する場合（たとえばクラスタをデコミッ
ションする場合）には、HXストレージクラスタを登録解除します。HXストレージクラスタ
を登録解除すると、HyperFlexは評価期間が残っていれば評価モードで実行します。そうでな
い場合は、HyperFlexは評価の有効期限切れの状態になります。

スマートエージェントはライセンスクラウドにアクセスし、それ自体を登録解除します。プ

ラットフォームのすべてのスマートライセンス資格と証明書が削除されます。信頼されている

ストアのすべての証明書と登録情報が削除されます。スマートエージェントは登録解除のため

にシスコに通信できない場合でも登録解除できます。スマートライセンスを再び使用すること

が必要になる場合、HXストレージクラスタを再登録します。スマートライセンスへのクラス
タの登録（87ページ）を参照してください。

始める前に

• HXストレージクラスタがスマートライセンスに次のコマンドを使用して登録されている
ことを確認します。

# stcli license show status

ステップ 1 コントローラ VMにログインします。

ステップ 2 スマートライセンスから HXストレージクラスタを登録解除します。
# stcli license deregister

ステップ 3 HXストレージクラスタが登録解除されたことを確認します。
# stcli license show summary
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第 7 章

クラスタ設定後のタスク

•クラスタ設定後のガイドライン（91ページ）
•ホスト上のネットワークデバイスの PCIパススルー有効化（92ページ）
•インストール後のスクリプトの実行（92ページ）
• ESXiホストルートパスワードの変更（96ページ）
•ストレージコントローラパスワードの変更（96ページ）
• vSphereを介した HXデータプラットフォームプラグインへのアクセス（97ページ）
•ストレージクラスタでのデータストアの追加（97ページ）
• HAハートビートの設定（98ページ）
• HyperFlexの Auto Supportと Smart Call Home（98ページ）
•複製ペアリング（105ページ）
•プライベート VLANの追加（105ページ）
•分散型仮想スイッチと Cisco Nexus 1000v（109ページ）
• HX Data Platformでの vCenterのホスト（111ページ）
• AMD GPUの展開（111ページ）

クラスタ設定後のガイドライン

• SSHをすべての ESXiホストで有効なままにします。これは、次の Cisco HyperFlexクラス
タ設定後操作に必要です。

• HX Data Platformで使用される ESXiバージョンの場合、ESXiのチューニングや設定は
HyperFlex Data Platformに合わせて最適化されています。ESXiのチューニングを変更する
必要がある場合は、TACに連絡して指示を受けてください。

重要
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ホスト上のネットワークデバイスの PCIパススルー有効
化

パススルーデバイスは、より効率的にリソースを使用して環境内のパフォーマンスを向上させ

るための手段を提供します。PCIパススルーを有効化することで、VMはホストデバイスを、
VMに直接接続されているように使用できます。

次の手順では、ESXiホスト上の PCIパススルー用にネットワークデバイス（NVIDIA GPUな
ど）を設定する方法を説明します。

ステップ 1 vSphere Clientのナビゲーションパネルで ESXiホストを参照します。

ステップ 2 [Manage]タブをクリックし、[Settings]をクリックします。

ステップ 3 [Hardware]タブで、 [PCI Devices]をクリックします。利用可能なパススルーデバイスのリストが表示
されます。

ステップ 4 デバイス（NVIDIA GPUなど）を選択して、[Toggle passthrough]をクリックします。

ステップ 5 ホストを再起動して、PCIネットワークデバイスを利用可能にします。

ステップ 6 vSphere Web Clientを使用して vCenterにログインします。

ステップ 7 VMを特定して [Manage]タブをクリックします。[Settings]> [VMHardware]を選択します。[編集（Edit）]
をクリックします。

ステップ 8 [New device]ドロップダウンメニューで [PCI Device]を選択して、[Add]をクリックします。

ステップ 9 使用するパススルーデバイス（例：NVIDIA GPU）をクリックして、[OK]をクリックします。

ステップ 10 ESXiホストにログインし、仮想マシンの設定ファイル（.vmx）をテキストエディタで開きます。

cd /vmfs/volumes/[datastore_name]/[vm_name]
vi [vmname].vmx

ステップ 11 次の行を追加して保存し、テキストエディタを終了します。

# pciPassthru.64bitMMIOSizeGB = "64"
# Firmware = "efi"
# pciPassthru.use64bitMMIO = "TRUE"

インストール後のスクリプトの実行
インストーラVMでインストール後スクリプトを実行することで、インストール後のタスクを
完了できます。スクリプトは、すべてのネットワークインターフェイス（管理、vMotion、お
よびストレージネットワーク）に pingを実行して、ファブリックが完全に利用できることを
確認します。また、ノースバウンドスイッチで VLANのタギングが正しいことと、ジャンボ
フレーム設定を検証します。
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• post_installスクリプトは、ノースバウンドスイッチ経由で強制的に接続を確立します。
ネットワークが正しく設定されていない場合は、1つのノードがクラスタ内で接続を一時
的に失う可能性があります。テストが完了すると、設定が元に戻ります。

• HyperFlexシステムを導入したら、すぐに post_installを実行し、ネットワークが動作する
ことを確認します。

•アップストリームネットワークを以前に検証したことがある場合を除き、実稼働システム
でこのスクリプトを実行しないでください。

• Webベースの SSHがロードされていない場合、優先クライアントを使用してインストー
ラ VMに SSHで接続し、post_installスクリプトを実行します。

重要

1. Webブラウザから、http://<installer VM IP>/msshにアクセスします。

2. インストーラ VMのルートクレデンシャルでログインします。

3. post_installと入力し、[Enter] を押します。

4. 次の表に指定しているように、インストール後スクリプトパラメータを設定します。

インストール後スクリプトに問題が発生した場合は、インストール後スクリプトのパラメータ

を手動で設定します。

（注）

説明パラメータ

ベストプラクティスに従って vSphere高可
用性（HA）機能を有効にします。

クラスタでHA/DRSを有効にするか（Enable
HA/DRS on cluster?）

vCenterで SSHとシェルの警告を抑制しま
す。HyperFlexシステムを適切に機能させる
には、SSHを有効のままにしておく必要が
あります。

SSH警告を無効にするか（Disable SSH
warning?）

ベストプラクティスに従って vMotionイン
ターフェイスを設定します。IP addressと
VLAN IDの入力は必須です。

vMotionインターフェイスを追加する（Add
vMotion interfaces）

Cisco UCSManagerおよびすべてのクラスタ
ホスト上の ESXi内にゲスト VLANを追加
します。

VMネットワーク VLANを追加する（Add
VM network VLANs）

ESXiホストで NTPを設定し、有効にしま
す。

ESXiホストで NTPを有効にする（Enable
NTP on ESXi hosts）
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説明パラメータ

寛容モードは Defaultになりました。[Y]を
押して処理を続行します。

寛容モードを有効にする（Enable Lenient
Mode?）

SMTPメールサーバと自動サポートパラ
メータが設定されている場合は、SMTPリ
レーが動作していることを確認するために

テストメールが送信されます。

テストメールを送信する（Send test email?）

5. ネットワークエラーが報告された場合には修正します。

サンプルのインストール後のスクリプト

root@Cisco-HX-Data-Platform-Installer:~# post_install
Setting ESX hosts from HX cluster...
vCenter URL: 172.26.17.177
Enter vCenter username (user@domain): administrator@vsphere local
vCenter password:
Found datacenter RTP-DC
Found cluster HX-Cluster

Enable HA/DRS on cluster? (y/n) y

Disable SSH warning? (y/n) y

configure ESXi logging onto HX datastore? (y/n) y
No datastores found
Creating datastore...
Name of datastore: HX-Logs
size (6B): 50
Storing logs on datastore HX-Logs
Creating folder [HX-Logs]/esxi_logs

Add vmotion interfaces? (y/n) y
Netmask for vMotion: 255.255.255.0
VLAN ID: (0-4096) 3093
vMotion IP for esx-hx-6.cpoc-rtp.cisco.com: 192.168.11.154
Adding vmKernel to esx-hx-6.cpoc-rtp.cisco.com
vMotion IP for esx-hx-l.cpoc-rtp.cisco.com: 192.168.11.151
Adding vmotion to esx-hx-l.cpoc-rtp.cisco.com
Adding vmKernel to esx-hx-l.cpoc-rtp.cisco.com
vMotion IP for esx-hx-5 .cpoc- rtp.cisco.com: 192.168.11.153
Adding vmKernel to esx-hx-5.cpoc-rtp.cisco.com
vMotion IP for esx-hx-2.cpoc- rtp.cisco.com: 192.168.11.152
Adding vmKernel to esx-hx-2.cpoc-rtp.cisco.com

Add VM network VLANs? (y/n) n

Enable NTP on ESX hosts? (y/n) y
Starting ntpd service on esx-hx-6.cpoc-rtp.cisco.com
Starting ntpd service on esx-hx-l.cpoc-rtp.cisco.com
Starting ntpd service on esx-hx-5.cpoc-rtp.cisco.com
Starting ntpd service on esx-hx-2.cpoc-rtp.cisco.com

Enable Lenient Mode? (y/n) y
Lenient mode is already set

Send test email? (y/n) n

Cisco HyperFlex Systemsインストレーションガイド for VMware ESXi、リリース 2.6
94

クラスタ設定後のタスク

インストール後のスクリプトの実行



Validating cluster health and configuration...
Found UCSM hyper-ucs.cpoc-rtp.cisco.com, logging with username admin. Org is hx-cluster

UCSM Password:

Checking MTU settings
pinging 192.168.16.164 from vmk1
pinging 192.168.10.161 from vmk1
pinging 192.168.16.163 from vmk1
pinging 192.168.1(3.162 from vmk1
Setting vnic2 to active and vmic3 to standby
Pinging 192.168.10.164 from vmk1
pinging 192.168.16.164 with mtu 8972 from vmkl
Pinging 192.168.10.161 from vmk1
pinging 192.168.10.161 with mtu 8972 from vmkl
pinging 192.168.16.163 from vmk1
pinging 192.168.10.163 with mtu 8972 from vmkl
pinging 192.168.10.162 from vmk1
pinging 192. 168.16. 162 with mtu 8972 from vmkl
Setting vmnic3 to active and vnic2 to standby
pinging 172.26.17.154 from vmk0
pinging 172.26.17 .151 from vmk0
pinging 172.26.17.153 from vmk0
Pinging 172.26.17.152 from vmk0
Setting vnicl to active and vmnic0 to standby
pinging 172.26.17.154 from vmk0
Pinging 172.26.17.151 from vmk0
pinging 172.26.17.153 from vmk0
pinging 172.26.17.152 from vmk0
Setting vmnic0 to active and vnicl to standby
pinging 192.168.11.154 from vmk2
pinging 192.168.11.151 from vmk2
pinging 192.168.11.153 from vmk2
pinging 192.168.11.152 from vmk2
Setting vnic7 to active and vmnic6 to standby
pinging 192.168.11.154 from vmk2
pinging 192.168.11.154 with mtu 8972 from vmk2
pinging 192.168.11.151 from vmk2
pinging 192.168.11.151 with mtu 8972 from vmk2
Pinging 192.168.11.153 from vmk2
pinging 192.168.11.153 with mtu 8972 from vmk2
pinging 192.168.11.152 from vmk2
pinging 192.168.11.152 with mtu 8972 from vmk2
Setting vmnic6 to active and vnic7 to standby

サンプルのネットワークエラー

Host: esx-hx-5.cpoc-rtp.cisco.com
Np errors found

Host: esx-hx-6.cpoc-rtp.clsco.com
No errors found

Host: esx-hx-l.cpoc-rtp.cisco.com
No errors found

Host: esx-hx-2.cpoc-rtp.cisco.com
No errors found

controller VM clocks:
stctlVM-FCH1946V34Y - 2016-09-16 22:34:04
stCtlVM-FCH1946V23M - 2016-09-16 22:34:04
stctIVM-FCH1951V2TT - 2016-09-16 22:34:04
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stctlVM-FCH2004VINS - 2016-09-16 22:34:04

Cluster:
Version - 1.8.1a-19499
Model - HX220C-M4S
Health - HEALTHY
Access policy - LENIENT
ASUP enabled - False
SMTP server - smtp.cisco.com

ESXiホストルートパスワードの変更
インストール後のデフォルトの ESXiルートパスワードを変更するには、次の手順を実行しま
す。

ESXiルートパスワードを忘れた場合は、パスワードの復旧について Cisco TACにお問い合わ
せください。

（注）

ステップ 1 SSHを使用して ESXiホストサービス制御にログインします。

ステップ 2 ルート権限を取得します。

su -

ステップ 3 現在のルートパスワードを入力します。

ステップ 4 ルートパスワードを変更します。

passwd root

ステップ 5 新しいパスワードを入力し、Enterキーを押します。確認のためにパスワードを再入力します。

2回目に入力したパスワードが一致しない場合は、最初からやり直す必要があります。（注）

ストレージコントローラパスワードの変更
インストール後にHyperFlexストレージコントローラのパスワードをリセットするには、次の
手順を実行します。

ステップ 1 ストレージコントローラ VMにログインします。

ステップ 2 HyperFlexストレージコントローラのパスワードを変更します。
# stcli security password set

このコマンドによって、変更がストレージクラスタ内のすべてのコントローラ VMに適用されます。
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Unixのパスワードコマンドは使用しないでください。（注）

ステップ 3 新しいパスワードを入力します。

ステップ 4 Enterを押します。

vSphereを介した HXデータプラットフォームプラグイ
ンへのアクセス

GUIを介してストレージクラスタを管理するには、vSphere Webクライアントを起動します。
vSphereWebクライアントおよびHXデータプラットフォームプラグインを使用してストレー
ジクラスタにアクセスします。

ステップ 1 HXデータプラットフォームインストーラから、インストールの完了後に、[Summary]ページで [Launch
vSphere Web Client]をクリックします。

ステップ 2 ログインページが表示され、[Login to vSphere Web Client]をクリックして、vSphereクレデンシャルを入力
します。

ステップ 3 HXデータプラットフォームプラグインが表示されます。

vSphere Webクライアントナビゲータから、[vCenter Inventory Lists] > [Cisco HyperFlex Systems] > [Cisco HX
Data Platform]を選択します。

ストレージクラスタでのデータストアの追加
新しい HyperFlexクラスタでは、仮想マシンストレージ用のデフォルトデータストアが設定
されていないため、VMware vSphere Webクライアントを使用してデータストアを作成する必
要があります。

高可用性を実現するために、最低 2つのデータストアを作成することを推奨します。（注）

ステップ 1 vSphere Webクライアントナビゲータから、[vCenter Inventory Lists]を選択し、[Cisco HyperFlex Systems] >
[Cisco HX Data Platform] > [cluster] > [Manage] > [Datastores]の順に選択します。

ステップ 2 [データストアの作成（Create Datastore）]アイコンをクリックします。

ステップ 3 [Name] にデータストアの名前を入力します。vSphere Webクライアントでは、データストア名に 42文字
の制限が適用されます。各データストアに固有の名前を割り当てます。
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ステップ 4 データストアの [Size] を指定します。ドロップダウンリストから、[GB]または [TB]を選択します。[OK]
をクリックします。

ステップ 5 更新ボタンをクリックして、新しいデータストアを表示します。

ステップ 6 [Hosts]タブをクリックして、新しいデータストアの [Mount Status]を確認します。

HAハートビートの設定
vSphereHAの設定では、使用可能なデータストアのリストから任意のデータストアを選択でき
るように、[Datastore for Heartbeating]オプションを設定します。

ステップ 1 vSphereにログインします。

ステップ 2 DRSが有効になっていることを確認します。

vSphereで次の順に選択します。[Home] > [vCenter Inventory Lists][Resources] > [Clusters][Storage cluster] >
[Manage][Settings] > [Services]。[vSphere DRS]をクリックします。

ステップ 3 [vSphere HA Edit Cluster Settings]が表示されます。[vSphere HA]をクリックします。[Edit]をクリックしま
す。

ステップ 4 選択されていなければ、[Turn on vSphere HA]を選択します。

ステップ 5 [Admission Control]を展開し、[Define Failover capacity by reserving a percentage of the storage cluster resources]
を選択します。パーセンテージを割り当てます。

ステップ 6 [Datastore for Heartbeating]を展開し、[Use datastore only from the specified list]を選択します。[OK]をクリッ
クします。

HyperFlexの Auto Supportと Smart Call Home
HXストレージクラスタを構成して、文書化されたイベントに関する自動化された電子メール
通知を送信することができます。通知内の収集されたデータを使用して、HXストレージクラ
スタの問題のトラブルシューティングに役立てることができます。

自動サポート (ASUP)

自動サポートは、HX Data Platformを通じて提供されるアラート通知サービスです。自動サ
ポートを有効にすると、HX Data Platformから、通知の受信先として指定された電子メールア
ドレスまたは電子メールエイリアスに通知が送信されます。自動サポートは通常、HXスト
レージクラスタの作成時に SMTPメールサーバを設定し、電子メール受信者を追加して設定
します。
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未認証の SMTPのみが ASUPのサポート対象となります。（注）

構成中に[自動サポートを有効にする (Enable Auto Support)]チェックボックスが選択されてい
ない場合、次の方法を使用して自動サポートをクラスタの作成後に有効にすることができま

す。

関連トピッククラスタ作成後の ASUP構成方法

HXConnectを使用した自動サポートの構成（
100ページ）

HX Connectユーザインターフェイス

CLIを使用した通知設定の構成（101ページ）コマンドラインインターフェイス（CLI）

Cisco HyperFlexはCisco DevNetでのRESTAPI
をサポートします。

REST API

自動サポートを使用して、HXストレージクラスタをモニタリングツールに接続することも
できます。

Smart Call Home（SCH）

Smart Call Homeは、HXストレージクラスタを監視し、ビジネスの運営に影響をおよぼす前に
問題にフラグ付けして解決を開始する、自動化されたサポート機能です。これにより高いネッ

トワーク可用性と運用効率の向上をもたらします。

CallHomeは、さまざまな障害や重要なシステムイベントを検出してユーザに通知する、Cisco
デバイスのオペレーティングシステムに組み込まれている製品機能です。 Smart Call Homeは
Call Homeの基本機能を高めるために自動化機能と利便性向上機能を追加します。Smart Call
Homeを有効にすると、Smart Call Homeに Call Homeメッセージ/アラートが送信されます。

Smart Call Homeは Ciscoの多くのサービス契約に含まれており、次が含まれます。

•自動化された、24時間の機器監視、プロアクティブな診断、リアルタイムの電子メール
アラート、サービスチケットの通知、および修復の推奨。

•プロアクティブなメッセージングは、Call Home診断とインベントリアラームをキャプ
チャおよび処理することによって、指定された連絡先に送信されます。これらの電子メー

ルメッセージには、自動的に作成された場合に Smart Call Homeポータルと TACケースへ
のリンクが含まれています。

• Cisco Technical Assistance Center（TAC）からの優先サポートです。Smart Call Homeでは、
アラートが十分に重大な場合、TACケースが自動的に生成され、デバッグおよび他のCLI
出力が添付されて、https経由で適切なサポートチームにルーティングされます。

•カスタマイズされたステータスレポートおよびパフォーマンス分析。

•次に対するWebベースのアクセス：1箇所における修復のためのすべての Call Homeメッ
セージ、診断、および推奨、TACケースのステータス、すべてのCall Homeデバイスの最
新のインベントリおよび構成情報。
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HXストレージクラスタ、あなた、そしてサポートの間で自動通信を確保するには、データコ
レクションの Smart Call Homeの構成（102ページ）を参照してください。

HX Connectを使用した自動サポートの構成
一般に、自動サポート（ASUP）は HXストレージクラスタの作成中に設定されます。設定さ
れなかった場合、HX Connectユーザインターフェイスを使用してクラスタ作成後の設定を有
効にすることができます。

ステップ 1 HX Connectにログインします。

ステップ 2 バナーで、[Edit settings]（ギアアイコン） > [Auto Support Settings]の順にクリックして次のフィールド
に記入します。

基本情報UI要素

次を有効にすることで、このHXストレージクラスタの自宅に発
信を構成します。

•分析のための Cisco TACへのデータ配信。

•プロアクティブサポートの一環としてサポートからの通知。

[Enable Auto Support (Recommended)]
チェックボックス

通知を受信する電子メールアドレスを入力します。[Send service ticket notifications to]フィー
ルド

クラスタ操作に関する情報を収集して報告された異常のトラブル

シューティングを高速化するために、サポートのHXストレージ
クラスタへのアクセスを有効にします。

[Enable Remote Support]チェックボッ
クス

• Webプロキシサーバ url

• Port

• Username

• Password

[Use Proxy Server]チェックボックス

ステップ 3 [OK]をクリックします。

ステップ 4 バナーで、[Edit settings]（ギアアイコン） > [Notifications Settings]の順にクリックして次のフィールドに
記入します。
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基本情報UI要素

オンにした場合は、次のフィールドを入力します。

• Mail Server Address

• [From Address]：サポートサービスチケットの HXストレージク
ラスタを識別するために使用し、また自動サポート通知の送信者

として使用するメールアドレスを入力します。現在、サポート情

報はこのメールアドレスには送信されません。

• Recipient list（カンマ区切り）

[Send email notifications for alarms]
チェックボックス

ステップ 5 [OK]をクリックします。

CLIを使用した通知設定の構成
HXストレージクラスタからアラーム通知を受信する設定を構成および確認するには、次の手
順に従ってください。

未認証の SMTPのみが ASUPのサポート対象となります。（注）

ステップ 1 sshを使用して HXストレージクラスタ内のストレージコントローラ VMにログインします。

ステップ 2 SMTPメールサーバを設定し、設定を確認します。

指定された受信者に電子メール通知を送信するためにSMTPメールサーバで使用される電子メールアドレ
スです。

シンタックス：stcli services smtp set [-h] --smtp SMTPSERVER --fromaddress FROMADDRESS

例:
# stcli services smtp set --smtp mailhost.eng.mycompany.com --fromaddress smtpnotice@mycompany.com

# stcli services smtp show

ステップ 3 ASUP通知を有効にします。
# stcli services asup enable

ステップ 4 受信者の電子メールアドレスを追加し、設定を確認します。

電子メール通知を受信する電子メールアドレスまたは電子メールエイリアスのリストです。電子メールが

複数ある場合はスペースで区切ります。

シンタックス：stcli services asup recipients add --recipients RECIPIENTS

例:
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# stcli services asup recipients add --recipients user1@mycompany.com user2@mycompany.com
# stcli services asup show

ステップ 5 HXストレージクラスタの eth1:0の IPアドレスを所有しているコントローラVMから、電子メールにテス
ト ASUP通知を送信します。
# sendasup -t

eth1:0の IPアドレスを所有しているノードを確認するには、sshを使用して HXストレージクラスタの各
ストレージコントローラ VMにログインし、ifconfigコマンドを実行します。他のノードから sendasup

コマンドを実行しても、出力は何も返されず、受信者はテストを受信しません。

ステップ 6 すべてのストレージコントローラ VMの IPアドレスから電子メールを送信できるように電子メールサー
バを設定します。

ASUPを有効にした後、ヘルスチェックメールがクラスタ内のすべてのノードに 1日 1回送
信されます。

データコレクションの Smart Call Homeの構成
データコレクションは、デフォルトで有効ですが、インストール時にオプトアウト（無効）す

ることができます。クラスタ作成後のデータコレクションを有効にすることもできます。アッ

プグレード中に、Smart Call Homeがレガシー構成に基づいて設定されます。たとえば、stcli

services asup showを有効にすると、アップグレード時にSmart Call Homeが有効になります。

HXストレージクラスタに関するデータコレクションは、httpsを介して Cisco TACに転送さ
れます。インストールされているファイアウォールがある場合、Smart Call Homeのプロキシ
サーバの構成は、クラスタ作成の後に完了します。

HyperFlex Data Platformリリース 2.5(1.a)では、Smart Call Home Service Request（SR）の生成で
プロキシサーバは使用されません。

（注）

Smart Call Homeを使用するには次が必要です。

•対応するCiscoUnified Computing Support Service契約またはCiscoUnified ComputingMission
Critical Support Service契約と関連付けられた Cisco.com ID。

•登録されるデバイス用の Cisco Unified Computing Support Serviceまたは Cisco Unified
Computing Mission Critical Support Service

ステップ 1 HXストレージクラスタ内のストレージコントローラ VMにログインします。

ステップ 2 サポート付きの HXストレージクラスタを登録します。

HXストレージクラスタを登録すると、収集されたデータに IDを追加し、Smart Call Homeを自動的に有
効にします。HXストレージクラスタを登録するには、電子メールアドレスを指定する必要があります。
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登録後、このメールアドレスは、問題があり TACのサービス要求が生成されるたびにサポート通知を受
け取ります。

Hyperflexで Smart Call Homeを設定するときに、登録を完了するためのリンクを含む電子メール
が設定済みのアドレスに送信されます。この手順を完了していない場合、デバイスは非アクティ

ブ状態のままになり、自動サービスリクエストはオープンになりません。

（注）

構文：

stcli services sch set [-h] --email EMAILADDRESS

例:
# stcli services sch set --email name@company.com

ステップ 3 HXストレージクラスタからサポートへのデータフローが稼働していることを確認します。

稼働しているデータフローにより、生じる可能性のある問題のトラブルシューティングのサポートに役立

てるための適切な情報が容易に利用できることが保証されます。

-すべて オプションの HXクラスタ内のすべてのノードのコマンドを実行します。
# asupcli [--all] ping

HXストレージクラスタを HyperFlex 1.7.1から 2.1.1bにアップグレードする場合は、次のコマンドも実行
します。

# asupcli [--all] post --type alert

次のエラーが表示される場合はサポートに問い合わせてください。

root@ucs-stctlvm-554-1:/tmp# asupcli post --type alert
/bin/sh: 1: ansible: not found
Failed to post - not enough arguments for format string
root@ucs-stctlvm-554-1:/tmp#

ステップ 4 （省略可能）ポート 443を介した Smart Call Homeのアクセスを有効にするためにプロキシサーバを設定
します。

クラスタの作成後、HXストレージクラスタがファイアウォールの背後にある場合は、Smart Call Homeプ
ロキシサーバを構成する必要があります。サポートは、url: https://diag.hyperflex.io:443エンドポイ

ントでデータを収集します。

1. 既存の登録メールとプロキシ設定をすべてクリアします。
# stcli services sch clear

2. プロキシと登録メールを設定します。

構文：

stcli services sch set [-h] --email EMAILADDRESS [--proxy-url PROXYURL] [--proxy-port PROXYPORT]
[--proxy-user PROXYUSER] [--portal-url PORTALURL] [--enable-proxy ENABLEPROXY]
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構文の説明 説明必須またはオプショ

ン

オプション

Ciscoサポートからのメールを受信する人の
電子メールアドレスを追加します。配布リス

トまたはエイリアスを使用することを推奨し

ます。

必須です。--email EMAILADDRESS

プロキシの使用を明示的に有効または無効に

します。

オプション。--enable-proxy
ENABLEPROXY

代替の Smart Call Homeポータルの URLを指
定します（該当する場合）。

オプション。--portal-url PORTALURL

HTTPプロキシのURLを指定します（該当す
る場合）。

オプション。--proxy-url PROXYURL

HTTPプロキシのポートを指定します（該当
する場合）。

オプション。--proxy-port PROXYPORT

HTTPプロキシのユーザを指定します（該当
する場合）。

HTTPプロキシのパスワードを指定します
（メッセージが表示される場合）。

オプション。--proxy-user PROXYUSER

例:
# stcli services sch set
--email name@company.com
--proxy-url www.company.com
--proxy-port 443
--proxy-user admin
--proxy-password adminpassword

3. プロキシサーバが動作しており、データがHXストレージクラスタからサポートロケーションに流れ
ることを確認するために Pingを送信します。
# asupcli [--all] ping

-すべて オプションが HXクラスタ内のすべてのノードで、コマンドを実行します。

ステップ 5 Smart Call Homeが有効になっていることを確認します。

Smart Call Homeの設定が setの場合、自動的に有効になります。

# stcli services sch show

Smart Call Homeが無効の場合は手動で有効にします。
# stcli services sch enable

ステップ 6 自動サポート（ASUP）通知を有効にします。
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一般に、自動サポート (ASUP）はHXストレージクラスタの作成中に設定されます。設定されなかった場
合、HXConnectまたはCLIを使用してクラスタ作成後の設定を有効にすることができます。詳細について
は、『Auto Support and Smart Call Home for HyperFlex』を参照してください。

複製ペアリング
レプリケーションクラスタペアの作成は、レプリケーション用 VMの設定の前提条件です。
レプリケーションネットワークと少なくとも 1つのデータストアは、レプリケーションペア
を作成する前に構成しなければなりません。

クラスタ 2とクラスタ 1をペアリングすることにより、レプリケーション用に明示的に設定さ
れたクラスタ 1上のすべてのVMはクラスタ 2にレプリケートでき、レプリケーション用に明
示的に設定されたクラスタ 2上のすべてのVMはクラスタ 2にレプリケートできることが指定
されます。

クラスタ 1のデータストア Aとクラスタ 2のデータストア Bをペアリングすることにより、
レプリケーション用に明示的に設定されたクラスタ 1上のすべてのVMでは、データストアA
にファイルがある場合、それらのファイルはクラスタ2のデータストアBにレプリケートされ
ることが指定されます。同様に、レプリケーション用に明示的に設定されたクラスタ2上のす
べての VMでは、データストア Bにファイルがある場合、それらのファイルはクラスタ 1の
データストアにレプリケートされます。

ペアリングは厳密に 1対 1で行われます。1つのクラスタを 2つ以上の他のクラスタとペアリ
ングすることはできません。ペアになっているクラスタ上の1つのデータストアは、他のクラ
スタ上の 1つのデータストアとしかペアリングできません。

複製ペアの作成、編集、および削除の詳細手順については、「Cisco HyperFlexシステムアド
ミニストレーションガイド」を参照してください。

プライベート VLANの追加

プライベート VLANの概要
プライベート VLANでは VLANのレイヤ 2ブロードキャストドメインがサブドメインに分割
されるので、スイッチで相互にポートを分離できます。サブドメインは、1つのプライマリ
VLANと 1つまたは複数のセカンダリ VLANで構成されます。プライベート VLANドメイン
には、プライマリ VLANが 1つのみ含まれています。プライベート VLANドメインの各ポー
トは、プライマリ VLANのメンバーであり、プライマリ VLANは、プライベート VLANドメ
イン全体です。
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プライベート VLANポートの概要

表 6 :プライベート VLANポートのタイプ

説明VLANポート

プライマリ VLANに属します。無差別ポートに関連付けられ、
プライマリ VLANに関連付けられているセカンダリ VLANに属
するすべてのインターフェイスと通信できます。これらのイン

ターフェイスには、コミュニティポートと隔離されたホストポー

トが含まれます。セカンダリ VLANからのすべてのパケットが
この VLANを通過します。

Promiscuous Primary VLAN

隔離されたセカンダリ VLANに属するホストポート。このポー
トは、アソシエートされている無差別ポートと通信できることを

除き、同じプライベート VLANドメイン内の他のポートから、
完全に隔離されています。

隔離されたセカンダリ
VLAN

コミュニティセカンダリ VLANに属するホストポート。コミュ
ニティポートは、同じコミュニティ VLANにある他のポートお
よびアソシエートされている無差別ポートと通信します。

コミュニティセカンダリ
VLAN

HX配備後、VMネットワークはデフォルトで通常の VLANを使用します。VMネットワーク
にプライベート VLANを使用するには、次のセクションを参照してください。

•既存の VMがない状態で VMネットワークのプライベート VLANを設定する（106ペー
ジ）。

•既存の VMで VMネットワークのプライベート VLANを設定する（107ページ）.

既存のVMがない状態でVMネットワークのプライベートVLANを設定
する

ステップ 1 CiscoUCSManagerでプライベートVLANを設定するには、「CiscoUCSManagerネットワーク管理ガイド」
を参照してください。

ステップ 2 上流に位置するスイッチでプライベートVLANを設定するには、「Cisco Nexus 9000シリーズNX-OSレイ
ヤ 2スイッチング設定ガイド」を参照してください。

ステップ 3 ESXホストでプライベートVLANを設定するには、ESXホストでのプライベートVLANの設定（106ペー
ジ）を参照してください。

ESXホストでのプライベート VLANの設定

ESXホストでプライベート VLANを設定するには、次の手順を実行します。
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ステップ 1 VMware vSphereクライアントから vSphere標準スイッチの VMNICを削除します。

ステップ 2 前の手順で削除した VMNICを使用して新しい vSphere分散スイッチを作成します。

ステップ 3 無差別、独立、およびコミュニティ VLANを作成します。

既存の VMで VMネットワークのプライベート VLANを設定する

ステップ 1 Cisco UCS Managerでプライベート VLANを設定するには、『Cisco UCS Managerネットワーク管理ガイ
ド』を参照してください。

ステップ 2 上流に位置するスイッチでプライベートVLANを設定するには、「Cisco Nexus 9000シリーズNX-OSレイ
ヤ 2スイッチング設定ガイド」を参照してください。

ステップ 3 ESXホストでプライベートVLANを設定するには、以下を参照してください。ESXホストでのプライベー
ト VLANの設定（106ページ）

ステップ 4 vSphere標準スイッチから新しく作成された vSphere分散スイッチに VMを移行します。

a) vCenter仮想マシンを右クリックして、[Migrate Virtual Machine Networking]をクリックします。
b) ドロップダウンリストから、[source network]および [destination network]を選択します。
c) [Next]をクリックします。
d) 移行する仮想マシンを選択します。
e) [Finish]をクリックします。

ステップ 5 VMのネットワークアダプタのネットワーク接続をプライベート VLANに変更します。

a) vCenter仮想マシンを右クリックして、[設定の編集]をクリックします。
b) [Hardware]タブから、変更するネットワークアダプタを選択します。
c) [Network Label]ドロップダウンリストから、使用するネットワーク接続を選択します。
d) [OK]をクリックします。

vSphere標準スイッチでの VMNICの削除

ステップ 1 VMware vSphereクライアントにログインします。

ステップ 2 [Home] > [Hosts and Clusters]を選択します。

ステップ 3 VMNICを削除する ESXホストを選択します。

ステップ 4 [Configuration]タブを開きます。

ステップ 5 [Hardware]で [Networking]をクリックします。

ステップ 6 vmincを削除する vSwitchの横にある [Properties]をクリックします。

ステップ 7 [Network Adapters]タブをクリックします。

ステップ 8 削除する vmincを選択し、[Remove]をクリックします。
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ステップ 9 [Yes]をクリックして、選択内容を確認します。

ステップ 10 [Close]をクリックします。

vSphere分散スイッチの作成

ステップ 1 VMware vSphereクライアントから、[Inventory] > [Networking]を選択します。

ステップ 2 dvSwitchを右クリックして、[New vSphere Distributed Switch]をクリックします。

ステップ 3 [Create vSphere Distributed Switch] ダイアログボックスで、[vSphere Distributed Switch Version: 6.0.0]を選
択します。

ステップ 4 [Next]をクリックします。

ステップ 5 [General Properties]タブで、次の項目を指定します。

• Name

• [Number of uplink ports]

ステップ 6 [Next]をクリックします。

ステップ 7 [Add Hosts and Physical Adapters]で、[Add Now]を選択します。

ステップ 8 目的の ESXホストの下で、[Physical Adapters]を選択します。

ステップ 9 [次へ（Next）]をクリックします。

ステップ 10 [終了（Finish）]をクリックします。

デフォルトのポートグループが作成されます。

vSphere分散スイッチでのプライベート VLANの作成

ステップ 1 VMware vSphereクライアントから、[Inventory] > [Networking]を選択します。

ステップ 2 dvSwitchを右クリックして、[Edit Settings]をクリックします。

ステップ 3 [Private VLAN]タブを選択します。

ステップ 4 [Primary private VLAN ID]タブで、プライベート VLAN IDを入力します。

ステップ 5 [Secondary private VLAN ID]タブで、プライベート VLAN IDを入力します。

ステップ 6 [Type]ドロップダウンリストから、VLANのタイプを選択します。次のいずれかを設定できます。

•隔離（Isolated）

•コミュニティ（Community）

無差別プライベート VLANが自動的に作成されます。（注）
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ステップ 7 [OK]をクリックします。

分散ポートグループでのプライベート VLANの設定

始める前に

vSphere分散スイッチでプライベート VLANを作成します。

ステップ 1 [dvSwitch]の下の [dvPortGroup]を右クリックして、[Edit Settings]をクリックします。

ステップ 2 [Policies] > [VLAN]をクリックします。

ステップ 3 [VLAN type]ドロップダウンリストから [Private VLAN]を選択します。

ステップ 4 [Private VLAN Entry]ドロップダウンリストから、プライベート VLANのタイプを選択します。次のいず
れかを設定できます。

•無差別（Promiscuous）

•隔離（Isolated）

•コミュニティ（Community）

コミュニティプライベート VLANが推奨されます。（注）

ステップ 5 [OK]をクリックします。

分散型仮想スイッチと Cisco Nexus 1000v
分散型スイッチを導入する際の検討事項
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•分散型仮想スイッチ（DVS）または Cisco Nexus 1000v（NK1v）の使用はオプションであ
り、必須の手順ではありません。

• vMotionネットワーク用の DVSは、ご使用の環境に vSphere用の Enterprise Plusライセン
スがある場合にのみ使用できます。

•同時に使用できるスイッチは、常にこの 2つのうちのいずれか 1つだけです。

• HyperFlexと Nexus 1000vの間では、Quality of Service（QoS）ポリシーが競合する可能性
があります。N1Kvの QoSクラスが HyperFlexポリシーに従って設定されるようにしてく
ださい。『Network and Storage Management Guide』の「Creating a QoS Policy」を参照して
ください。

• N1Kvスイッチを導入する場合は、説明のとおりに設定を適用し、HyperFlexホスト間のト
ラフィックが FI上を定常状態でローカルに流れるようにします。正しく設定されていな
いと、トラフィックの大半がアップストリームスイッチを経由するになる可能性がありま

す。その場合には遅延が発生します。このような事態を避けるには、ストレージコント

ローラ、管理ネットワーク、および vMotionポートグループをアクティブ/スタンバイ構
成で設定し、フェールオーバーを有効にしてください。

1. UCS Managerを使用して、[Network Control Policy]にリンクステータスを設定します。詳
細については、『Cisco UCS Manager GUI Configuration Guide』の「Configuring Network
Control Policy」を参照してください。

2. vCenterで vSwitchのプロパティを設定します。

a. [Network Failure Detection]を [Link Status only]に設定します。

b. [Failback]を [Yes]に設定します。詳細については、『Cisco UCS Manager VM-FEX for
VMware Configuration guide』の「Configuring the VM-FEX for VMware」を参照してくださ
い。

（注）

分散スイッチにより、各ノードが同じ構成を使用することになります。トラフィックに優先順

位を付け、アクティブな vMotionトラフィックがないときに使用可能な帯域幅を、他のネット
ワークストリームに利用できるようにすると有益です。

HyperFlex（HX）データプラットフォームは、HyperFlex非依存ネットワークに分散型仮想ス
イッチ（DVS）ネットワークを使用できます。

これらの HX非依存ネットワークには次のものがあります。

• VMware vMotionネットワーク

• VMwareアプリケーションネットワーク

HXデータプラットフォームには依存関係があり、次のネットワークが標準の vSwitchを使用
します。

• vswitch-hx-inband-mgmt：ストレージコントローラ管理ネットワーク
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• vswitch-hx-inband-mgmt：管理ネットワーク

• vswitch-hx-storage-data：ストレージハイパーバイザデータネットワーク

• vswitch-hx-storage-data：ストレージコントローラデータネットワーク

HXデータプラットフォームのインストール時に、すべてのネットワークが標準のvSwitchネッ
トワークで設定されます。ストレージクラスタが設定された後、HX非依存ネットワークを
DVSネットワークに移行できます。次に例を示します。

• vswitch-hx-vm-network：VMネットワーク

• vmotion：vmotion pg

分散仮想スイッチに vMotionネットワークを移行する方法の詳細については、『Network and
Storage Management Guide』の「Migrating vMotion Networks to Distributed Virtual Switches (DVS)
or Cisco Nexus 1000v (N1Kv)」を参照してください。

HX Data Platformでの vCenterのホスト
HyperFlexクラスタへのvCenterの導入をサポートするには、いくつかの制約事項が伴います。
詳細については、 HXデータプラットフォームで vCenterを展開する方法 を参照してくださ
い。

さらにサポートが必要な場合は、TACにお問い合わせください。

AMD GPUの展開
AMD FirePro S7150シリーズ GPUは HX240c M5ノードでサポートされます。これらのグラ
フィックアクセラレータでは、非常に安全な高いパフォーマンス、そしてコスト効率の良い

VDI展開を有効にします。HyperFlexの AMD GPUを展開するには、次の手順に従います。

手順の指示Actionステップ

サポートされるすべての GPUの要
件：4 GBを超えるメモリマップド
I/O

サーバに接続されているサービスプロファイ

ルに関して BIOSポリシーを変更します。
1

GPUカードの取り付けサーバでに GPUカードをインストールしま
す。

2

—サーバの電源を入れて、GPUがサーバのCisco
UCSManagerインベントリで表示されている
ことを確認します。

3
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手順の指示Actionステップ

VMware ESXiで AMDの Cシリーズ
スタンドアロンファームウェア/ソフ
トウェアバージョンバンドル 3.1(3)
の最新ドライバ ISOを含む Ciscoソ
フトウェアダウンロードから、イン

ベントリリストをダウンロードしま

す。

AMD GPUカードの vSphereインストールバ
ンドル（VIB）をインストールして再起動し
ます。

4

対象の仮想マシンを指定するVM設定済みのクラスタでWin10 VMを作成
します。

5

MxGPUセットアップスクリプトを
使用する

各 ESXiホストで、 MxGPU.sh スクリプト

を実行し、GPUを設定して、GPUから仮想
関数を作成します。

6

—Win10 Vmに対して前のステップで作成され
た仮想機能 (VFs)を割り当てます。

7
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第 8 章

複数の HXクラスタの設定

•複数のクラスタの設定（113ページ）

複数のクラスタの設定
HyperFlexクラスタには、最大 8つのコンバージドノードと 8つのコンピューティング専用
ノードを設定できます。HXクラスタを 16個以上のノードに拡張するには、最大 8つのHXク
ラスタを Cisco UCSファブリックインターコネクトのペアに接続できます。

推奨事項

1. コンピューティング専用ノードの数は、コンバージドノードの数以下にする必要があり

ます。

2. 新しい HyperFlexクラスタを作成するには、第 2章に示されている要件をすべて満たし
ていることを確認してください。また、第 4章に示されているプロセスに従ってくださ
い。

3. 展開については、HX Data Platformインストーラを使用します。

4. HXクラスタのすべての HXクラスタで同じポリシーおよびサービスプロファイルテン
プレートを使用します。

5. すべてのクラスタ上で、同じデータセンターと vCenter設定を使用します。

6. 各 HXクラスタの一意の名前を割り当てます。

7. 個別のポリシーを設定してクラスタ間の自律性を確保できるよう、クラスタごとにサブ

組織を作成します。このようにすると、アップグレードの際に役立ちます。

8. 各サブ組織に新しいユーザー定義の VLAN IDを作成します。

9. 互換性のある Cisco UCS Managerと Cisco HyperFlexバージョンを選択していることを確
認します。

最新の互換性マトリックスについては、『Release Notes for Cisco HX Data Platform』のソ
フトウェアバージョンの表を参照してください。
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10. 同じ Cisco HXデータプラットフォームインストーラを使用して別の vCenterに 2番目
のクラスタを設定する前に、ブラウザのキャッシュをクリアしてください。これにより、

古いクラスタの IPアドレスがキャッシュされ展開が失敗するなどの問題が回避されま
す。

トラフィックに応じて、さらにアップリンクポートを追加する必要がある場合があります。（注）

ステップ 1 HX Data Platformインストーラにログインします。

ステップ 2 標準クラスタの [CreateCluster]ワークフローに従って、追加のクラスタを作成します。詳細については、
Cisco HyperFlexシステムの設定（63ページ）を参照してください。
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第 9 章

HX-FIドメインへの UCSサーバの追加

•既存の HX FIドメインへの Cisco UCSサーバの追加 （115ページ）

既存の HX FIドメインへの Cisco UCSサーバの追加
HX 1.8リリースでは、Cisco UCSドメイン内のサーバを既存の HX FIドメインに追加できま
す。HX FIドメインの一部ではないサーバを追加するには、最初に Cisco UCS Managerでサブ
組織を作成します。これにより、CiscoUCSサーバ用の個別のサーバプロファイルとポリシー
を作成できます。新しいサブ組織の作成手順の詳細については、『Cisco UCS Manager
Administration Management Guide』を参照してください。以下のリンクを使用できま
す。

http://www.cisco.com/c/en/us/td/docs/unified_computing/ucs/ucs-manager/GUI-User-Guides/
Admin-Management/3-1/b_Cisco_UCS_Admin_Mgmt_Guide_3_1/b_Cisco_UCS_Admin_Mgmt_Guide_
3_1_chapter_01000.html

HX FIドメインに Cisco UCSサーバを追加する際の考慮事項は以下のとおりです。

•ファブリックインターコネクトのアップリンクのプロビジョニング（32ページ）を参照
して、ネットワーク帯域幅を処理するのに十分なアップリンク容量があることを確認しま

す。

• HXサーバには、CiscoUCSファームウェアに関する最小要件があります。また、HXFIド
メインに追加する Cisco UCSサーバにも同じ Cisco UCSファームウェアを導入する必要が
あります。詳細については、HX 相互運用性の表を参照してください。以下のリンクを使
用できます。

http://www.cisco.com/c/en/us/support/servers-unified-computing/unified-computing-system/
products-technical-reference-list.html

• Cisco UCSの設定に関する制限事項は、HXサーバと Cisco UCSサーバの両方に適用され
ます。詳細については、『Cisco UCS Manager Configuration Limits Guide』
を参照してください。以下のリンクを使用できます。

http://www.cisco.com/c/en/us/support/servers-unified-computing/ucs-manager/
products-installation-and-configuration-guides-list.html
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• HXサーバには、VLANおよびQoSクラスに関する特定の要件があります。CiscoUCSサー
バの VLANおよび QoSの設定が HXサーバと両立するようにしなければなりません。
VLANおよび QoS設定の詳細については、『HyperFlex Getting Started Guide』
の「Appendix」を参照してください。以下のリンクを使用できます。

http://www.cisco.com/c/en/us/td/docs/hyperconverged_systems/HyperFlex_HX_DataPlatformSoftware/
GettingStartedGuide/b_HyperFlexSystems_GettingStartedGuide/b_HyperFlexSystems_
GettingStartedGuide_chapter_0111.html

• HXストレージ VLANは HXクラスタ専用にする必要があります。この VLANを Cisco
UCSサーバに再利用しないでください。ネットワーク設定の詳細については、『Getting
Started Guide』の「Requirements」に記載されているネットワーク構成図を参照し
てください。

http://www.cisco.com/c/en/us/td/docs/hyperconverged_systems/HyperFlex_HX_DataPlatformSoftware/
GettingStartedGuide/b_HyperFlexSystems_GettingStartedGuide/b_HX_BookMap_chapter_
01.html#id_13169

•ハイパーバイザ管理 VLAN、vMotion VLAN、および VMネットワーク VLANは、Cisco
UCSサーバの間で共有できます。
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第 10 章

Cisco HyperFlexシステムクラスタの展開

•クラスタ展開のガイドライン（117ページ）
•混合M4/M5クラスタを作成する場合の前提条件（118ページ）
•混合クラスタ展開中の手順（119ページ）
•コンバージド（HX220c/HX240c）ノードの追加に関する前提条件（119ページ）
•コンバージドノードの準備（120ページ）
•既存のクラスタへのコンバージドノードの追加（120ページ）
•コンピューティング専用ノードの追加に関する前提条件（131ページ）
•コンピューティング専用ノードの準備（132ページ）
•既存のクラスタへのコンピューティング専用ノードの追加（134ページ）
•クラスタ展開の障害の解決（141ページ）

クラスタ展開のガイドライン
•レプリケーションをすでに設定している場合は、アップグレード、拡張、クラスタのメン
テナンスを実行する前にレプリケーションを一時停止モードにします。アップグレードや

拡張、またはクラスタのメンテナンスが完了した後、レプリケーションを再開します。タ

スクを実行するローカルクラスタとの間でレプリケーションが設定されているすべてのク

ラスタで、一時停止と再開を実行します。

• RESTful APIを使用してクラスタ展開を実行する場合、そのタスクに想定よりも時間がか
かることがあります。

• ESXiインストールは、M4コンバージドノードの SDカード、M5コンバージドノードの
M.2 SATA SSD、およびコンピューティング専用ノードの SDカード、SANブート、また
はフロントアクセス対応 SSD/HDDでサポートされています。コンピューティング専用
ノードでは、USBフラッシュへの ESXiのインストールはサポートされていません。

混合クラスタ展開のガイドライン 2.6

混合クラスタは、同じストレージクラスタ内のM4およびM5 HXコンバージドノードの両方
を持つことで定義されます。混合クラスタを設定するとき、以下のガイドラインが適用されま

す。
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• M5コンバージドノードを持つ既存のM4クラスタの展開がサポートされています。

• M4コンバージドノードを持つ既存のM5クラスタの展開がサポートされています。

• M4またはM5コンバージドノードを持つ既存の混合M4/M5クラスタの展開がサポート
されています。

•サポートされているコンピューティング専用ノードを追加することは、HX Data Platform
2.6またはそれ以降のインストーラを使用したM4、M5、混合M4/M5クラスタすべてで許
可されています。いくつかの例となる組み合わせがここにリストされています。その他多

くの組み合わせが可能です。

Example combinations:
Expand mixed M4/M5 cluster with compute-only B200, C220, C240 M4/M5
Expand M4 cluster with compute-only B200 M5, C220 M5, C240M5

•混合クラスタを作成するには、展開ワークフローのみがサポートされています。混合
M4/M5サーバを持つ最初のクラスタ作成はサポートされていません。

•すべてのM5サーバは、既存のM4サーバのフォームファクタ（220/240）、タイプ
（Hybrid/AF）、セキュリティ機能（非 SEDのみ）およびディスク設定（数量、容量、非
SED）と一致する必要があります。

• HX220-M4と組み合わせるとき、HX220-M5は最大 6の容量ディスク（2ディスクス
ロットは空のまま）を使用します。

• HyperFlex Edgeは混合クラスタをサポートしません。

• SED SKUは混合クラスタをサポートしません。

混合M4/M5クラスタを作成する場合の前提条件
混合クラスタでクラスタ展開を開始する前に、次のタスクを実行する必要があります。

• UCS Managerを 3.2(1d)以降にアップグレードします。

•既存の HXクラスタを 2.6(1a)以降に完全にアップグレードします。

• 2.6(1A)以降のHX Data Platformインストーラをダウンロードして展開し、展開ワークフ
ローを実行します。

•既存のM4サーバファームウェアを最新の 3.2(1)パッチリリースにアップグレードしま
す。

• vCenterを 6.5以降にアップグレードしてください。vCenter 6.5を使用しないと、Broadwell
EVCモードを有効にできません。vCenterfアップグレードが必要な場合、ESXiは Vmware
ソフトウェア相互運用性マトリックスの対象となる古いバージョンのままでもかまいませ

ん。EVCモードのオフはサポートされておらず、将来的に運用上の問題が発生します。
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混合クラスタ展開中の手順
•検証手順を実行中、展開が開始する前に EVCチェックが実行されます。この時点で、既
存のクラスタで EVCモードを手動で有効にするにあたり表示される指示に従います。

警告時に EVCの有効化に失敗すると、ストレージクラスタと後
で関連付けられた VMの完全なシャットダウンが必要となりま
す。この警告はスキップしないでください。

注意

• VCenterで EVCモードの設定を実行し、検証を再試行してください。

•クラスタ展開は、2回検証し展開を続行します。

コンバージド（HX220c/HX240c）ノードの追加に関する前
提条件

コンバージドノードは、クラスタ作成後にHyperFlexクラスタに追加可能です。コンバージド
ノード上のストレージでは、クラスタのストレージ容量が自動的に追加されます。

既存のストレージクラスタにコンバージドノードを追加する前に、次の前提条件が満たされ

ていることを確認します。

•ストレージクラスタの状態が正常であること。

•新しいノードが、ネットワークやディスクの要件などインストールの前提条件に記載され
ているシステム要件を満たしていること。

•新しいノードがストレージクラスタ内の他のノードと同じ設定を使用していること。この
設定には、VLAN ID、スイッチタイプ（vSwitchかどうか）、外部スイッチVLANタギン
グ（EST）を使用するVLANタギング、仮想スイッチタギング（VST）を使用するVLAN
タギング、仮想分散スイッチ（vDS）があります。

ストレージクラスタが領域不足の状態にある場合に、新しいノー

ドを追加すると、システムは自動的にストレージクラスタを再調

整します。これは、24時間ごとに実行される再調整に加えて行わ
れるものです。

（注）

•追加するノードが同じモデル（HX220またはHX240）のタイプ（ハイブリッドまたはオー
ルフラッシュ）および同じディスク構成（SEDまたは非 SED）であること。また、キャ
パシティディスクの数が既存のクラスタノードと一致すること。
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• HyperFlexクラスタですでに使用されているものとは異なるCPUファミリを持つノードを
追加するには、EVCを有効にします。詳細については、「概要」を参照してください。

•ノードのソフトウェアバージョンが、Cisco HX Data Platformバージョン、ESXiバージョ
ン、vCenterバージョンと一致していることを確認します。ソフトウェアのバージョンを
確認するには、vCenterの [Storage Cluster Summary]タブに移動し、上部のセクションで
HX Data Platformのバージョンを確認します。必要に応じてアップグレードします。

クラスタをアップグする場合は、クラスタで実行されているHXDP
の現在のバージョンに一致する新しいインストーラVMをダウン
ロードしてインストールする必要があります。

（注）

•新しいノードに 1つ以上の有効な DNSサーバおよび NTPサーバが設定されていること。

• SSOまたは Auto Supportを使用している場合は、ノードが SSOおよび SMTPサービス用
に確実に設定されていること。

• HX Data Platformインストーラおよび既存のクラスタ管理 IPアドレス間で pingするため
に ICMPが許可されていること。

コンバージドノードの準備

ステップ 1 コンバージドノードを既存のストレージクラスタのハードウェアとネットワークに接続します。

ステップ 2 HXノードが工場出荷時に準備されたノードであることを確認します。

工場でノードが準備されていない場合、HXサーバを手動で準備する場合は、「概要」を参照し
てください。

（注）

既存のクラスタへのコンバージドノードの追加

RESTful APIを使用してクラスタ展開を実行する場合、そのタスクに想定よりも時間がかかる
ことがあります。

（注）

ステップ 1 Cisco HX Data Platformインストーラを起動します。

a) Webブラウザで、HX Data PlatformインストーラVMの IPアドレスまたはノード名を入力します。
[Accept]または [Continue]をクリックしてSSL証明書エラーをバイパスします。CiscoHXDataPlatform
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インストーラのログインページが表示されます。ログイン画面の右下隅に表示されるHXDataPlatform
インストーラインストーラの [Build ID]を確認します。

b) ログインページで、次のクレデンシャルを入力します。

ユーザ名：root

パスワード（デフォルト）: Cisco123

システムは、デフォルトのパスワード [Cisco123]で出荷されますので、インストール中に
これを変更する必要があります。インストールを継続するには、ユーザー提供の新規パス

ワードを作成する必要があります。

（注）

c) EULAを読んで、 [I accept the terms and conditions]チェックボックスをオンにし、[Login]をクリッ
クします。

ステップ 2 [ワークフロー]ページで [クラスタ展開]を選択します。

ステップ 3 [Credentials]ページで、次のフィールドに値を入力します。

クラスタ作成を実行するために、必要な設定データとともに JSONconfigurationファイルをインポートす
ることもできます。次の 2つの手順は、JSONファイルをインポートする場合はオプションです。イン
ポートしない場合には、データを必須フィールドに手動で入力できます。

初めてのインストールでは、ファクトリプレインストール JSONファイルの調達についてシス
コの担当者に問い合わせてください。

1. [Select a file]をクリックして、使用する JSONファイルを選択して設定をロードします。
[Use Configuration]を選択します。

2. Cisco UCS Manager用にインポートした値が異なる場合は、[Overwrite Imported Values]ダ
イアログボックスが表示されます。[Use Discovered Values]を選択します。

（注）

説明フィールド

UCS Managerクレデンシャル（UCS Manager Credentials）

UCS Manager FQDNまたは IPアドレス

たとえば 10.193.211.120と入力します。

UCS Managerのホスト名（UCS Manager Host
Name）

<admin>ユーザ名。[ユーザ名（User Name）]

<admin>パスワード。Password

vCenterクレデンシャル（vCenter Credentials）
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説明フィールド

vCenter Serverの FQDNまたは IPアドレス。

たとえば 10.193.211.120と入力します。

（注） • vCenter Serverは、クラスタが動作可
能になる前に必要です。

• vCenterアドレスとクレデンシャル
は、vCenterへのルートレベルの管理
者権限が必要です。

• vCenter Server入力は、入れ子になっ
たvCenterを構築する場合には省略可
能です。詳細については、『Nested
vCenter TechNote』を参照してくださ
い。

vCenter Server

<admin>ユーザ名。

例：administrator@vsphere.local。

[ユーザ名（User Name）]

<root>パスワード。Admin Password

ハイパーバイザのクレデンシャル

<admin>ユーザ名。

これはファクトリノードのルートです。

管理者ユーザ名

<root>パスワード。

デフォルトのパスワードは、ファクトリノードの

Cisco123です。

システムは、デフォルトのパスワード

[Cisco123]で出荷されますので、インス
トール中にこれを変更する必要がありま

す。インストールを継続するには、ユー

ザー提供の新規パスワードを作成する必

要があります。

（注）

Admin Password

ステップ 4 [Continue]をクリックします。[Cluster Expand Configuration]ページが表示されます。展開する HXクラス
タを選択します。

展開する HXクラスタが見つからない場合、もしくはクラスタのロードに時間がかかる場合、[管理 IP
アドレスフィールド]のクラスタ管理アドレスの IPを入力します。
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ステップ 5 [Server Selection]ページには、[Unassociated]タブの下に関連付けされていない HXサーバのリストと、
[Associated]タブの下に検出されたサーバのリストが表示されます。[Unassociated]タブからサーバを選
択し、HyperFlexクラスタに含めます。

HXサーバがこの一覧に表示されていない場合、Cisco UCS Managerを調べてそれらが検出されているこ
とを確認します。

サーバごとに、[Actions]ドロップダウンリストを使用して、以下を設定できます。

• [LaunchKVMConsole]—HXData Platformインストーラから直接KVMコンソールを起動するには、
このオプションを選択します。

• [Disassociate Server]：サービスプロファイルをそのサーバから削除するには、このオプションを選
択します。

関連付けられていないサーバがない場合は、次のエラーメッセージが表示されます。

No unassociated servers found. Please login to UCS Manager and ensure server ports are
enabled.

（注）

[ConfigureServerPorts]ボタンを使用することで、新しいすべてのHXノードを検出できます。一般に、
設定を開始する前に Cisco UCS Managerでサーバポートを設定します。

ステップ 6 [Continue]をクリックします。[UCSM設定]ページが表示されます。

最初に JSONファイルをインポートした場合、クレデンシャルページには、既存の HXクラス
タからインポートした設定データが取り込まれているはずです。この情報は、既存のクラスタ

構成に一致している必要があります。

（注）

ステップ 7 [UCSM Configuration]ページで、ネットワークごとに次のフィールドに値を入力します。

説明フィールド

[VLAN Configuration]

次の各ネットワークにそれぞれ個別のサブネットと VLANを使用します。（注）

ハイパーバイザおよび HyperFlex管理の VLAN

名前：hx-inband-mgmt

デフォルトの VLAN ID：3091

[VLAN名(VLAN Name)]

VLAN ID（Admin. VLAN ID）

VLAN for HyperFlex Storage traffic

名前：hx-storage-data

デフォルトの VLAN ID：3092

[VLAN名(VLAN Name)]

VLAN ID（Admin. VLAN ID）

VLAN for VM vMotion

名前：hx-vmotion

デフォルトの VLAN ID：3093

[VLAN名(VLAN Name)]

VLAN ID（Admin. VLAN ID）
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説明フィールド

VLAN for VM Network

名前: vm-network

デフォルトの VLAN ID：3094

ゲスト Vlanのカンマ区切りリスト。

[VLAN名(VLAN Name)]

VLAN ID

MACプール

さらに 2つの 16進文字 (0-F)を追加することで、
MACプールプレフィックスを設定します。

たとえば、00:25:B5:A0などです。

MAC Pool Prefix

アウトオブバンド CIMC用の 'hx-ext-mgmt' IPプール

HyperFlexノードに指定された IPアドレスの範囲。
これは、ゲスト VLANの値のカンマ区切りリスト
にできます。

例えば、 10.193.211.124-127, 10.193.211.158-163

IPブロック

IPアドレスを制限して制御するために、サブネッ
トを適切なレベルに設定します。

たとえば、255.255.0.0と指定します。

[サブネットマスク（Subnet Mask）]

[IPアドレス（IP Address）]。

たとえば、10.193.0.1と指定します。

Gateway

iSCSI Storage

将来的に任意の時点で外部ストレージの利用を希望する場合は、これを事前に設定する必要

があります。

（注）

iSCSIストレージを設定するには、オンにします。[Enable iSCSI Storage]チェックボックス

プライマリファブリックインターコネクト（FI-A）
で、iSCSI vNICに関連付けられている VLANの名
前。

VLAN A名

プライマリファブリックインターコネクト（FI-A）
で、iSCSI vNICに関連付けられている VLANの
ID。

VLAN A ID

下位のファブリックインターコネクト（FI-B）で、
iSCSI vNICに関連付けられている VLANの名前。

VLAN B名
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説明フィールド

下位のファブリックインターコネクト（FI-A）で、
iSCSI vNICに関連付けられている VLANの ID。

VLAN B ID

FC Storage

将来的に任意の時点で外部ストレージの利用を希望する場合は、これを事前に設定する必要

があります。

（注）

FCストレージを有効にするには、オンにします、[Enable FC Storage]チェックボックス

WWノード名およびWWポート名の両方を含む
WWNプール。それぞれのファブリックインター
コネクトに対し、WWPNおよびWWNN用のWWxN
プールが作成されます。

WWxNプール

プライマリファブリックインターコネクト（FI-A）
の VSANの名前。デフォルトでは、
hx-ext-storage-fc-aに設定されています。

VSAN A名

プライマリファブリックインターコネクト（FI-A）
のネットワークに割り当てられた一意の ID。

UCSまたは Hyperflexシステムで現在使
用されているVSANIDを入力しないでく
ださい。UCSゾーニングを使用する既存
の VSAN IDをインストーラに入力する
と、そのVSANIDの既存の環境でゾーニ
ングが無効になります。

注意

VSAN A ID

下位のファブリックインターコネクト（FI-B）の
VSANの名前。デフォルトでは、
hx-ext-storage-fc-bに設定されています。

VLAN B名

下位のファブリックインターコネクト（FI-B）の
ネットワークに割り当てられた一意の ID。

UCSまたは Hyperflexシステムで現在使
用されているVSANIDを入力しないでく
ださい。UCSゾーニングを使用する既存
の VSAN IDをインストーラに入力する
と、そのVSANIDの既存の環境でゾーニ
ングが無効になります。

注意

VSAN B ID

詳細設定
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説明フィールド

ドロップダウンリストから HXサーバーに関連付
ける UCSファームウェアバージョンを選択しま
す。UCSファームウェアバージョンはUCSMバー
ジョンと一致する必要があります。詳細について

は、最新の Cisco HXデータプラットフォームリ
リースノートを参照してください。

たとえば、3.2(1d)。

UCSファームウェアバージョン

特定のクラスタ内のHXサーバのグループに適用さ
れる名前。これはユーザ定義の名前です。HyperFlex
クラスタ名は、簡単に識別できるようにサービス

プロファイルにラベルを追加します。

HyperFlex Cluster Name

一意のOrg Nameを指定します。これにより、残り
の UCSドメインからの HyperFlex環境の分離が保
証されます。

組織名

[Configuration]ペインでVLAN、MACプール、および IPアドレスプールの情報を確認します。
これらの VLAN IDは、環境に応じて変更できます。デフォルトでは、インストーラによって
VLANが非ネイティブとして設定されます。トランク設定を適切に適用することで、非ネイティ
ブ VLANに対応するようにアップストリームスイッチを設定する必要があります。

（注）

ステップ 8 [Continue]をクリックします。[Hypervisor Configuration]ページが表示されます。次のフィールドに入
力します。

再インストールの場合や、ESXiネットワーキングが完了している場合は、この手順で説明した
フィールドの入力を省略できます。

注目

説明フィールド

Configure Common Hypervisor Settings

IPアドレスを制限して制御するために、サブネッ
トマスクを適切なレベルに設定します。

たとえば、255.255.0.0と指定します。

[サブネットマスク（Subnet Mask）]

ゲートウェイの IPアドレス。

たとえば、10.193.0.1と指定します。

Gateway
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説明フィールド

DNSサーバの IPアドレス。

DNSサーバがない場合は、HXデータプラット
フォームインストーラの [Cluster Configuration]
ページのいずれのフィールドにもホスト名を入力し

ないでください。すべての ESXiホストに静的 IP
アドレスとホスト名のみを使用します。

複数のDNSサーバーを提供する場合は、
両方のDNSサーバーが正しく入力されて
いることを慎重に確認し、コンマで区切っ

てください。

（注）

DNSサーバ

Hypervisor Settings

IPアドレスを順番に並べるには、[IPアドレスとホスト名を順番に選択 (MakeIPAddressesandHostnames
Sequential)]を選択してください。

ドラッグアンドドロップを使用してサーバを並べ替えることができます。（注）

サーバ名。Name

サーバのシリアル番号。Serial

すべての ESXiホストに静的 IPアドレスとホスト
名を入力します。

Static IP Address

ホスト名フィールドを空欄のままにしないでくださ

い。

ホストネーム

ステップ 9 [Continue]をクリックします。[IP Addresses]ページが表示されます。[コンピューティングサーバの追
加]または [コンバージドサーバの追加]をクリックして、さらにコンピューティングまたはコンバージ
ドサーバを追加できます。

[IPアドレスを連続させる ]を選択して、IPアドレスを連続させます。IPアドレスの場合は、属するデー
タネットワークまたは管理ネットワークを指定します。

各HXノードでは、ハイパーバイザ管理 IPアドレスとデータ IPアドレスの次のフィールドに値を入力し
ます。

説明フィールド

ESXiホストとストレージクラスタ間のハイパーバ
イザ管理ネットワーク接続を処理する静的 IPアド
レスを入力します。

Management Hypervisor
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説明フィールド

ストレージコントローラ VMとストレージクラス
タ間の HXデータプラットフォームストレージコ
ントローラ VM管理ネットワーク接続を処理する
静的 IPアドレスを入力します。

Management Storage Controller

ESXiホストとストレージクラスタ間のハイパーバ
イザデータネットワーク接続を処理する静的 IPア
ドレスを入力します。

Data Hypervisor

ストレージコントローラ VMとストレージクラス
タ間の HXデータプラットフォームストレージコ
ントローラ VMデータネットワーク接続を処理す
る静的 IPアドレスを入力します。

Data Storage Controller

[Hypervisor]、[Storage Controller VM (Management)]、[Hypervisor (Data)]、および [Storage Controller VM
(Data)]列の最初の行に IPアドレスを入力すると、HX Data Platformインストーラによって、他のノー
ドのノード情報に増分自動入力が適用されます。ストレージクラスタ内のノードの最小数は 3です。
それより多くのノードがある場合は、[追加（Add）]ボタンを使用して、アドレス情報を指定します。

コンピューティング専用ノードは、ストレージクラスタを作成してからでないと追加できま

せん。

（注）

Cisco HyperFlex Systemsインストレーションガイド for VMware ESXi、リリース 2.6
128

Cisco HyperFlexシステムクラスタの展開

既存のクラスタへのコンバージドノードの追加



説明フィールド

デフォルトの管理者ユーザ名とパスワードがコント

ローラVMに適用されます。VMは、コンバージド
とコンピューティング専用のすべてのノードにイン

ストールされます。

重要 •コントローラ VMまたはコントロー
ラ VMのデータストアの名前は変更
できません。

•すべてのコントローラ VMに同じパ
スワードを使用します。異なるパス

ワードの使用はサポートされていま

せん。

• 1つの大文字、1つの数字、1つの特
殊文字を含み、合計で少なくとも 10
文字になる複合パスワードを指定し

ます。

•作成するコントローラVMおよびHX
クラスタにユーザ定義のパスワード

を指定できます。パスワードの文字

と形式の制限事項については、

『Cisco HX Data Platform Management
Guide』の「Guidelines for HX Data
Platform Special Characters」の項を参
照してください。

Controller VM Password

Advanced Configuration

ホストのvSwitchおよびvNIC、ならびに各ストレー
ジコントローラ VMでストレージデータネット
ワークのMTUサイズを設定する場合は、この
チェックボックスをオンにします。

デフォルト値は 9000です。

MTUサイズを 9000以外の値に設定する
には、Cisco TACにお問い合わせくださ
い。

（注）

ジャンボフレーム

[Enable Jumbo Frames]チェックボックス
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説明フィールド

ストレージクラスタに追加されたすべてのノード

から既存のデータおよびパーティションをすべて削

除するには、このチェックボックスをオンにしま

す。保持する必要があるデータは、バックアップす

る必要があります。

工場で準備されたシステムにはこのオプ

ションを選択しないでください。工場で

準備されたシステムのディスクパーティ

ションは正しく設定されています。手動

で準備されたサーバでは、このオプショ

ンを選択して既存のデータとパーティショ

ンを削除します。

重要

Disk Partitions

ディスクパーティションのクリーンアップチェッ

クボックス

ステップ 10 [Start]をクリックします。[Progress]ページに、さまざまな設定タスクの進捗状況が表示されます。

vCenterクラスタで EVCが有効になっている場合、展開プロセスが失敗し、「ホストは手動で
vCenter に追加する必要があります」というメッセージが出されます。展開操作を正常に実
行するには、次のようにします。

• vSphereクライアントに追加する ESXiホストにログインします。

•コントローラ VMの電源をオフにします。

•ホストを vSphere Web Clientの vCenterクラスタに追加します。

• HX Data Platformインストーラで、[展開の再試行]をクリックします。

（注）

ステップ 11 クラスタ展開が完了したら、[HyperFlex接続の起動]をクリックしてストレージクラスタの管理を開始
します。

既存のストレージクラスタにノードを追加する場合、スケジュールされた時間に自動再調整が

行われるまで、クラスタには引き続き元のストレージクラスタと同じ HA復元力があります。

再調整は通常、24時間中にスケジュールされ、ノードの障害発生後の 2時間、またはストレー
ジクラスタの領域がなくなった場合に行われます。

（注）

スケジュールされた時間よりも前にストレージクラスタを再調整する必要がある場合は、次に示すスト

レージクラスタの再調整コマンドを手動で実行します。

ストレージクラスタコントローラ VMコマンドラインから、次のコマンドを実行します。

1. # stcli rebalance start --force

2. 再調整のステータスをモニタするには

# stcli rebalance status
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ステップ 12 新しいノードがストレージクラスタに追加された後、HAサービスがリセットされ、HAが追加された
ノードを認識できるようになります。

a) vSphereにログインします。
b) vSphere Web Clientで、[Home] > [vCenter] > [Inventory Lists] > [Hosts and Clusters] > [vCenter] >

[Server] > [Datacenter] > [Cluster] > [Host]に移動します。
c) 新規ノードを選択します。
d) 右クリックし、vSphere HAに対し [Reconfigure]を選択します。

コンピューティング専用ノードの追加に関する前提条件
コンピューティング専用ノードはクラスタ作成後に HyperFlexクラスタを追加可能です。この
ノードは、追加のコンピューティングリソースを提供するために追加されます。キャッシュ

ドライブや永続ドライブはクラスタのストレージ容量の要因ではないので、Cisco UCSサーバ
はこれらを装備する必要がありません。

コンピューティング専用ノードを追加する前に、次の前提条件が満たされていることを確認し

ます。

•ストレージクラスタの状態が正常であること。

•新しいノードが、ネットワークやディスクの要件などインストールの前提条件に記載さ
れているコンピューティング専用システム要件を満たしていること。

•サービスプロファイルの関連付け後、ESXiハイパーバイザをインストールします。

•新しいノードがストレージクラスタ内の他のノードと同じ設定を使用していること。この
設定には、VLAN ID、スイッチタイプ（vSwitchかどうか）、外部スイッチVLANタギン
グ（EST）を使用するVLANタギング、仮想スイッチタギング（VST）を使用するVLAN
タギング、仮想分散スイッチ（vDS）があります。

ストレージクラスタが領域不足の状態にある場合に、新しいノー

ドを追加すると、システムは自動的にストレージクラスタを再調

整します。これは、24時間ごとに実行される再調整に加えて行わ
れるものです。

（注）

•追加する新しいノードが HXクラスタですでに使用されているものとは異なる CPUファ
ミリを搭載している場合には、EVCを有効にしてください。詳細については、「概要」を
参照してください。

•ノードのソフトウェアバージョンが、Cisco HX Data Platformバージョン、ESXiバージョ
ン、vCenterバージョンと一致していることを確認します。ソフトウェアのバージョンを
確認するには、vCenterの [ストレージクラスタ概要]タブに移動し、上部のセクションで
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HXデータプラットフォームのバージョンを確認します。必要に応じてアップグレードし
ます。

•新しいノードに 1つ以上の有効な DNSサーバおよび NTPサーバが設定されていること。

• SSOまたは Auto Supportを使用している場合は、ノードが SSOおよび SMTPサービス用
に確実に設定されていること。

• ESXiインストールは、HX M4コンピューティング専用ノードの SDカードまたはフロン
トアクセス対応 SSDでサポートされています。USBフラッシュまたはフロントアクセス
対応 SSDまたはフロントアクセス対応 HDDに ESXiをインストールすると、再起動中に
コントローラ VMを削除します。

コンピューティング専用ノードの準備

ステップ 1 サーバがサポート対象の HXサーバで、要件を満たしていることを確認します。詳細については、ホスト
要件（19ページ）を参照してください。

ステップ 2 Cisco UCS Managerにログインします。

a) ブラウザを開き、ストレージクラスタネットワークのファブリックインターコネクト用の Cisco UCS
Managerアドレスを入力します。

b) [UCS Managerの起動（Launch UCS Manager）]ボタンをクリックします。
c) プロンプトが表示された場合は、Javaをダウンロードして、インストールし、受け入れます。
d) 管理者クレデンシャルを使用してログインします。

ユーザ名: admin

パスワード: <admin password>

ステップ 3 サーバを検索して、サーバがストレージクラスタと同じ FIドメインに追加されており、承認されたコン
ピューティング専用モデルであることを確認します。互換性のあるコンピューティング専用ノードの詳細

なリストについては、最新の『Cisco HX Data Platformリリースノート』を確認してください。

HXデータプラットフォームインストーラの確認

ステップ 1 ストレージクラスタのすべてのノードと、ストレージクラスタに追加されてコンピューティングノード
と通信できるノードに、HXデータプラットフォームインストーラがインストールされていることを確認
します。

ステップ 2 HXデータプラットフォームインストーラがインストールされていない場合は、「HXデータプラット
フォームインストーラの展開」を参照してください。
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UCS Managerを使用したコンピューティング専用ノードへの HXプロ
ファイルの適用

Cisco UCS Managerでは、ネットワークポリシーは HXプロファイルにグループ化されます。
HXインストーラは、コンピューティング専用ノードの自動サービスプロファイルアソシエー
ションを処理します。手動アソシエーションは不要です。

インストールが開始したら、UCSManagerでコンピューティング専用ノードのサービスプロファイルアソ
シエーションを監視する必要があります。ESXiのインストールに進む前に、サーバが完全に関連付けられ
るまで待ちます。

コンピューティングノードへの VMware ESXiのインストール

各コンピューティング専用ノード上に VMware ESXiをインストールします。

Cisco HX Data Platformサポート対象のバージョンの ESXiをインストールします。サポートさ
れているESXiバージョンのリストについては、『CiscoHyperFlexData PlatformReleaseNotes』
を参照してください。

コンピューティング専用ノードに ESXiがすでにインストールされている場合、Cisco HXカス
タムイメージで再イメージ化する必要があります。

重要

始める前に

必要なハードウェアとネットワークの設定が満たされていることを確認します。詳細について

は、インストールの前提条件（13ページ）を参照してください。前の手順でサービスプロ
ファイルが関連付けを終了していることを確認します。

ステップ 1 Cisco HyperFlexの cisco.comダウンロードサイトから ESXiの HXカスタムイメージをダウンロードしま
す。「ソフトウェアをダウンロードする」を参照してください。

Cisco UCS Managerを通じてアクセスできるネットワークロケーションを選択します。

ステップ 2 Cisco UCS Managerにログインします。

ステップ 3 Cisco UCS Managerからサーバの KVMコンソールにログインします。

a) ナビゲーションウィンドウで、[Servers] > [Service Profiles] > [Sub-Ogranizations] > [hx-cluster]をク
リックします。

b) [hx-cluster]を右クリックして、[KVM Console]を選択します。

ステップ 4 コンピューティングサーバの KVMパスに HX-Vmware.isoイメージをコピーします。

例：
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HX-Vmware-ESXi-60U3-5050593-Cisco-Custom-6.0.3.1.iso

ステップ 5 KVMコンソールセッションから、[Virtual Media] > [Map CD/DVD]を選択し、ESXiの HXカスタムイ
メージをマウントします。[マップ CD/DVD（Map CD/DVD）]オプションが表示されない場合は、まず
仮想デバイスをアクティブにします。

a) [Virtual Media] > [Activate Virtual Devices]の順に選択します。

これはポップアップウィンドウで開きます。

b) [Accept the session] > [Apply]の順にクリックします。

ステップ 6 [Map CD/DVD]オプションから、HX-Vmware.isoファイルの場所にマップします。

a) HX-Vmware.isoファイルを選択します。
b) [Map Device]を選択します。

プロセスが完了したら、マップされた場所にファイルがあることを示すチェックマークが付きます。

マッピングされたファイルのフルネームには ESXiビルド IDが含まれています。

ステップ 7 コンピューティングサーバをリセットします。

a) KVMコンソールで [Reset]ボタンをクリックします。[OK]をクリックして確定します。
b) [Power Cycle]を選択します。[OK]をクリックします。

ステップ 8 HX-Vmware.isoファイルを指すようにブートパスを変更します。

a) F6を押します。
b) [Enter boot selection]メニューから、矢印キーを使用してCisco vKVM-Mapped vDVD1.22オプションを
強調表示します。

c) Enterキーを押して、選択します。

ESXiインストーラブートローダーが起動します。目的のブートタイプに基づいて 3つのコンピュー
ティング専用ノードオプション（SDカード、ローカルディスク、またはリモートディスク）のい
ずれかを選択します。yes（すべて小文字）を入力して選択を確定します。インストールの残りの部
分は自動化されています。ESXiは数回再起動します。短い待機期間後に自動的に消える警告が表示
されても問題はありません。ESXi DCUIが完全に表示され、インストールの終了がシグナリングさ
れるのを待機します。

ステップ 9 各 Cisco HyperFlexサーバに対して、ステップ 3～ 8を繰り返します。

ステップ 10 ESXiが完全にインストールされたら、[Continue]をクリックします。[RetryHypervisorConfiguration]をク
リックして、クラスタ展開の残りを完了します。

既存のクラスタへのコンピューティング専用ノードの追

加
既存の HyperFlexシステムクラスタに HyperFlexコンピューティング専用ノードを追加するに
は、次の手順を実行します。
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RESTful APIを使用してクラスタ展開を実行する場合、そのタスクに想定よりも時間がかかる
ことがあります。

（注）

ステップ 1 Cisco HX Data Platformインストーラを起動します。

a) Webブラウザで、HX Data PlatformインストーラVMの IPアドレスまたはノード名を入力します。
[Accept]または [Continue]をクリックしてSSL証明書エラーをバイパスします。CiscoHXDataPlatform
インストーラのログインページが表示されます。ログイン画面の右下隅に表示されるHXDataPlatform
インストーラインストーラの [Build ID]を確認します。

b) ログインページで、次のクレデンシャルを入力します。

ユーザ名：root

パスワード（デフォルト）: Cisco123

システムは、デフォルトのパスワード [Cisco123]で出荷されますので、インストール中に
これを変更する必要があります。インストールを継続するには、ユーザー提供の新規パス

ワードを作成する必要があります。

（注）

c) EULAを読んで、 [I accept the terms and conditions]チェックボックスをオンにし、[Login]をクリッ
クします。

ステップ 2 [ワークフロー]ページで [クラスタ展開]を選択します。

ステップ 3 [Credentials]ページで、次のフィールドに値を入力します。

クラスタ作成を実行するために、必要な設定データとともに JSONconfigurationファイルをインポートす
ることもできます。次の 2つの手順は、JSONファイルをインポートする場合はオプションです。イン
ポートしない場合には、データを必須フィールドに手動で入力できます。

初めてのインストールでは、ファクトリプレインストール JSONファイルの調達についてシス
コの担当者に問い合わせてください。

1. [Select a file]をクリックして、使用する JSONファイルを選択して設定をロードします。
[Use Configuration]を選択します。

2. Cisco UCS Manager用にインポートした値が異なる場合は、[Overwrite Imported Values]ダ
イアログボックスが表示されます。[Use Discovered Values]を選択します。

（注）

説明フィールド

UCS Managerクレデンシャル（UCS Manager Credentials）

UCS Manager FQDNまたは IPアドレス

たとえば 10.193.211.120と入力します。

UCS Managerのホスト名（UCS Manager Host
Name）

<admin>ユーザ名。[ユーザ名（User Name）]
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説明フィールド

<admin>パスワード。Password

vCenterクレデンシャル（vCenter Credentials）

vCenter Serverの FQDNまたは IPアドレス。

たとえば 10.193.211.120と入力します。

（注） • vCenter Serverは、クラスタが動作可
能になる前に必要です。

• vCenterアドレスとクレデンシャル
は、vCenterへのルートレベルの管理
者権限が必要です。

• vCenter Server入力は、入れ子になっ
たvCenterを構築する場合には省略可
能です。詳細については、『Nested
vCenter TechNote』を参照してくださ
い。

vCenter Server

<admin>ユーザ名。

例：administrator@vsphere.local。

[ユーザ名（User Name）]

<root>パスワード。Admin Password

ハイパーバイザのクレデンシャル

<admin>ユーザ名。

これはファクトリノードのルートです。

管理者ユーザ名

<root>パスワード。

デフォルトのパスワードは、ファクトリノードの

Cisco123です。

システムは、デフォルトのパスワード

[Cisco123]で出荷されますので、インス
トール中にこれを変更する必要がありま

す。インストールを継続するには、ユー

ザー提供の新規パスワードを作成する必

要があります。

（注）

Admin Password

ステップ 4 [Continue]をクリックします。[Cluster Expand Configuration]ページが表示されます。展開する HXクラス
タを選択します。
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展開する HXクラスタが見つからない場合、もしくはクラスタのロードに時間がかかる場合、[管理 IP
アドレスフィールド ]のクラスタ管理アドレスの IPを入力します。

ステップ 5 [Continue]をクリックします。[Server Selection]ページが表示されます。[Server Selection]ページの
[Associated]タブに、接続済みのすべての HXサーバが一覧されます。これらのサーバは選択しないでく
ださい。[Unassociated]タブで、クラスタに追加するサーバを選択します。

ステップ 6 [Continue]をクリックします。[UCS Manager設定]ページが表示されます。

•最初に JSONファイルをインポートした場合、必須フィールドには、既存の HXクラスタ
からインポートした設定データが取り込まれているはずです。クラスタに追加する対象の

サーバがアソシエートされていない場合は、それらのサーバを選択して [Continue]をクリッ
クします。

•この情報は、既存のクラスタ構成に一致している必要があります。このページで適切な設
定を使用することを確認します。

（注）

各ネットワークに以下の情報を入力します:

Informationフィールド

VLAN for ESXi and HyperFlex management

名前：hx-inband-mgmt

デフォルトの VLAN ID：3091

[VLAN名(VLAN Name)]

VLAN ID（Admin. VLAN ID）

VLAN for HyperFlex Storage traffic

名前：hx-storage-data

デフォルトの VLAN ID：3092

[VLAN名(VLAN Name)]

VLAN ID（Admin. VLAN ID）

VLAN for VM vMotion

名前：hx-vmotion

デフォルトの VLAN ID：3093

[VLAN名(VLAN Name)]

VLAN ID（Admin. VLAN ID）

VLAN for VM Network

名前：hx-vm-network

デフォルトの VLAN ID：3094

[VLAN名(VLAN Name)]

VLAN ID（Admin. VLAN ID）

MAC Pool

たとえば、00:25:B5:99などとします（99はデフォ
ルトです。この値はユーザ環境に応じて設定できま

す）。

MAC Pool Prefix

hx-ext-mgmt IP Pool for Out-of-Band CIMC
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Informationフィールド

HyperFlexノードに指定された IPアドレスの範囲。
これは、ゲスト VLANの値のカンマ区切りリスト
にできます。

たとえば、 10.193.211.124-127、10.193.211.158-163、
255.255.255.0 などです。

ゲートウェイの IPアドレスを入力します。たとえ
ば、10.193.0.1と指定します。

IPブロック

IPアドレスを制限して制御するために、サブネッ
トを適切なレベルに設定します。

たとえば、255.255.0.0と指定します。

サブネット

[IP Address]。

たとえば、10.193.0.1と指定します。

デフォルトゲートウェイ（Default gateway）

詳細設定

ドロップダウンリストから HXサーバと関連付け
るUCSファームウェアバージョンを選択します。
UCSファームウェアバージョンはUCSMバージョ
ンと一致する必要があります。詳細については、最

新の Cisco HXデータプラットフォームリリース
ノートを参照してください。

たとえば、3.2(1d)。

UCS Firmware version

特定のクラスタ内のHXサーバのグループに適用さ
れる名前。これはユーザ定義の名前です。HyperFlex
クラスタ名は、ラベルを識別しやすいようにサービ

スプロファイルに追加します。

HyperFlex Cluster Name

[設定]ウィンドウで VLAN、MACプール、ANDIPアドレスプールの情報を確認します。これ
らのVLAN IDは、環境に応じて変更できます。デフォルトでは、インストーラによってVLAN
が非ネイティブとして設定されます。トランク設定を適切に適用することで、非ネイティブ

VLANに対応するようにアップストリームスイッチを設定する必要があります。

（注）

ステップ 7 [Continue]をクリックします。[Hypervisor Configuration]ページが表示されます。次のフィールドに入
力します。

再インストールの場合や、ESXiネットワーキングが完了している場合は、この手順で説明した
フィールドの入力を省略できます。

注目

説明フィールド

Configure Common Hypervisor Settings
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説明フィールド

IPアドレスを制限して制御するために、サブネッ
トマスクを適切なレベルに設定します。

たとえば、255.255.0.0と指定します。

[サブネットマスク（Subnet Mask）]

ゲートウェイの IPアドレス。

たとえば、10.193.0.1と指定します。

Gateway

DNSサーバの IPアドレス。

DNSサーバがない場合は、HXデータプラット
フォームインストーラの [Cluster Configuration]
ページのいずれのフィールドにもホスト名を入力し

ないでください。すべての ESXiホストに静的 IP
アドレスとホスト名のみを使用します。

複数のDNSサーバーを提供する場合は、
両方のDNSサーバーが正しく入力されて
いることを慎重に確認し、コンマで区切っ

てください。

（注）

DNSサーバ

Hypervisor Settings

IPアドレスを順番に並べるには、[IPアドレスとホスト名を順番に選択 (MakeIPAddressesandHostnames
Sequential)]を選択してください。

ドラッグアンドドロップを使用してサーバを並べ替えることができます。（注）

サーバ名。Name

サーバのシリアル番号。Serial

すべての ESXiホストに静的 IPアドレスとホスト
名を入力します。

Static IP Address

ホスト名フィールドを空欄のままにしないでくださ

い。

ホストネーム

ステップ 8 [Continue]をクリックします。[IPアドレス（IP Addresses）]ページが表示されます。[Add Compute-only
Node]をクリックし、新しいノードを追加します。

複数のコンピューティング専用ノードを追加する場合は、[Make IP Addresses Sequential]を選択します。

情報フィールド

ESXiホストとストレージクラスタ間のハイパーバ
イザ管理ネットワーク接続を処理する静的 IPアド
レスを入力します。

Management Hypervisor
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情報フィールド

なし。Management Storage Controller

ESXiホストとストレージクラスタ間のハイパーバ
イザデータネットワーク接続を処理する静的 IPア
ドレスを入力します。

Data Hypervisor

なし。Data Storage Controller

コントローラ VMが既存の HXクラスタにインス
トールされている場合、それらのコントローラVM
に適用されたデフォルトの管理者ユーザ名とパス

ワードを入力します。

コントローラ VM名は変更できません。
既存のクラスタパスワードを使用してく

ださい。

（注）

Controller VM

ステップ 9 [Start]をクリックします。[Progress]ページに、さまざまな設定タスクの進捗状況が表示されます。

デフォルトで、FlexFlash (SDカード)からブートする場合ユーザの介入は必要はありません。た
だし、ローカルディスクからブートするコンピューティング専用ノードを設定する場合は、

Cisco UCS Managerの次の手順を完了します。

（注）

1. HX Data Platformインストーラによって作成されたサービスプロファイルをクリックします。

たとえば、blade-1(HX_Cluster_Name)。

2. [全般]タブで、[テンプレートからアンバインドする]をクリックします。

3. 作業中のウィンドウで、[ストレージ]タブをクリックします。[ローカルディスクの設定ポリシー]サ
ブタブをクリックします。

4. [アクション]領域で、次のように選択します。ローカルディスク設定のポリシーの変更 > ローカ
ルディスク設定ポリシーの作成。

5. [ローカルディスク設定ポリシーの作成 ]で、ポリシーの名前を入力し、デフォルトとして残りの部
分を保持します。[OK]をクリックします。

6. [ローカルディスク設定のポリシーの変更アクション]領域で、ドロップダウンリストから新しく作
成されたローカルディスク設定ポリシーを選択します。[OK]をクリックします。

7. それから HX Data Platformインストーラ UIに戻り、[UCSM設定の再試行 ]をクリックします。

vCenterクラスタで EVCが有効になっている場合、展開プロセスが失敗し、「ホストは手動で
vCenter に追加する必要があります（The host needs to be manually added to

vCenter）」というメッセージが出されます。展開操作を正常に実行するには、次のようにし
ます。

（注）
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1. vSphereクライアントに追加する ESXiホストにログインします。

2. コントローラ VMの電源をオフにします。

3. ホストを vSphere Web Clientの vCenterクラスタに追加します。

4. HXインストーラで、[Retry Deploy]をクリックします。

ステップ 10 インストールが完了したら、[Launch HyperFlex Connect]をクリックしてストレージクラスタの管理を開
始します。

ステップ 11 新しいノードがストレージクラスタに追加された後、HAサービスがリセットされ、HAが追加された
ノードを認識できるようになります。

a) vSphereにログインします。
b) vSphere Web Clientで、[Home] > [vCenter] > [Inventory Lists] > [Hosts and Clusters] > [vCenter] >

[Server] > [Datacenter] > [Cluster] > [Host]に移動します。
c) 新規ノードを選択します。
d) 右クリックし、vSphere HAに対し [Reconfigure]を選択します。

クラスタ展開の障害の解決
エラーダイアログボックスを受信し、ストレージクラスタの展開が完了しない場合は、次に

示す解決オプションに進みます。

ステップ 1 [Edit Configuration]：[Cluster Configuration]ページに戻ります。検証ページに記載されている問題を修正し
ます。

ステップ 2 [Start Over]：進捗テーブルエントリを消去することで、適用した設定を無効にし、[Cluster Configuration]
ページに戻って新しい展開を再度開始できます。テクニカルアシスタンスセンター（TAC）を参照してく
ださい。

ステップ 3 [Continue]：エラーが発生している障害を無視して、ストレージクラスタにノードを追加します。テクニカ
ルアシスタンスセンター（TAC）を参照してください。

[Continue]ボタンは、障害について把握していて、予測できない動作の可能性を受け入れる用意が
ある場合にのみ選択します。

（注）
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第 11 章

混合CPUを使用したクラスタのセットアッ
プ

この章では、異なる Intel CPUバージョンを使用する複数の HXノードを同じ FIに追加する方
法を説明します。

•概要（143ページ）
•混合 CPUを使用するための前提条件（143ページ）
• EVCモードとの CPU互換性（144ページ）
•既存のクラスタで vMotionとの拡張された互換性 (EVC)を有効にする（144ページ）

概要
HyperFlexは、同じファブリックインターコネクトで Intel v3および Intel v4 CPUをサポートし
ます。Intel v3および Intel v4 CPU間で仮想マシンを移行するには、VMware Enhanced vMotion
Compatibility（EVC）を有効にします。EVCを有効にした後、下位モデルのCPUの機能が基準
となるように、HyperFlexクラスタ内のすべてのホストを設定します。仮想マシンがどのホス
ト上で実行されているかに関わらず、すべての仮想マシンに同一の CPU機能が公開されるた
め、仮想マシンを HyperFlexクラスタ内のホスト間で移行できます。これにより、ホストの基
になるハードウェアが異なる場合でも、vMotionの CPU互換性が確保されます。

混合 CPUを使用するための前提条件
• CPUが EVC対応のクラスタ内の単一のベンダーからのみ使用できること。この場合、別
のベンダーによるホストを EVC対応のクラスタに追加することはできません。

• EVC対応のクラスタで、異なるリビジョン番号（v2、v3、または v4）の Xeon E3または
Xeon E5ファミリの Intelプロセッサが使用されていること。この場合、EVCベースライ
ンが必要になります。
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• BIOSで高度な仮想化CPU機能が有効であること（利用できる場合）。有効にしないと、
EVCを有効にする際に、EVC互換性チェックで特定の CPUに存在すると想定される機能
を検出できないため、問題が発生することがあります。

•以下のシナリオでは、仮想マシンがEVCクラスタに含まれているとしても、vMotionを使
用した仮想マシンの移行が失敗する場合があります。

•ホストが vCenter Serverシステムに接続されていない場合。

•ホストが vMotion用に設定されていない場合。

•仮想マシンがソースホストとターゲットホストで共有されるストレージに存在しな
い場合。

EVCモードとの CPU互換性
CPUとの互換性があるEVC（EnhancedvMotionCompatibility）モードを判別するには、『VMware
CompatibilityGuide』を参照してください。サーバモデルまたはCPUファミリを検索し、[CPU
Series]列のエントリをクリックすると、互換性のある EVCモードが表示されます。

ホストの現在の EVCモードの検索

各 EVCモードは、同じ名前を持つプロセッサで利用できる機能と密接に対応します。

vSphere Webクライアントの使用

1. vSphere Web Clientナビゲータから、[Hosts and Clusters] > [HX Cluster] > [Summary]を選
択します。[Summary]タブでは、EVCが有効になっているかどうかが示され、有効になっ
ている場合はホストの現在の EVCモードが表示されます。

2. EVCモードの横にある青いアイコンをクリックすると、そのホストでサポートされるすべ
ての EVCモードの一覧が表示されます。

VMware共有ユーティリティツールの使用

VMwareには、互換性のある EVCモードおよびその他のCPU機能を表示する、無料のCPU識
別ユーティリティが用意されています。このユーティリティを共有ユーティリティからダウン

ロードして、ISOイメージからホストをブートすることができます。

既存のクラスタでvMotionとの拡張された互換性 (EVC)を
有効にする

EVCを有効にして、クラスタ内のホスト間で vMotionによる移行が可能になるよう確認しま
す。EVFモードは、同じ HyperFlexクラスタ内で異なる CPUファミリを混在させる場合に必
要です。EVCモードが有効になると、設定された EVCモードの最小要件を満たすホストだけ
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がクラスタに追加されます。EVCモードは、クラスタの拡張中でも中断することなく有効にで
きます。

• EVCはデフォルトで無効になっています。[VMware EVC]のクラスタ設定でEVCを有効に
することができます。

•これは HX Data Platformの制約ではなく、VMwareの制限です。さらに詳細については、
VMware KBの記事『EVC and CPU Compatibility FAQ (1005764)』を参照してください。

（注）

このプロシージャでは、コンピューティングノード内の古い CPUを既存の HyperFlexクラス
タに追加する場合に必要な手動手順について説明します。新しいノードを持つクラスタ拡張

ワークフロー中にEVCモードが有効になっていない場合は、これらの手順に従ってください。

ステップ 1 開始する前に、HyperFlexクラスタが正常であり、すべてのノードがオンラインであることを確認してく
ださい。

• vSphere Webクライアントの使用

vSphere Web Clientナビゲータから、[vCenter Inventory Lists] > [Cisco HyperFlex Systems] > [Cisco
HX Data Platform] > [HX-Cluster] > [Summary]を選択します。

応答の例：

Operational Status: Online
Resiliency Status: Healthy

•コントローラ VMの使用方法

コントローラ VMで、#stcli cluster infoコマンドを実行します。

応答の例：

healthstate: healthy
state: online

ステップ 2 すべての非ストレージコントローラ仮想マシンの電源を切ります。

ステップ 3 1台のストレージコントローラ VMにログインし、stcli cluster shutdownコマンドを実行します。実

行が完了するまで待機します。

ステップ 4 全ストレージコントローラ VMをシャットダウンします。

a) vSphere Web Clientナビゲータから、VMとテンプレート (VMs and Templates) > vCenterサーバ
(vCenter server) >データセンター (Datacenter) > ESXiエージェント (ESXi Agents) >仮想マシン
(Virtual Machines) > controller_vmを選択します。

b) [controller_vm]を右クリックするか、[アクション (Actions)]メニューの電源 (Power) >電源オンま
たは電源 (Power On or Power) >電源オフ (Power Off)を選択します。

ステップ 5 各HXホストをメンテナンスモードにします。

a) vSphere Web Clientナビゲータから、[ホストとクラスタ (Hosts and Clusters)] > [データセンター
(Datacenter)] > [HX Clusterクラスタ (HX Cluster)] > [ノード (node)]の順に選択します。
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b) ノードを右クリックし、[メンテナンスモード (Maintenance Mode)] > [HXメンテナンスモードに入
る (Enter HX Maintenance Mode)]の順に選択します。

この操作に Cisco HXメンテナンスモード (Cisco HXMaintenance Mode)メニューを使用しな
いでください。

（注）

ステップ 6 HXクラスタで vMotionとの拡張された互換性 (EVC)を有効にする

a) vSphere Web Clientナビゲータから、ホストとクラスタ (Hosts and Cluster) >データセンター
(Datacenter) > HXクラスタ (HX Cluster)を選択します。

b) EVCを有効にするクラスタを選択します。[ワーク (Work)]ペインで、[管理 (Manage)]または [設定
(Configure)]タブをクリックします。[VMware EVC]を選択します。

c) [編集 (Edit)]ボタンをクリックし、希望の [EVCモード (EVC mode)]を選択します。[OK]をクリック
します。

ステップ 7 メンテナンスモードを終了します。

a) vSphere Web Clientナビゲータから、[ホストとクラスタ (Hosts and Clusters)] > [データセンター
(Datacenter)] > [HX Clusterクラスタ (HX Cluster)] > [ノード (node)]の順に選択します。

b) ノードを右クリックし、[メンテナンスモード (Maintenance Mode)] > [メンテナンスモードの終了
(Exit HX Maintenance Mode)]の順に選択します。

この操作に Cisco HXメンテナンスモード (Cisco HXMaintenance Mode)メニューを使用しな
いでください。

（注）

ステップ 8 コントローラ VM は、ホストがメンテナンス モードになった後、自動的に電源がオンになるはずです。
コントローラ VMの電源が自動的にオンにならない場合は、次の操作を行います。

a) vSphere Web Clientナビゲータから、VMとテンプレート (VMs and Templates) > vCenterサーバ
(vCenter server) >データセンター (Datacenter) > ESXiエージェント (ESXi Agents) >仮想マシン
(Virtual Machines) > controller_vmを選択します。

b) controller_vmを右クリックするか、または [アクション (Actions)]メニューからクリックします。
Power >電源オンまたは電源 (Power On or Power) >電源オン (Power ON)を選択します。

ステップ 9 すべてのコントローラVMが完全に起動していることを確認します。次に、コントローラVMの1つにロ
グインし、stcli cluster startコマンドを実行します。

ステップ 10 すべてのデータストアがvCenter HXプラグインからマウントされていることを確認し、クラスタが正常
であることを確認します。

ステップ 11 ユーザ VMを開始します。
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第 12 章

Cisco HyperFlex Systemsのカスタマイズさ
れたインストール方法

•概要（147ページ）
• Cisco HyperFlex Systemsが事前設定されていない場合のインストールおよび設定のワーク
フロー（147ページ）

• VMware ESXiをインストールします。（148ページ）

概要
この章では、インストール手順に進む前に、手動で HyperFlexサーバを準備するプロセスにつ
いて説明します。このカスタマイズされたインストール方法は、次のシナリオで使用できま

す。

•コンピューティング専用ノードを HyperFlexクラスタに追加します。

• Cisco HyperFlex Systemの再導入。

実行するタスクは、事前設定されたHyperFlexSystemsを導入する場合と基本的に同じです。事
前設定されてないシステムに固有な新しいタスクは、VMware ESXiのインストールです。

CiscoHyperFlexSystemsが事前設定されていない場合のイ
ンストールおよび設定のワークフロー

始める前に

Cisco HyperFlex Systemsのインストールと設定の要件を確認します。詳細については、「イン
ストールの前提条件」を参照してください。
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ステップ 1 vCenterでクラスタを削除して、既存の環境をクリーンアップします。Cisco UCSで、vCenter MOBエント
リ、UCS Managerサービスプロファイル、および VLANを削除します。

ステップ 2 ソフトウェアのダウンロードから Cisco HyperFlexデータプラットフォームインストーラ OVAファイル
をダウンロードします。

例：

Cisco-HX-Data-Platform-Installer-v2.5.1b-26284.ova

ステップ 3 Cisco HX Data Platformインストーラを起動してサインインします。

a) [Customized Workflow]を選択します。
b) [Run UCS Manager configuration]を選択して、UCSサービスプロファイルを設定します。『VMware

ESXiのCisco HyperFlexシステムインストールガイド』の「Configuring Cisco UCSManager and HXData
Platform」の項に記載されている手順に従います。

ステップ 4 vMediaメソッドを使用して、新規の ESXiインストールを実行します。

自動 IPアドレス割り当てにDynamicHost Configuration Protocol（DHCP）を使用することは推奨さ
れません。デフォルトでは、HXData Platformインストーラによって、ESXiサーバに静的 IPアド
レスが割り当てられます。DHCPを使用する場合は、適切なVLANを使用してESXiでネットワー
クを手動で設定します。

（注）

ステップ 5 Cisco HX Data Platformインストーラを再度起動します。

a) [Customized Workflow]を選択します。
b) [Run ESX Configuration]、[Deploy HX Software]、および [Create HX Cluster]を選択します。

ウィザードで必ず [Delete Existing Partitions]を選択してください。

VMware ESXiをインストールします。
サーバには、サポート対象バージョンのVMware ESXiが必要です。サポートされるESXiバー
ジョンのリストについては、最新の『Release notes for Cisco HX Data Platform』を参照してくだ
さい。

各 HXサーバで ESXiをインストールします。重要

VMware ESXiイメージをCiscoHyperFlexData Platformのソフトウェアダウンロードページからダウンロー
ドします。Cisco UCS Managerを通じてアクセスできるネットワークロケーションを選択します。

HXカスタム ISOは、Ciscoカスタム ESXiリリースに基づいています。

次に例を示します。
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HX-Vmware-ESXi-60U2-4192238-Cisco-Custom-6.0.2.3.iso

.

次のタスク

• Cisco UCS Manager経由で vMediaおよびブートポリシーを設定します。

•リモート KVMコンソールを開きます。

•サーバを再起動してインストールを開始します。

• Cisco UCS Manager経由で vMediaおよびブートポリシーの変更を元に戻します。

Cisco UCS Managerを使用した vMediaおよびブートポリシーの設定
Cisco UCS vMediaポリシーとブートポリシーを設定するには、次の手順を実行します。

始める前に

Cisco HX Data Platformインストーラにログインします。Cisco UCS Managerの設定に応じて、
標準クラスタに [クラスタの作成]ワークフローを実行します。

サーバからサービスプロファイルの関連付けを解除する際に特定しやすくするために、Temporary
という名前のクラスタを作成してください。

（注）

ステップ 1 Cisco UCS Managerの [Navigation]ペインで、[Servers]タブをクリックします。

ステップ 2 [Servers] > [Policies] > [root] > [Sub-Organizations] > [hx-cluster] > [vMedia Policies]の順に展開します。

ステップ 3 [vMedia Policy HyperFlex]をクリックします。

ステップ 4 設定ペインで [Create vMedia Mount]をクリックします。

ステップ 5 マウントの名前を入力します（例：ESX）。

ステップ 6 [CDD]オプションを選択します。

ステップ 7 プロトコルとして [HTTP]を選択します。

ステップ 8 [IP Address]に HyperFlexインストーラ VMの IPアドレスを入力します（例：192.168.10.210）。

ステップ 9 [Image Variable Name]として [None]を選択します。

ステップ 10 [Remote File]に HX-Vmware-ESXi-6.0.0-3380124-Custom-Cisco-6.0.1.2.isoと入力します。

ステップ 11 [Remote Path]に/images/と入力します。

ステップ 12 [Save Changes]をクリックし、[OK]をクリックします。

ステップ 13 設定ペインで、[Servers] > [Service Profile Templates] > [root] > [Sub-Organizations] > [hx-cluster] > [Service
Template hx-nodes]の順に選択します。
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ステップ 14 [vMedia Policy]タブをクリックします。

ステップ 15 [Modify vMedia Policy]をクリックします。

ステップ 16 ドロップダウン選択項目から [HyperFlex vMedia Policy]を選択して、[OK]を 2回クリックします。

ステップ 17 [Servers] > [Policies] > [root] > [Sub-Organizations] > [hx-cluster] > [Boot Policy HyperFlex]の順に選択しま
す。

ステップ 18 ナビゲーションペインで、[CIMC Mounted vMedia]というセクションを展開します。

ステップ 19 [Add CIMC Mounted CD/DVD]という名前のエントリをクリックします。

ステップ 20 [Boot Order]リストで [CIMC Mounted CD/DVD]エントリを選択し、[Move Up]ボタンを何度かクリック
して [CIMC Mounted CD/DVD]エントリをリストの先頭に移動させます。

ステップ 21 [Save Changes]をクリックし、[OK]をクリックします。

次のタスク

サブ組織 Temporaryを削除します。

リモート KVMコンソールのオープン
1つ以上のサーバの進行状況をモニタするには、リモート KVMコンソールセッションを開い
てインストール状況を監視することを推奨します。

KVMコンソールを開くには、以下の手順を実行します。

ステップ 1 Cisco UCS Managerの [Navigation]ペインで [Servers]をクリックします。

ステップ 2 [Servers] > [Service Profiles] > [Root] > [Sub-Organizaitons] > [hx-cluster] > [rack-unit-number]を展開しま
す。

ステップ 3 [Work]ペインで、[General]タブをクリックします。

ステップ 4 [Actions]領域の [KVM Console]をクリックします。

ステップ 5 セキュリティアラートが表示される場合は [Continue]をクリックします。間もなくしてリモートの [KVM
Console]ウィンドウが表示され、サーバのローカルコンソール出力が表示されます。

ステップ 6 インストール中に KVMコンソールをモニタする追加のサーバごとに、ステップ 2～ 4を繰り返します。

サーバの再起動

vMediaポリシー、ブートポリシー、およびサービスプロファイルテンプレートを変更した
後、インストールを開始するためにサーバを再起動します。

サーバを再起動するには、以下の手順を実行します。
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始める前に

サーバの再起動の進行状況をモニタするには、リモートKVMコンソールセッションを開きま
す。

ステップ 1 Cisco UCS Managerの [Navigation]ペインで [Servers]をクリックします。

ステップ 2 [Equipment] > [Rack Mounts] > [Servers]の順に展開します。

ステップ 3 [Work]ペインで、最初に再起動するサーバをクリックし、最後に再起動するサーバを Shift キーを押し
ながらクリックして、すべてのサーバを選択します。

ステップ 4 右クリックして [Reset]をクリックします。

ステップ 5 [OK]をクリックします。

ステップ 6 [Power Cycle]を選択し、[OK]をクリックします。

これで、KVMコンソールウィンドウでモニタしているサーバが即時に再起動し、リモート vMediaマウン
トから起動してCiscoカスタマイズ ESXi ISOをインストールします。エラーメッセージがある場合は、無
視しても問題ありません。

vMediaポリシーおよびブートポリシーの変更の取り消し
サーバがブートループに陥ったり、インストール用の ISOファイルから常に起動したりしな
いようにするには、ブートポリシーへの変更を元に戻します。

始める前に

すべてのサーバがリモート vMediaファイルから起動し、インストールプロセスが開始されて
いることを確認します。

ステップ 1 Cisco UCS Managerの [Navigation]ペインで [Servers]をクリックします。
ステップ 2 [Servers] > [Policies] > [Root] > [Sub-Organizations] > [hx-cluster_name] > [Boot Policies] > [Boot Policy

HyperFlex]の順に展開します。

ステップ 3 [Work]ペインで、[General]タブをクリックします。

ステップ 4 [Actions]領域で、[CIMC Mounted CD/DVD]をクリックします。

ステップ 5 [Boot Order]リストから [CIMC Mounted CD/DVD]エントリを選択し、[Delete]をクリックします。

ステップ 6 [Save Changes]をクリックし、[OK]をクリックします。

次のタスク

新規ノード

以前にクラスタ内で使用したことがない新しいノードを追加する場合は、HXクラスタを展開
してください詳細については、「クラスタ展開のガイドライン」を参照してください。
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既存のノードの再インストール

このノードが過去にクラスタの一部になっていて、何かを修正するためにイメージ再作成され

た場合は、Cisco TACに連絡して指示を受けてください。
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